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序

　茨城県では，県土のߧۉある発లを೦಄におきながら地Ҭの特ੑ

を生かしたৼڵを図るために，高װ֨ن線道路なͲのࠜװతな県土

基盤の整උとともに，޿Ҭతなަ通ωοトϫークの整උを推ਐして

います。

　その一؀として国土ަ通লが整උを推ਐしている首都圏中央連絡

自動車道は，都心部と中֩都市を݁Ϳ３؀ঢ়̕์ࣹの道路ωοトϫ

ークです。道路໢の整උにΑり，首都圏のަ通ࠞࡶが؇和されるほか，

上なͲ，様ʑなޮՌが期଴されます。しか޲཰のޮࡁ改ળ，経ڥ؀

しながら，その事業༧定地内には埋蔵文化財包蔵地である薬師後遺

跡が所在し，記録保存のા置をͣߨるඞ要があるため，౰財団が国

土ަ通ল関東地方整උہৗ૯国道事຿所から埋蔵文化財発掘調査の

ҕୗをडけ，平成 18 年̒月からこれを࣮ࢪしました。そのうち，平

成 18・19 年に࣮ࢪした調査の成Ռにͭいては，طに，౰財団のʰ文

化財調査報告ʱ第 308 集として平成 21 年３月にץ行したところです。

　本書は，平成 21 年７月から̕月までの３か月間に行Θれた調査の

成Ռを収録したものです。学ज़తなࢿڀݚྉとしてはもとΑり，また，

ޚ上の一ॿとして޲土のྺ史にରするཧղを深め，教育・文化のڷ

。いです޾用いたͩければ׆

るまで，ҕୗࢸ行にץ後になりますが，発掘調査から報告書の࠷　

者であります国土ަ通ল関東地方整උہৗ૯国道事຿所からଟ大な

，ਃし上͛ますとともにྱޚりましたことにରし，ްくࣀ力をڠޚ

茨城県教育ҕһ会，稲敷市教育ҕһ会をはじめ，関֤܎Ґからいた

ͩいたࢦޚಋ，ڠޚ力にରし，深くँײਃし上͛ます。

財団法人茨城県教育財団

平成　年 ３月

ཧ事長　
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例 言

１　本書は，国土ަ通লৗ૯国道事຿所のҕୗにΑり，財団法人茨城県教育財団が平成 21 年度に発掘調査を

した，茨城県稲敷市椎塚字大久保ࢪ࣮　 1370 番地ほかに所在する薬師後遺跡の発掘調査報告書である。

２　発掘調査期間ٴͼ整ཧ期間は以Լのとおりである。

調査　平成 21 年７月１日～ ̕月 30 日

整ཧ　平成 23 年̐月１日～ 10 月 31 日

３　発掘調査は，調査՝長஑ాߊ一のもと，以Լの者が୲౰した。

　　平成 21 年度

　　　首੮調査һ݉൝長　　　成ౡ一໵　　平成 21 年７月１日～̕月 30 日

　　　主 ೚ 調 査 һ　　　市ଜढ़ӳ　　平成 21 年７月１日～̕月 30 日

　　　調 査 һ　　　大久保隆史　平成 21 年７月１日～̕月 30 日

̐　整ཧٴͼ本書のࣥච・編集は，整ཧ՝長原৴ాਖ਼෉のもと，以Լの者が୲౰した。

　　　調 査 һ　　　大久保隆史　平成 23 年̐月１日～ 10 月 31 日



凡 例

１　౰遺跡の地区設定は 
 日本平面௚֯࠲標第ᶟ࠲ܥ標に४ڌし，̭ʹ－ 7
280 ｍ 
 ̮ʹʴ 45
720 ｍのަ点を

基४点（̖１a1）とした。なお，この原点は，日本ଌ地ܥにΑる基४点である。

この基४点を基に遺跡ൣғ内を東੢・ೆ北֤ʑ 40 ｍ࢛方の大調査区に分ׂし，さらに，この大調査区を

東੢・ೆ北に֤ʑ 10 ౳分し，̐ｍ࢛方の小調査区を設定した。

　大調査区の名শは，アϧϑΝϕοトとࢉ用数字を用い，北からೆへ̖，̗ ，̘ ʜ，੢から東へ１
２
３ʜとし，

ʮ̖１区ʯʮ̗２区ʯのΑうにݺশした。さらに小調査区は，北からೆへ a，b，cʜK，੢から東へ 1，2，3，

ʜ0 と小文字を付し，名শは，大調査区の名শをףしてʮ̖１a1 区ʯ，ʮ̗２b2 区ʯのΑうにݺশした。

２　࣮ଌ図・一ཡද・遺物࡯؍ද౳で使用した記号は࣍のとおりである。

　　遺構　　HG －遺物包含層　S# －掘立柱建物跡　S% －溝跡　SF －道路跡　SH －方形竪穴遺構

　　　　　　SI －竪穴住居跡　S, －土坑　Ｓ̢－地点貝塚　P －ϐοト

　　遺物　　%P －土製品　̢－ۚଐ製品　̦－石器・石製品　TP －୓本記録土器

　　土層　　̠－֧ཚ

３　遺構・遺物࣮ଌ図の作成方法にͭいては，࣍のとおりである。

　（1）遺構શମ図は 400 分の１，֤遺構の࣮ଌ図は原ଇとして 60 分の１のॖईでࡌܝした。種類や大きさに

Αりҟなる৔߹は，ݸʑにॖईをスέーϧでදࣔした。前回の報告において遺構શମ図にͣれがあった

ため，Ճචमਖ਼してࡌܝ࠶する。

　（2）遺物࣮ଌ図は，原ଇとして３分の１のॖईでࡌܝした Ň 種類や大きさにΑりҟなる৔߹は 
 ʑにॖईݸ

をスέーϧでදࣔした。

　（3）遺構・遺物࣮ଌ図中のදࣔは，࣍のとおりである。

　　　　ম土・੺ࢪ・࠼釉・自વ釉　　　　　　　　　　Րচ面・ણҡ土器அ面

　　　　竈構ஙࠇ・ࡐ৭ॲཧ・貝ࢄ෍　　　　　　　　　ഗ・柱ࠟ跡・柱あたり

˔土器　　 ˓土製品　 　˘石器・石製品　 　˚ۚଐ製品　　　　 　ߗ化面

̐　土層࡯؍と遺物における৭調の൑定は，h 新版標४土৭஽ （ɦ小ࢁਖ਼஧・஛原ल༤編著　日本৭ݚ事業株

式会社）を使用した。また，土層ղઆ中の含有物にͭいては，֤ʑ૯ྔを記ड़した。

５　遺構一ཡද・遺物࡯؍දのද記は，࣍のとおりである。

。ଌ஋の୯Ґはｍ，ᶲ，ᶵ，̶でࣔしたܭ。存஋は（　）を，推定஋はʦ　ʧを付してࣔしたݱ（1）　

　（2）遺物࡯؍දのඋߟのཝは，࢒存཰，写真図版番号ٴͼその他ඞ要とࢥΘれる事項を記した。

　（3）遺物番号は通し番号とし，本文，ૠ図，࡯؍ද，写真図版に記した番号と同一とした。

̒　竪穴住居跡のʮ主࣠ʯは，竈を通る࣠線とし，主࣠方޲は，その他の遺構の長࣠（ܘ）方޲とڞに，࠲

標北からΈて，Ͳの方޲にͲれͩけৼれているかを֯度でදࣔした（ྫ　̣－ 10 ƅ－Ｅ）。
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薬
やく

師
し

後
うしろ

遺跡の概要

遺跡ͷҐஔͱ調査ͷ໨త

　薬師後遺跡は，稲
ㆂㆪ

敷
㆗ㆌ

市のほぼ中央部にҐ置し，霞
ㆉ㆙ㆿ

ヶ
ㆋ

浦
ㆄ㇉

に注͙小
ㆈ

野
ㆮ

川
ㆋ㇏

ӈ؛，୩
㇄

௡
ㆤ

にڬまれた標高 25 ～ 28 ｍの台

地の上に立地しています。

　౰遺跡の調査は，首
㆗㇅

都
ㆨ

圏
㆐㇓

中
ㆡ㇅ㆄ

央
ㆈㆄ

連
㇌㇓

絡
㇉ㆎ

自
㆘

動
ㆩㆄ

車
㆗㇃

道
ㆩㆄ

（圏
㆐㇓

央
ㆈㆄ

道
ㆩㆄ

）

の建設に伴い，遺跡の記録保存を目తに平成 18 年度か

ら։࢝されました。この報告書は，平成 21 年度の調査

݁Ռを収録したものです。

ਫࢢށ ˔

Ҵෑࢢ ˔

ॏͳΓ߹ͬͯ֬ೝͰ͖ͨॅډ੻ͱ۷ཱபݐ෺੻

ฏ੒ 21 ೥౓ͷ調査ͷ಺༰

　平成 21 年度の調査区は，౰遺跡が所在する台地の東部にあたり，古墳時代

の住居跡や掘（لੈ̕）平安時代，（لੈ̔）奈良時代，（ل７ੈ～̒）
ㆻㆣ

立
㆟ㆦ

柱
ㆰ㆗㇉

建
㆟ㆦ

物
㇂ㆮ

跡
ㆀㆨ

が確認されました。調査した面積は 802㎡というڱいൣғでしたが，数ଟ

くの遺構がॏなり߹って掘りࠐまれていました。
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調査ͷ݁Ռ

　薬師後遺跡は，小野川とほͲۙい台地の上に立地しています。そのため，古

代の৴
㆗

ଠ
ㆠ

郡
㆏㇓

（霞ヶ浦ೆ੢؛周辺の地Ҭ）の໾所があったとߟえられているԼ
㆗㇂

܅
ㆌㆿ

ࢁ
㇄ㆾ

周辺や，霞ヶ浦との行き来が容易であり，౰時の物
ㆶㆤ

ྲྀ
㇊㇅ㆄ

（特にՏ
ㆉ

川
㆛㇓

を用いたધ

にΑる物ࢿのӡ
ㆄ㇓

ൖ
ㆱ㇓

）をߟえたとき，ඇৗにॏ要な৔所に作られた集落であると

いえます。古墳時代，奈良時代はもとΑり，特に平安時代に関しては集落の中

心部にあたる部分の調査であり，今回の調査にΑって，東੢に長い掘立柱建物

跡が見ͭかったことや，硯
㆙㆚㇊

，灰釉陶器なͲ有力人物の存在を窺うことのできる

遺物が出土したことは，集落のੑ֨をߟえる上でॏ要な成Ռとݴえます。

石製模造品

　古墳時代後期の住居跡です。住居のԞに作ら

れているのが竈
ㆉㆾㆩ

で，౰時の人ʑはここでࣽ
ㆫ

ਬ
㆟

き

をしていました。この住居跡からは，たくさん

の土器とともに׈
ㆉㆣ

石
㆛ㆌ

というՃ޻し易い石で作ら

れた，剣形品や穴の։いた円板なͲが出土して

います。これらはʮ石
㆛ㆌ

製
㆛ㆂ

模
㇂

造
㆞ㆄ

品
ㆲ㇓

ʯとݺばれ，集

落や古
㆓

墳
ㆵ㇓

で行Θれるマπリに使用されたものと

。えられていますߟ

奈良時代・平安時代の住居跡からは，須恵器

や釉
ㆄ㇏㆏㆙㇊

がֻけられた灰
ㆉㆂ

釉
㇆ㆄ

陶
ㆨㆄ

器
ㆌ

が出土しました。こ

れらは東
ㆨㆄ

ւ
ㆉㆂ

地
ㆡ

方
ㆻㆄ

からӡんでこられたもので，特

に灰釉陶器は౰時の人ʑからとても௝
ㆡ㇓

ॏ
ㆡ㇇ㆄ

されて

おり，਌から子へとडけܧがれる৔߹もあった

Αうです。このΑうな遺物が出土したことから，

ॏ品を手に入れることの出来る有力者が集落و

に住んでいたことがߟえられます。

　平安時代の掘立柱建物跡です。人が立ってい

るところが建物の柱を立てた穴です。このΑう

な建物は，住居や૔ݿとして使用されていたと

えられます。これまでの調査区から見ͭかっߟ

た建物はೆ北に長い建物がほとんͲでしたが，

今回の調査区からは，東੢に長い建物跡が３棟
ㆨㆄ

見ͭかりました。
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　　第１અ 調査にࢸる経緯

第１ষ　調 査 経 緯

　国土ަ通ল関東地方整උہৗ૯国道事຿所は，稲敷市において一般国道 468 号首都圏中央連絡自動車道新設

事業をਐめている。

　平成 16 年̕月 29 日，国土ަ通ল関東地方整උہৗ૯国道事຿所長は，茨城県教育ҕһ会教育長にରして，

一般国道 468 号首都圏中央連絡自動車道新設事業地内における埋蔵文化財の所在の有無ٴͼそのऔりѻいにͭ

いてর会した。これをडけて茨城県教育ҕһ会は，平成 17 年３月̔日にݱ地౿査を，平成 18 年２月 21 日か

ら 23 日，５月 17・18 日，７月̐日から７月̒日にかけてࢼ掘調査を࣮ࢪし，薬師後遺跡の所在を確認した。

　平成 18 年̔月 10 日，茨城県教育ҕһ会教育長は国土ަ通ল関東地方整උہৗ૯国道事຿所長あてに，事業

地内に薬師後遺跡が所在することٴͼそのऔりѻいにͭいて別్ٞڠがඞ要であることを回౴した。

　平成 18 年２月 24 日，国土ަ通ল関東地方整උہৗ૯国道事຿所長は，茨城県教育ҕһ会教育長にରし，文

化財保ޢ法第 94 条に基づき，土໦޻事のための埋蔵文化財包蔵地の発掘にͭいて通஌した。茨城県教育ҕһ

会教育長は，遺跡のݱঢ়保存がࠔ೉であることから，記録保存のための発掘調査がඞ要であるとܾ定し，平成

18 年２月 27 日，国土ަ通ল関東地方整උہৗ૯国道事຿所長にରして，޻事ண手前に発掘調査を࣮ࢪするΑ

う通஌した。

　平成 20 年２月 25 日，国土ަ通ল関東地方整උہৗ૯国道事຿所長は，茨城県教育ҕһ会教育長にରして，

一般国道 468 号首都圏中央連絡自動車道新設事業に܎る埋蔵文化財発掘調査の࣮ࢪにͭいてのٞڠ書をఏ出し

た。平成 20 年２月 26 日，茨城県教育ҕһ会教育長は，国土ަ通ল関東地方整උہৗ૯国道事຿所長あてに，

薬師後遺跡にͭいて，発掘調査のൣғٴͼ面積౳にͭいて回౴し，併せて調査機関として，財団法人茨城県教

育財団を঺հした。

　財団法人茨城県教育財団は，国土ަ通ল関東地方整උہৗ૯国道事຿所長から埋蔵文化財発掘調査事業にͭ

いてҕୗをडけ，平成 21 年７月１日から平成 21 年̕月 30 日まで発掘調査を࣮ࢪした。

　薬師後遺跡の調査は，平成 21年７月１日から̕月 30 日までの３か月間にΘたって࣮ࢪした。以Լ，その

֓要をදで記ࡌする。

調 査 経 ա　　第２અ

期間
ఔ޻ ７　月 ̔　月 ̕　月

調 査 ४ උ
ද 土 আ ڈ
遺 構 確 認

遺 構 調 査

遺 物 ચ ড়
注 記
写 真 整 ཧ

ิ ଍ 調 査

ఫ 収
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第̍図　薬師後遺跡調査区設定図（稲敷市都市ܭը図 2
500 分の１Αり作成）
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　　第２અ ྺ 史 త ؀ ڥ

　　第１અ 地 ཧ త ؀ ڥ

第２ষ　Ґ 置 と ؀ ڥ

   薬
㇄ㆎ

師
㆗

後
ㆄ㆗㇍

遺跡は，茨城県稲敷市椎塚字大久保 1370 番地ほかに所在している。

　遺跡が所在する稲敷市は，茨城県のೆ部にҐ置し，北は霞ヶ浦ೆ؛に面し，東はԣརࠜ川，ೆはརࠜ川をڬ

んでઍ༿県とڥを઀している。地形は，稲敷台地とݺばれる標高 20 ～ 30 ｍのߑ積台地と，小野川を含Ή霞ヶ

浦水ܥとརࠜ川水ܥにΑるԭ積௿地からなっている。これらの水ܥにڬまれた台地は，北੢方޲のͭくば市か

らଓくஜ೾・稲敷台地の࠷東ೆ୺に౰たる。市Ҭの稲敷台地は，小野川ӈ؛のਆࣉٶ台地と؛ࠨのߐ戸࡚台地

に分かれ，いͣれの台地上も͝く؇やかなى෬をもち，縁辺部はଟ数の୩௡がෳࡶに入り૊Έ，थࢬঢ়に։ੳ

されている。市Ҭのೆ੢部からྲྀ入して，北に޲きをมえてྲྀれる小野川は，北東部の霞ヶ浦ʮߐ戸࡚入りʯ

に注いでいる。

　稲敷台地の地層は，第ߑل࢛積ੈ古東ژ࿷時代にଯ積した成ా層が基盤となり，Լ部から上部にかけて成ా

層Լ部，成ా層上部，ཾヶ࡚࠭᛽層，ৗ૯೪土層，関東ローϜ層，ද土層のॱにଯ積している。ଯ積ঢ়گは，

水平かͭ୯調である。

　౰遺跡は，小野川ӈ؛のਆࣉٶ台地のೆ部にҐ置し，台地のೆ੢部からथࢬঢ়に入りࠐんͩརࠜ川水ܥの୩

௡にڬまれた標高 25 ～ 28 ｍのઉঢ়台地上に立地している。平成 21 年度の調査区は遺跡の東部にあたり，調

査前のگݱは୐地である。

　౰遺跡の所在する地Ҭは，台地，௿地，Տ川，ބপとม化に෋んͩ自વڥ؀をࣔし，چ石器時代からۙੈま

での遺跡がଟ数分෍している。ここでは，h茨城県遺跡地図ʱ１）にొ録されている౰֘地Ҭの主な遺跡を中心に，

時代͝とに֓؍する。

の中؛ࠨのࠟ跡に๡しいが，小野川׆石器時代は，明確な生چ　
ㆪㆉ

ๆ
ㆿㆭ

遺跡で５か所の石器集中地点が調査されて

おり，ூ器，φイϑ形石器を含Ή 359 点の石器が出土している２）。このほか，同じく小野川؛ࠨのࣇ
㆓

দ
ㆾㆤ

遺跡３）ʪ70ʫ

からઑ಄器とࡉ石ਕが，霞ヶ浦ʮߐ戸࡚入りʯ؛ࠨのळ
ㆀㆌ

平
ㆠㆂ㇉

遺跡̐）からઑ಄器ະ製品とφイϑ形石器が，それͧ

れ出土している。

　縄文時代になると遺跡数は૿Ճしている。霞ヶ浦水ܥとརࠜ川水ܥにڬまれた台地上には，前期から൩期の

貝塚がଟ数確認されており，ݱ在，国の史跡にࢦ定されている޿
ㆲ㇍

ാ
ㆯ㆟

貝塚５）や，्ࠎ製のヤスがタイの಄ࠎにಥ

きࢗさったঢ়ଶで出土した椎
㆗ㆂ

塚
ㆥㆉ

貝塚̒）ʪ9ʫなͲ，著名な貝塚もগなくない。また，このほかにも१
㆟ㆦ

の台
ㆠㆂ

古墳

ࢥ・（７܈
ㆈ㇂ㆂ

川
ㆋ㇏

遺跡̔）でૣ期の࿍穴，౾
ㆾ㇁

薬
㇄ㆎ

師
㆗

北
ㆌ㆟

遺跡̕）でૣ期から前期・൩期の住居跡，中
ㆪㆉ

ࠤ
㆖

૔
ㆎ㇉

貝塚10）で前期の住居跡

と地点貝塚，ദ
ㆉ㆗㇏

໦
ㆍ

遺跡 11）ʪ28ʫで前期のؕし穴，中ๆ遺跡で中期の土坑，ࣇদ遺跡で中期の住居跡と中期から

後期の遺物包含層が，それͧれ調査されている。

　໻生時代の遺跡は数গないが，ۙ 年，後期集落の調査ྫが૿Ճしている。小野川؛ࠨではಊ
ㆩㆄ

ノ
ㆮ

上
ㆄㆆ

遺跡 12）ʪ69ʫ，

পཬ川؛ࠨでは塚
ㆤㆉ

本
㇂ㆨ

遺跡 13），霞ヶ浦ʮߐ戸࡚入りʯ؛ࠨでは१の台古墳܈，大
ㆠㆂ

日
ㆫㆡ

ࢁ
㇄ㆾ

古墳܈ 川遺跡，ळࢥ，（14

平遺跡で，住居跡がそれͧれ調査されている。この内，大日ࢁ古墳܈は，土器の様૬から集落形成の時期が中
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期後༿まで૎ることが൑明しているŇ また，ࢥ
ㆈ㇂ㆂ

川
ㆋ㇏

久
ㆎ

保
ㆼ

遺跡 15）でも౰֘期の住居跡が確認されている。

　古墳時代の遺跡は，台地上や台地縁辺部に集落跡と古墳がྡ઀するΑうに点在している。小野川؛ࠨでは，

中ๆ遺跡で前・後期の住居跡が調査されているほか，ಊノ上遺跡で中期 36 軒，後期 88 軒の住居跡が調査され，

竈ಋ入期の集落の様૬が明らかになっている。小野川ӈ؛では，੨
ㆀㆈ

॓
㇄ㆩ

遺跡ʪ17ʫで円墳，方墳֤１基が調査さ

れ，円墳は̒ੈل຤から７ੈل前൒のங造と推定されている 16）。পཬ川؛ࠨの塚本遺跡では，ॳ期竈が付設

された住居跡̐軒が，পཬ川をڬΈ塚本遺跡のର؛にҐ置する౾薬師北遺跡では前期の集落跡が，それͧれ調

査されている。霞ヶ浦ʮߐ戸࡚入りʯ؛ࠨでは，஑
ㆂ㆐

平
ㆠㆂ㇉

遺跡17）で前期から後期，大日ࢁ古墳܈・中ࠤ૔貝塚で中・

後期，ೋ
ㆫ

のٶ
ㆿ㇄

貝塚 ܈川遺跡，ळ平遺跡で後期の集落跡がそれͧれ調査されている。また，१の台古墳ࢥ，（18

では前期から後期の集落跡と，後期の古墳܈が調査されている。この古墳܈は，શ長約 40 ｍの前方後円墳が

主墳で，ശ式石׹が確認されている。ඣ
ㆲ㇁

ٶ
ㆿ㇄

古墳܈は，શ長約 32 ｍと 30 ｍの２基の前方後円墳を主墳として，

２ͭの支܈が形成されている 19）。水
㆙ㆂ

ਆ
㆘㇓

็
ㆿㆭ

古墳は，内部੺࠼のശ式石׹や෢۩・അ۩なͲの副૴品から̒ੈل

前༿のங造とߟえられている 20）。霞ヶ浦ʮߐ戸࡚入りʯӈ؛では，ദ໦遺跡で前・後期の集落跡が調査され

ている。霞ヶ浦ೆ؛の੢
ㆫ㆗

原
ㆯ㇉

古墳܈は，શ長約 34 ｍの前方後円墳が主墳で，ശ式石׹が確認されており，௚刀・

勾玉が出土している 21）。前
ㆾㆆ

ࢁ
㇄ㆾ

古墳は，ܘ約 30 ｍの円墳で，੾石積ԣ穴式石ࣨが確認されている 22）。རࠜ川ࠨ

のਡ؛
㆙

๚
㇏

原
ㆰ㇉

古墳܈は，円墳ͩけで構成された古墳܈で，ശ式石׹が確認されている ޾。（23
㆓ㆄ

ా
ㆠ

古墳܈は，શ長

約 45 ｍの前方後円墳が主墳で，１号墳は৥ྠを有している 24）。෱
ㆵㆎ

ా
ㆠ

古墳܈は，શ長約 55 ｍの前方後円墳が

主墳で，ശ式石׹・ԣ穴式石ࣨが確認されており，৥ྠを有しているものもある 25）。東
ㆲㆋ㆗

大
ㆈㆈ

প
ㆬㆾ

古墳܈は，શ長

約 40 ｍの前方後円墳が主墳で，調査された７号墳は，ശ式石׹や௚刀・鉄鏃なͲの副૴品から̒ੈل後༿の

ங造とߟえられている 26）。このΑうな古墳時代の遺跡分෍をΈると，前期から中期にかけてのܹٸなม化は

認められないが，中期後༿から後期前༿になって新しく形成された集落やங造された古墳が数ଟく認められる。

　奈良時代に編ࢊされたh ৗ཮国෩土記 にɦΑると，৴ଠ郡は東をʮ৴
㆗

ଠ
ㆠ

ྲྀ
ㆮ

ւ
ㆄㆿ

ʯ，ೆ をʮӿ
ㆆㆮ

浦
ㆄ㇉

ྲྀ
ㆮ

ւ
ㆄㆿ

ʯにڬまれており，

郡内をʮ東
ㆨㆄ

ւ
ㆉㆂㆮ

大
ㆈㆈ

道
㆘

ʯが通っていた。その׭道Ԋいにはৗ཮国࠷ॳのӺՈʮӿ
ㆆㆮ

浦
ㆄ㇉

௡
ㆮㆤ

ʯが設置されていた 27）。また，

平安時代に編ࢊされたʰ࿧名類ᡉ抄ʱにΑると，৴ଠ郡は大
ㆈㆈ

野
㇄

，高
㆟ㆉ

来
ㆎ

 ，小
ㆈ

野
ㆮ

，ே
ㆀ㆕

Ҕ
ㆲㆪ

，高
㆟ㆉ

ా
ㆠ

，子
㆓

方
ㆋ㆟

ࢤ，
㆗

ສ
ㆾ

，中
ㆪㆉ

Ո
㇄

 ，ౡ
㆗ㆾ

௡
ㆥ

 ，৴
㆗

ଠ
ㆠ

，৐
ㆮ㇊

඿
ㆯㆾ

，稲
ㆂㆪ

敷
㆗ㆌ

，Ѩ
ㆀ

໻
ㆿ

，Ӻ
ㆄㆾ

Ո
㇄

 の 14 に分かれていた。౰遺跡が所在する椎塚地区は，hڷ 新編ৗ

཮国ࢽʱにΑると小野ڷ内にൺ定されている 28）。小野川؛ࠨのԼ
㆗㇂

܅
ㆌㆿ

ࢁ
㇄ㆾ

ഇࣉは，౰遺跡੢方約５km に所在する

נ整౜૲文軒平ۉͼٴנૉ縁ෳหे༿Ֆ文軒ؙܥࣉ前൒の国分لੈ̕，נ文軒平ހ前൒のॏلੈ̔，Ӄ跡でࣉ

が出土しており，৴ଠ郡の郡ࣉ跡と推定されている 29）。পཬ川ӈ؛の౾薬師北遺跡では̕ੈلの住居跡と溝跡，

霞ヶ浦ʮߐ戸࡚入りʯ؛ࠨでは，ळ平遺跡で̔～ 11 川遺跡で̔～ 11ࢥ，لੈ  ～ ૔貝塚で̔・10ࠤ中，لੈ

11 ஑平遺跡で，لで̕ੈ܈१の台古墳，لੈ 10 貝塚でٶの集落跡，ೋのلੈ 10 ～ 11 の掘立柱建物跡をلੈ

伴う集落跡がそれͧれ調査されており，これらは৴ଠڷ内のଜ落にൺ定されている。霞ヶ浦ʮߐ戸࡚入りʯӈ

では，ദ໦遺跡で̔～ 10؛ 内のଜ落にൺ定されてڷの掘立柱建物を伴う集落跡が調査されており，高ాلੈ

いる。また，霞ヶ浦ೆ؛の޾
㆓ㆄ

ా
ㆠ

遺跡・޾
㆓ㆄ

ా
ㆠ

台
ㆠㆂ

遺跡は，౰遺跡東方約５km に所在する̔～ 10 の掘立柱建لੈ

物を伴う集落跡で，同じ高ాڷ内にൺ定されている 30）。その他，ౝ
ㆨㆄ

の前
ㆾㆆ

ഇࣉ跡は୯Ӊܕ式のࣉӃ跡で，̔ੈ

が出土しているנ文軒平ހͼॏٴנ文縁ෳหՖ文軒ؙࣃڒ前൒のل 31）。このΑうな奈良・平安時代の遺跡分

෍をΈると，古墳時代後期からܧଓする集落と，奈良・平安時代になって新しく形成された集落がそれͧれ認

められるが，いͣれもの集落も 11 。後൒以߱の様૬にͭいては不明な部分がଟいلੈ

　平安時代຤期には古代の郡のղମがਐΉ。৴ଠ郡内も小野川をڬんで東੢に分かれ，東には東条ঙ，੢には

৴ଠঙがそれͧれ立ঙされ，中ੈへとͭながっていく。ೆ北ே時代຤期になると，関東؅ྖ上ਿࢯඃ׭の土
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ߐの؛ࠨが৴ଠঙ૜੓所として౰地ҬにҠ住する。小野川ࢯ原ذ
ㆆ

戸
ㆩ

࡚
㆕ㆌ

城跡ʪ72ʫは土ذ原（土ذ）ࢯの居城跡

で，その支഑はఱਖ਼ 18（1590）年のࠤ஛ࢯにΑるৗ཮国౷一まで約 200 年間ଓいた。中ੈの城館遺跡としては，

རࠜ川؛ࠨの東
ㆨㆄ

条
㆘㇇ㆄ

城跡ʪ62ʫ，霞ヶ浦ೆ؛のਆ
㆘㇓

ٶ
㆏ㆄ

ࣉ
㆘

城跡，小野川؛ࠨの羽
ㆯ

լ
ㆋ

城跡，ޚ
ㆈ

城
㆗㇍

遺跡ʪ73ʫなͲが஌ら

れている。

　ۙੈॳ期，ࠤ஛ٛએはߐ戸࡚城にఋѶ名੝ॏを഑してྖ国経Ӧに౰たったが，ܚ長７（1602）年にळాへ

国ସえとなる。その後੨ࢁ஧ढ़が入部してߐ戸࡚ൡが成立するが，同 15（1610）年にҠ෧されてഇൡとなる。

その後，ݩ和５（1619）年には୮羽長ॏが入部して࠶ͼ立ൡするが，同̔（1622）年にҠ෧されて࠶ͼഇൡと

なり，ߐ戸࡚城はഇ城になったといΘれている 32）。

˞　文中のʪ　ʫ内の番号は，ද１，第２図の֘౰遺跡番号と同じである。なお，本ষは，h 茨城県教育財団

文化財調査報告ʱ第 308 集を基にएׯのՃআをしたものである。

ம

　１）茨城県教育ி文化՝編ʰ茨城県遺跡地図ʱ茨城県教育ҕһ会　2001 年３月

　２）本߂ڮາʮ中ๆ遺跡・ࣇদ遺跡　一般国道 465 号首都圏中央連絡自動車道新設事業地内埋蔵文化財調査報告書ʯh 茨城県教

　　　育財団文化財調査報告ʱ第 286 集　2008 年３月

　３）ம２）に同じ。

　̐）大լ݈ほかʰळ平遺跡・஑平遺跡・中ࠤ૔貝塚　β・インϖリアϧ・ΰϧϑクラϒ建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書ʱ

૔地区遺跡発掘調査会　1999ࠤ戸࡚ொߐ　　　 年 11 月

　５）茨城県史編さん原࢝古代史ઐ໳ҕһ会編ʰ茨城県史ྉ　ߟ古ࢿྉ編－ઌ土器・縄文時代－ʱ茨城県　1979 年３月

　̒）ம５）に同じ。

　７）間ٶਖ਼ޫほかʰ१の台古墳܈　第２・３࣍発掘調査報告書ʱߐ戸࡚ொ教育ҕһ会　2001 年３月

　̔）ླ໦ඒ࣏ʮ一般県道新川ߐ戸࡚線道路改良޻事地内埋蔵文化財調査報告書　ೋのٶ貝塚・大日ࢁ古墳ࢥ・܈川遺跡ʯh 茨城

　　　県教育財団文化財調査報告ʱ第 65 集　1991 年３月

　̕）๕լ༑തほかʮ塚本遺跡・౾薬師北遺跡　一般国道 468 号首都圏中央連絡自動車道新設事業地内埋蔵文化財調査報告書　

　　　୩π道遺跡　一般国道̒号ڇ久土浦όイύス建設事業地内埋蔵文化財調査報告書ʯh 茨城県教育財団文化財調査報告ʱ

　　　第 310 集　2009 年３月

　10）ம̐）に同じ。

　11）দ浦හʮ一般県道新川ߐ戸࡚線道路改良޻事地内埋蔵文化財調査報告書　ദ໦古墳܈ʯh 茨城県教育財団文化財調査報告ʱ

　　　第 74 集　1992 年３月

　12）前ౡ௚人他ʮಊノ上遺跡　一般国道 468 号首都圏中央連絡自動車道新設事業地内埋蔵文化財調査報告書ʯh 茨城県教育財団

　　　文化財調査報告ʱ第 309 集　2009 年３月

　13）ம̕）に同じ。

　14）ம̔）に同じ。

　15） 茨城県教育ி文化՝編ʰ茨城県遺跡・古墳発掘調査報告書ᶝ（平成２・３年度）ɦ 茨城県教育ҕһ会　1993 年３月

　16）小川和തʰ੨॓遺跡発掘調査報告書ʱ稲敷市教育ҕһ会　2008 年３月

　17）ம̐）に同じ。

　18）ம̔）に同じ。

　19）間ٶਖ਼ޫʰඣٶ古墳２・１܈号墳・水ਆ็古墳ʱߐ戸࡚ொ教育ҕһ会　2000 年 10 月

　20）ம 19）に同じ。
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第̎図　薬師後遺跡周辺遺跡分෍図（国土地ཧӃ 25
000 分の１ʮߐ戸࡚ʯʮԼ૯׈川ʯ）
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番

号
遺　跡　名

時　　　代
番

号
遺　跡　名

時　　　代

چ
石
器

縄

文

໻

生

古

墳

奈
良
・
平
安

中

ੈ

ۙ

ੈ

چ
石
器

縄

文

໻

生

古

墳

奈
良
・
平
安

中

ੈ

ۙ

ੈ

ᶃ 薬 師 後 遺 跡 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ ˓ 38 中 台 遺 跡 ˓
２ Ԟ ࢁ 遺 跡 ˓ ˓ 39 東 大 প 城 跡 ˓
３ 代 遺 跡 ˓ ˓ 40 ੢ ാ 遺 跡 ˓
̐ ۨ 塚 貝 塚 ˓ ˓ ˓ 41 新 ാ 遺 跡 ˓ ˓ ˓
５ 原 平 遺 跡 ˓ ˓ ˓ ˓ 42 ਗ਼ 水 古 墳 ܈ ˓
̒ ٶ 前 遺 跡 ˓ ˓ ˓ 43 ਆ ԰ 遺 跡 ˓ ˓
７ 中 ാ 遺 跡 ˓ ˓ ˓ 44 ਗ਼ 水 城 跡 ˓
̔ 中 ็ 大 日 塚 ˓ ˓ 45 椎 塚 台 遺 跡 ˓
̕ 椎 塚 貝 塚 ˓ 46 Ӆ ཬ の 塚 古 墳 ˓
10 ఱ ノ ٶ 遺 跡 ˓ 47 椎 塚 城 跡 ˓
11 ࿇ প 貝 塚 ˓ 48 椎 塚 ߥ 久 遺 跡 ˓
12 中 ࠜ 貝 塚 ˓ 49 台 ௶ 古 墳 ܈ ˓
13 真 ෱ ࣉ 遺 跡 ˓ 50 台 ௶ 遺 跡 ˓ ˓ ˓
14 高 ా Ԭ 貝 塚 ˓ 51 上 ノ 台 北 遺 跡 ˓ ˓
15 高 ా 大 ਆ 古 墳 ˓ 52 上 ノ 台 遺 跡 ˓
16 ੨ ॓ 古 墳 ˓ ˓ 53 ܂ ࢁ 古 墳 ܈ ˓
17 ੨ ॓ 遺 跡 ˓ ˓ 54 ఱ Ԧ 台 遺 跡 ˓
18 東 条 高 ా 城 跡 ˓ 55 原 ԰ 敷 遺 跡 ˓ ˓
19 അ ৔ ఴ 遺 跡 ˓ ˓ 56 原 ࢁ 遺 跡 ˓
20 中 道 遺 跡 ˓ ˓ 57 ۨ 塚 台 上 遺 跡 ˓ ˓ ˓
21 稲 ՙ 久 保 古 墳 ˓ 58 大 塚 ࢁ 古 墳 ˓ ˓
22 内 道 古 墳 ܈ ˓ 59 ۨ 塚 ߥ 久 遺 跡 ˓ ˓
23 人 形 塚 古 墳 ˓ 60 ീ ഼ 台 遺 跡 ˓ ˓ ˓ ˓
24 人 形 塚 遺 跡 ˓ 61 ळ ༿ 台 遺 跡 ˓ ˓
25 ງ ೭ 内 リ ュ Ψ イ 城 跡 ˓ 62 東 条 城 跡 ˓ ˓ ˓
26 内 小 ԰ 遺 跡 ˓ 63 中 ી ࠜ 遺 跡 ˓
27 ദ ໦ 古 ౉ 古 墳 ܈ ˓ 64 中 ໳ 遺 跡 ˓
28 ദ໦遺跡（ദ໦古墳܈） ˓ ˓ ˓ 65 上 ॓ 遺 跡 ˓
29 ໦ 戸 古 墳 ܈ ˓ 66 ஑ 遺 跡 ˓
30 ொ ࢁ 穴 か ま Ͳ 跡 ˓ ˓ 67 উ ヶ 台 遺 跡 ˓ ˓ ˓
31 ܴ ࢁ 塚 ˓ 68 小 野 遺 跡 ˓ ˓ ˓ ˓ ˓
32 原 遺 跡 ˓ ˓ ˓ 69 ಊ ノ 上 遺 跡 ˓ ˓ ˓ ˓
33 ൒ ా 古 墳 ܈ ˓ 70 ࣇ দ 遺 跡 ˓ ˓ ˓
34 ٶ 平 遺 跡 ˓ ˓ ˓ 71 古 ڮ 塚 ˓
35 東 大 প 古 墳 ܈ ˓ 72 ߐ 戸 ࡚ 城 跡 ˓ ˓
36 ࡗ 平 遺 跡 ˓ ˓ ˓ 73 ޚ 城 遺 跡 ˓
37 ് Լ 遺 跡 ˓ ˓ 74 ֎ 浦 古 墳 ˓

ද１　薬師後遺跡周辺遺跡一ཡද
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　21）茨城県教育ி文化՝編ʰॏ要遺跡報告書ᶙʱ茨城県教育ҕһ会　1986 年３月

22）茨城県史編さん原࢝古代史ઐ໳ҕһ会編ʰ茨城県史ྉ　ߟ古ࢿྉ編　古墳時代ʱ茨城県　1974 年２月

23）新རࠜଜ史編ࢊҕһ会編ʰ新རࠜଜ史（一）ɦ 新རࠜଜ　1981 年 11 月

24）東ொ史編ࢊҕһ会編ʰ東ொ史　ࢿྉ編　原࢝古代ʱ東ொ　1998 年３月

25）ம 22）に同じ。

26）৿ా஧࣏ほかʮ東大প古墳܈第７号墳発掘調査報告書ʯh 東ொ立ྺ史ຽଏࢿྉ館文化財調査報告ʱ第１集　2000 年３月

27）ळ本٢ಙʰ෩土記（一）　ৗ཮国෩土記ʱߨஊ社　1979 年̐月

28）中ࢁ৴名著・ิ׮ా܀గʰ࡚ٶ報Ը会版　新編ৗ཮国ࢽʱቓ書๪　1978 年 12 月

ʯ茨城県立ྺ史館　1994ڀݚのנほかʰ学ज़調査報告ʱ̐ʮ茨城県における古代ݎਧנ（29 年３月

30）間ٶਖ਼ޫʰా޾遺跡・ా޾台遺跡　東台団地造成に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書ʱ東ଜ教育ҕһ会　1995 年３月

31）ம 27）に同じ。

32）茨城県教育ி文化՝編ʰॏ要遺跡報告書ᶘ（城館跡）ɦ 茨城県教育ҕһ会　1985 年３月

ݙ文ߟࢀ

　・茨城県೶地部೶地ܭը化՝　h 土地分類基本調査　ࠤ原 　ɦ1988 年 12 月
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　　第１અ

　　第２અ

遺 跡 の ֓ 要

基 本 層 ং

第３ষ　調 査 の 成 Ռ

  薬師後遺跡は，稲敷市の中央部にҐ置し，小野川ӈ؛の標高約 25 ～ 28 ｍのઉঢ়台地上に立地している。平

成 21 年度の調査区は，遺跡の東部にあたる。調査面積は 802㎡で，調査前のگݱは୐地である。

　調査の݁Ռ，竪穴住居跡 33 軒（古墳時代 15・奈良時代 11・平安時代７），掘立柱建物跡５棟（平安時代），

方形竪穴遺構１軒（時期不明），溝跡２条（時期不明），道路跡１条（時期不明）土坑 61 基（古墳時代２・奈

良時代２・平安時代３，時期不明 54），地点貝塚２か所（時期不明），遺物包含層１か所（奈良・平安時代）

を確認した。

　遺物は，遺物収ೲコンςφ（60 × 40 × 20cm）に 34 ശ出土している。主な出土遺物は，縄文土器（深鉢），

土師器（坏・高坏・椀・皿・高台付椀・高台付皿・鉢・蓋・甕・壺・甑・手捏土器・無台盤・羽釜），須恵器（坏・

高台付坏・盤・蓋・瓶・鉢・甕・甑・硯），灰釉陶器（高台付皿・長頸瓶・瓶類・短頸壺），陶器（折縁皿・擂

鉢），磁器（碗），土製品（スタンプ形土製品・土玉・勾玉・支脚・紡錘車・置き竈），石器（石鏃・打製石斧・

磨製石斧・剥片・砥石），石製品（臼玉・小玉・剣形品・有孔円板），ۚଐ製品（刀子・鏃・鉄滓），貝類（ヤ

マトシジミ）なͲである。

　基本層ংを確認するςストϐοトは，調査区北੢部の平ୱ面（̛̕c2 区）に設定した。

　第１層は׊ࠇ৭のߞ作土層である。೪ੑはී通で，కまりはڧく，層ްは 14 ～ 16cm である。

　第２層は҉׊৭のچද土層である。೪ੑはऑく，కまりはڧく，層ްは 10 ～ 12cm である。

　第３層は׊৭のιϑトローϜからϋードローϜへの઴Ҡ層である。೪ੑはڧく，కまりはී通で，層ްは２

cm である。本層は，調査区北東部周辺でのΈ確認することができた。

　第̐層は҉׊৭のϋードローϜ層である。೪ੑ・కまりともにڧく，層ްは 12 ～ 17cm である。

　第５層は׊৭のϋードローϜ層である。೪ੑ・కまりともに

く，層ްはڧ 10 ～ 15cm である。

　第̒層はにͿいԫᒵ৭のϋードローϜ層である。೪ੑ・కま

りともにڧく，層ްは 14 ～ 18cm である。本層は，ৗ૯೪土層

の௚上層であり，ശࠜ東ܰژ石層の東ژύミスを含Ή層にରൺ

される。　

　第７層は灰白৭の೪土層である。೪ੑ・కまりともにۃめて

い。Լ部まで掘りൈいていないため，層ްは不明である。本ڧ

層は，ৗ૯೪土層にରൺされる。　

　本調査区においては，第１・２ࠇ৭ଳの存在は確認できなか

った。遺構は，そのຆͲが第̐層の上面で，遺跡の北東部においては第３層の上面で確認できた。

1

2
3

4

5

6

7

26.0m

26.4m
E E

第３図　基本土層図
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　ᾇ　竪穴住居跡

　　　第３અ 遺 構 と 遺 物

１　古墳時代の遺構と遺物

　౰時代の遺構は，竪穴住居跡 15 軒，土坑２基を確認した。なお，　平成 21 年度の調査区は，平成 18・19

年度の調査区とྡ઀しているため，ܧଓ調査の遺構に関しては，本報告に伴い遺構のプランのมߋや柱穴の

番号の付けସえ，年代のߟ࠶を行った。ط調査分のৄࡉにͭいては，h 茨城県教育財団　文化財調査報告第

308 集 （ɦ以Լʰ第 308 集 ）ɦをࢀরされたい。以Լ，遺構ٴͼ遺物にͭいて記ड़する。

第22号住居跡（第 ・̐５図）

Ґஔ　調査区੢部の̛̔h7 区，標高 26.2 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

֬ೝ状況　北੢部にͭいては平成 18 年度に調査し，h 第 308 集ʱにおいて報告している。ೆ東部にͭいては

平成 21 年度に調査した。

ॏෳؔ܎　第２・13・14 号住居に掘りࠐまれている。

໛ͱ形状　੢部を第２・13ن 号住居，北東コーφー部を 14 号住居に掘りࠐまれているため，ೆ 北࣠は 6.04 ｍで，

第̐図　第 22 号住居跡࣮ଌ図
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遺物出土状況　土師器片 32 点（坏̒，甕 26），ম成೪土մ２点が出土している。また，ࠞ入した縄文土器片

５点（深鉢），須恵器片７点（坏̐，蓋１，甕２）も出土している。１は東部の෴土Լ層から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器やॏෳ関܎から̒ੈل後༿にൺ定できる。চ面からগྔの୸化ࡐが出土しており，

ഇઈのࡍに部ࡐの一部をম٫したՄೳੑがある。

土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・୸化ཻ子গྔ
３　灰 ׊ ৭　ローϜϒロοク・୸化ཻ子গྔ
̐　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ，୸化ཻ子ඍྔ
５　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子গྔ

׊　̒ ৭　ローϜϒロοクগྔ
׊　７ ৭　ローϜཻ子গྔ
׊　̔ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・೪土ཻ子গྔ
׊　̕ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ

ϐοτ　̐か所。̥１～ P ３は深さ 76 ～ 80cm で，഑置から主柱穴である。̥̐は深さ 31cm で，ೆน付ۙ

の中央部にҐ置していることから出入りࢪޱ設に伴うϐοトとߟえられる。

෴土　̕層に分層できる。ଟくの層にローϜϒロοクが含まれていることから，埋め໭されている。

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

１ 土師器 坏 ʦ12.4ʧ（3.9） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 ׊ ී通 　縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラέズリޱ

内面ϔラミΨΩ ෴土Լ層 20ˋ

第̑図　第 22 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図

東੢࣠は 6.04 ｍしか確認できなかった。平面形は方形と推定でき，主࣠方޲は̣－ 28 ʄ－̬である。น高は

２cm である。

চ　平ୱで，中央部が౿Έݻめられている。北นԼٴͼ東นԼの一部でน溝を確認した。

第 22 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第５図）

第 170 号住居跡（第̒～̔図）

Ґஔ　調査区ೆ部の̛̕i1 区，標高 26.1 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

֬ೝ状況　ೆ部にͭいては平成 19 年度に調査し，h 第 308 集ʱにおいて報告している。北部にͭいては平成

21 年度に調査した。

ॏෳؔ܎　 第 198 号住居，第 49 号溝に掘りࠐまれている。
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第̒図　第 170 号住居跡࣮ଌ図

2

5

A

$

'˄'

&
˄

&

%P1

4*�198

4*�198
P1

P6

P1

D
˄

B
˄

B

D

$˄

A˄

'9J2

4%49

P3 P7

P5

P2

ฏ੒ 19೥౓ௐࠪ۠

A 26�4N
4 3

5

$

D

%P125

D˄

&

1
2 5
6

7
4

3
4

6
2
13 4 5

&˄ ' '˄

6
2

31

B˄B˄

1 2

$˄

A˄

9

876

P4

26�4N



－ 15 －

ϐοτ土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・୸化物গྔ，೪土ϒロοク・ম
　　　　　　　　土ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・೪土ϒロοクগྔ，ম土ϒロο
　　　　　　　　ク・୸化物ඍྔ

̐　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
５　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　̒ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ，ম土ཻ子，୸化ཻ子ඍྔ
׊　７ ৭　ローϜϒロοク中ྔ，୸化ཻ子ඍྔ

竈土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ϒロοク・୸化ཻ子গྔ
３　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子ଟྔ，ローϜϒロοク・୸化ཻ子・೪土
　　　　　　　　ཻ子গྔ

̐　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ϒロοクগྔ
ࠇ　５ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子গྔ
ࠇ　̒ ׊ ৭ ローϜϒロοク・ম土ϒロοクগྔ，୸化ཻ子ඍྔ

土૚ղઆ
׊　１ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　２ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク・ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
̐　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ，ローϜཻ子ඍྔ
５　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοクগྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

׊　̒ ৭　ローϜϒロοク・ম土ϒロοク・୸化ཻ子ඍྔ
׊　７ ৭　ローϜϒロοクඍྔ
׊　̔ ৭　ローϜϒロοク・୸化ཻ子ඍྔ
׊　̕ ৭　ローϜϒロοクۃඍྔ

遺物出土状況　土師器片 106 点（坏２，高坏１，甕 103），土製品７点（土玉２，支脚１，ম成೪土մ̐）が

出土している。また，ࠞ入した縄文土器片 14 点（深鉢），須恵器片̕点（蓋２，甕７）も出土している。%P

１は竈ࠨକ付ۙ 
 ２は北੢部の෴土Լ層から 
 ５は P ̐の෴土中層から上層にかけて出土しており，柱ൈきऔ

り後にഇغされたものとߟえられる。３・̐・̒，%P ２は෴土中から，それͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土遺物やॏෳ関܎から７ੈلॳ಄とߟえられる。চ面からম土մやগྔの୸化ࡐが出土し

ており，ഇઈのࡍに部ࡐの一部をম٫したՄೳੑがある。

ϐοτ　７か所。̥１・P ̐は深さ 60cm・80cm で，഑置から主柱穴である。また，土層から P ̒から P １

へと柱の立てସえが行Θれたことが૝定される。第１～３層は P １の柱ൈきऔり後の෴土，第̐層は掘方へ

の埋土である。第５～７層は P ̒の柱ൈきऔり後の埋土である。

෴土　̕層に分層できる。ଟくの層にローϜϒロοクが含まれていることから，埋め໭されている。

໛ͱ形状　੢部を第ن 49 号溝に掘りࠐまれているため，ೆ北࣠は 7.92 ｍで，東੢࣠は 7.00 ｍしか確認でき

なかった。平面形は方形もしくは長方形と推定され，主࣠方޲は̣－ 17 ʄ－̬である。น高は５cm で，ほぼ

௚立している。

চ　平ୱで，นࡍをআいて౿Έݻめられている。

竈　北น中央部に付設されている。ن模はขޱ部からԎ道部まで 153cm で，೩ম部෯は 70cm である。କ部

は地ࢁを掘り࢒して基部としている。Րচ部はচ面から２cm ほͲくぼんでおり，Րচ面は੺มߗ化している。

Ԏ道部はน֎に 42cm 掘りࠐまれ，Րচ部から؇やかにࣼ܏して立ち上がっている。また，Րচ面の北部に，

深さ５cm ほͲの掘りࠐΈが確認でき，ن模やՐচ面とのҐ置関܎から，支脚が埋設されていたࠟ跡とߟえら

れる。

第̓図　第 170 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）
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土૚ղઆ
１　にͿい׊৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ম土ϒロοク・ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子・೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
׊　３ ৭　ローϜཻ子中ྔ，ম土ϒロοク・୸化ཻ子গྔ，
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍྔ

̐　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
５　にͿいԫ׊৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ

第 191 号住居跡（第̕図）

Ґஔ　調査区北部の̛̕e4 区，標高 26.1 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

ॏෳؔ܎　 第 761 号土坑に掘りࠐまれている。

໛ͱ形状　北東部が調査区Ҭ֎にԆͼているため，ೆ北࣠はن 3.20 ｍで，東੢࣠は 2.50 ｍしか確認できなか

った。平面形は方形もしくは長方形で，ೆ北࣠方޲は̣－ 17 ʄ－̬である。น高は 23 ～ 32cm で，ほぼ௚立

している。

চ　平ୱで，શ面が౿Έݻめられている。นԼにはน溝が८っている。

ϐοτ　３か所。̥１・P ２は深さ 40cm・52cm で，഑置から主柱穴である。̥３は深さ 30cm で，ೆนࡍ

の中央部にҐ置していることから出入りࢪޱ設に伴うϐοトとߟえられる。

෴土　５層に分層できる。ローϜϒロοクやম土ϒロοクを含んでいる層があることから，埋め໭されている。

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

２ 土師器 坏 11.6 3.7 － 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 ᒵ ී通 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部内面ϔラミΨΩޱ ෴土Լ層 90ˋ

３ 土師器 坏 ʦ11.2ʧ（4.3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿい׊ ී通 内面　ࠟ۩޻縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ޱ

ϔラミΨΩ ෴土中 10ˋ

̐ 土師器 甕 ʦ22.2ʧ（8.9） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
᛽・੺৭ཻ子ࡉ ᒵ ී通 ֎・内面ຎ໣ ෴土中 10ˋ

５ 土師器 甕 18.6 （9.3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 ᒵ ී通 ֎・内面ຎ໣ ̥̐෴土

中層～上層 10ˋ

̒ 土師器 壺 － （5.8） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿい׊ ී通 ମ部֎面ຎ໣　内面ϔラφσ ෴土中 10ˋ

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

%P １ 土玉 3.0 2.2 0.6 （19.6）長石・石ӳ・੺৭
ཻ子・ࠇ৭ཻ子 φσ調整　上୺部ઠ孔後，ϔラ੾り　一部ܽଛ ෴土Լ層 PL22

%P ２ 土玉 （1.8） （2.7） － （9.9） 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 φσ調整　一部ܽଛ ෴土中

第８図　第 170 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）

第 170 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第７・̔図）
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遺物出土状況　土師器片 135 点（坏 33，鉢１，甕 101），土製品２点（土玉，支脚），石製品１点（有孔円板）が，

෴土中層からԼ層を中心にࢄ在したঢ়ଶで出土している。７，2 １は中央部，%P ３はೆ東部นࡍの෴土Լ層

から，̔は P ３上Ґの෴土中層から，̕・10 は෴土中から，それͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̒ੈل後༿にൺ定できる。

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

７ 土師器 坏 ʦ11.4ʧ 3.7 － 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 にͿい੺׊ ී通 　縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラέズリޱ

内面ϔラミΨΩ ෴土Լ層 50ˋ

̔ 土師器 坏 ʦ12.2ʧ 3.5 － 長石・石ӳ・Ӣ
฼・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 ֎・内面ຎ໣　ೋ࣍Ր೤ࠟ ෴土中層 30ˋ

̕ 土師器 坏 ʦ12.8ʧ 3.8 － 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 にͿい੺׊ ී通 　縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラέズリޱ

内面ԣφσ ෴土中 30ˋ

10 土師器 坏 ʦ13.6ʧ（3.8） － 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 明੺׊ ී通 　縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラέズリޱ

内面ϔラミΨΩ ෴土中 10ˋ

第 191 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第̕図）

第̕図　第 191 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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竈土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　೪土ཻ子中ྔ，ローϜϒロοク・ম土ཻ子গྔ，
　　　　　　　　୸化物ඍྔ
２　灰 ԫ ׊ ৭ ೪土ཻ子ଟྔ，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
３　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子・೪土ཻ子ଟྔ，୸化ཻ子গྔ，ローϜ
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
̐　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・೪土ཻ子中ྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子
　　　　　　　　গྔ
ࠇ　５ ׊ ৭　೪土ཻ子中ྔ，ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
ࠇ　̒ ׊ ৭　ম土ϒロοク・୸化ཻ子中ྔ，ローϜཻ子・೪土
　　　　　　　　ཻ子গྔ
７　҉ ׊ ৭ ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，೪土ཻ子ඍྔ
̔　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク中ྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子গྔ，
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍྔ
̕　҉ ׊ ৭ ೪土ཻ子ଟྔ，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　10 ׊ ৭　ম土ཻ子中ྔ，ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子・೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
11　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロοクଟྔ，୸化ཻ子中ྔ，ローϜཻ子গ
　　　　　　　　ྔ，೪土ཻ子ඍྔ

12　にͿいԫ׊৭　೪土ཻ子ଟྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

ࠇ　13 ׊ ৭　୸化物中ྔ，ローϜϒロοク・ম土ϒロοクগྔ，
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　14 ׊ ৭　ローϜϒロοク中ྔ
15　にͿいԫ׊৭　೪土ཻ子ଟྔ，ローϜϒロοク・ম土ϒロοク・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍྔ
16　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク中ྔ，ম土ཻ子・೪土ཻ子গྔ，
　　　　　　　　୸化物ඍྔ
17　ԫ ׊ ৭　೪土ཻ子ଟྔ，ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍྔ
18　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク中ྔ，ম土ϒロοク・୸化ཻ子গ
　　　　　　　　ྔ，೪土ཻ子ඍྔ
19　҉ ׊ ৭ ೪土ཻ子中ྔ，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
20　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子中ྔ，ローϜϒロοク・୸化ཻ子・೪土
　　　　　　　　ཻ子গྔ
׊　21 ৭　೪土ཻ子中ྔ，ローϜϒロοク・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　22 ׊ ৭　ম土ཻ子ଟྔ，୸化ཻ子গྔ，ローϜϒロοク・
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍྔ

土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　೪土ཻ子中ྔ，ローϜϒロοク・ম土ཻ子গྔ，
　　　　　　　　୸化物ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
̐　҉ ׊ ৭ ローϜཻ子・ম土ཻ子中ྔ，୸化ཻ子গྔ
５　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子中ྔ，୸化物ඍྔ
̒　҉ ׊ ৭ ম土ϒロοクଟྔ，ローϜཻ子中ྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　７ ׊ ৭　ローϜཻ子中ྔ，ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
̔　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子中ྔ，୸化物ඍྔ

ۃ　̕ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
10　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子中ྔ，୸化物・ローϜཻ子গྔ
ࠇ　11 ׊ ৭　୸化ࡐ中ྔ，ম土ཻ子গྔ，ローϜϒロοクඍྔ
12　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　13 ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，ローϜϒロοクඍྔ
14　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
15　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ，୸化ཻ子ඍྔ
16　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ

第 193 号住居跡（第 10 ～ 12 図）

Ґஔ　調査区ೆ東部の̛̕h5 区，標高 26.2 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

ॏෳؔ܎　 第 204 号住居跡を掘りࠐΈ，第 214・219・220 号住居，第 21 号掘立柱建物，第３号道路に掘り

。まれているࠐ

໛ͱ形状　長࣠ن 6.34 ｍ，短࣠ 6.06 ｍの方形で，主࣠方޲は̣－ 13 ʄ－̬である。น高は̒～ 30cm で，ほ

ぼ௚立している。

চ　平ୱで，中央部から北น付ۙにかけて౿Έݻめられている。นԼにはน溝が८っている。

竈　北น中央部やや東دりに付設されている。ن模はขޱ部からԎ道部まで 150cm で，೩ম部෯は 50cm で

ある。କ部は地ࢁを掘り࢒して基部とし，࣭࠭೪土を含Ή第 13 ～ 20 層を積Έ上͛て構ஙされている。Րচ

部はচ面から２cm ほͲくぼんでおり，Րচ面は੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎に 32cm 掘りࠐまれ，Րচ

部から؇やかにࣼ܏して立ち上がっている。第 21・22 層は，Րচ部の構ங土である。

ϐοτ　̐か所。̥１～̥３は深さ 60 ～ 94cm で，഑置から主柱穴である。̥̐は深さ 40cm で，ೆนدり

の中央部にҐ置していることから出入りࢪޱ設に伴うϐοトとߟえられる。

෴土　16 層に分層できる。ϒロοクঢ়のଯ積ঢ়گをࣔしていることから，埋め໭されている。

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

%P ３ 土玉 2.5 2.0 0.6 （10.8）長石・石ӳ φσ調整　孔୺部ຎ໣　一部ܽଛ ෴土Լ層 PL22

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏྔ ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

̦１ 臼玉 1.5 0.3 0.4 （1.0） 石׈ શ面ݚ磨　一方޲からのઠ孔 ෴土Լ層 PL24
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第 10 図　第 193 号住居跡࣮ଌ図（１）
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遺物出土状況　土師器片 798 点（坏 104，高坏１，鉢２，甕 691），土製品３点（土玉），ম成೪土մ 17 点が，

෴土中層からԼ層にかけてࢄ在したঢ়ଶで出土している。また，ࠞ入した縄文土器 85 点（深鉢），土師器片

69 点（坏 60，高台付椀５，高台付皿３，甕１）も出土している。%P ５は中央部のচ面，15 は中央部のচ面

から෴土Լ層にかけて，11・14 は竈前面，16 は P ２上Ґの෴土Լ層から，12 は中央部とೆ部，%P ̐は北੢

部の෴土中層から，それͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器やॏෳ関܎から̒ੈل後༿にൺ定できる。চ面からম土とগྔの୸化ࡐが出土して

おり，ഇઈのࡍに部ࡐの一部をম٫したՄೳੑがある。

第 11 図　第 193 号住居跡࣮ଌ図（２）

第 12 図　第 193 号住居跡出土遺物࣮ଌ図
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番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

11 土師器 坏 ʦ12.0ʧ 4.3 － 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 ᒵ ී通 　縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラέズリޱ

内面ϔラミΨΩ ෴土Լ層 60ˋ　PL14

12 土師器 坏 ʦ12.6ʧ 4.2 － 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 ᒵ ී通 ֎・内面ຎ໣ ෴土中層 10ˋ

14 土師器 高坏 － （7.0） － 長石・石ӳ・Ӣ
฼・੺৭ཻ子 ᒵ ී通 ֎面ϔラέズリ後，φσ　内面޻۩ࠟ ෴土Լ層 10ˋ

15 土師器 甕 15.1 （13.8） － 長石・石ӳ・Ӣ
฼・੺৭ཻ子 ᒵ ී通 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面φσ　内面ϔޱ

ラφσ
চ 面 ～ ෴ 土

Լ層 40ˋ　PL14

16 土師器 甕 － （7.0） 9.3 長石・石ӳ・Ӣ
฼・੺৭ཻ子 ᒵ ී通 ֎面ϔラミΨΩ　内面ϔラφσ ෴土Լ層 20ˋ

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

%P ̐ 土玉 2.1 1.9 0.6 （8.7） 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 φσ調整　一方޲からのઠ孔　一部ܽଛ ෴土中層 PL22

%P ５ 土玉 2.4 2.2 0.5 12.9 長石・石ӳ φσ調整　一方޲からのઠ孔 চ面 PL22

第 193 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 12 図）

土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
２　҉ ׊ ৭ ম土ϒロοク・୸化ཻ子中ྔ，ローϜϒロοクඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
̐　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・୸化ཻ子・೪土ཻ子গྔ，ম土
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ

５　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子中ྔ，୸化ཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
̒　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク・୸化ཻ子・೪土ཻ子ଟྔ，ローϜ
　　　　　　　　ཻ子中ྔ
７　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子গྔ

竈土૚ղઆ
１　にͿい׊৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子গྔ
２　にͿいᒵ৭ ೪土ཻ子中ྔ，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
３　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
̐　にͿい੺׊৭　ম土ཻ子中ྔ
５　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・೪土ཻ子গྔ
׊　̒ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子গྔ
ࠇ　７ ׊ ৭　୸化物・ローϜཻ子・ম土ཻ子・೪土ཻ子গྔ
̔　にͿい׊৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
̕　灰 ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・೪土ཻ子গྔ

10　灰 ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子গྔ
11　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গྔ
ࠇ　12 ׊ ৭ ম土ཻ子中ྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子গྔ
13　҉ ׊ ৭ ম土ཻ子中ྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子গྔ
14　҉ ׊ ৭ ম土ϒロοク・ローϜཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子গྔ
15　灰 ׊ ৭　ম土ϒロοクଟྔ，ローϜཻ子・೪土ཻ子গྔ
16　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ϒロοクඍྔ
17　灰 ׊ ৭ ローϜཻ子・ম土ཻ子・೪土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　18 ׊ ৭　୸化物・ম土ཻ子・೪土ཻ子中ྔ

第197号住居跡（第13・14図）

Ґஔ　調査区北੢部の̛̔c0 区，標高 26.2 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

ॏෳؔ܎　 第 51 号溝，第 856 号土坑に掘りࠐまれている。

໛ͱ形状　長࣠ن 5.95 ｍ，短࣠ 5.90 ｍの方形で，主࣠方޲は̣－ 19 ʄ－Ｅである。น高は 34 ～ 46cm で，ほ

ぼ௚立している。

চ　平ୱで，นࡍの一部をআいて౿Έݻめられている。นԼにはน溝が८っている。

竈　北น中央部に付設されている。ن模はขޱ部からԎ道部まで 130cm で，೩ম部෯は 45cm である。କ部は，

࣭࠭೪土を含Ή҉׊৭土を積Έ上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面と同じ高さを使用している。Րচ面は

੺มߗ化しており，Ԏ道部دりには支脚がਾえられている。Ԏ道部はน֎に 25cm 掘りࠐまれ，Րচ部から

。して立ち上がっている܏֎

遺物出土状況　土師器片 1
480 点（坏 167，高坏̒，鉢５，甕 1
296，甑̒），須恵器片２点（坏身，不明），

土製品̔点（勾玉１，土玉５，支脚２），石製品２点（有孔円板，剣形模造品），ম成೪土մ 104 点が，෴土

上層からচ面にかけてࢄ在したঢ়ଶで出土している。また，ࠞ入した縄文土器片 187 点（深鉢），須恵器片 52

ϐοτ　５か所。̥１～̥̐は深さ 62 ～ 70cm で，഑置から主柱穴である。̥５は深さ 20cm で，ೆนدり

の中央部にҐ置していることから出入りࢪޱ設に伴うϐοトとߟえられる。

෴土　７層に分層できる。ଟくの層にローϜϒロοクが含まれていることから，埋め໭されている。
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点（坏 34，高台付坏２，蓋７，甕̕）も出土している。18，%P ̔は竈ӈକ付ۙ，17 はೆ੢部のচ面から，

%P ７はೆ੢部の෴土Լ層から，%P10 は中央部，%P12 は北部，%P11 は北東部，%P ̕はೆ੢部の෴土上層

から，19 ～ 24，%P ̒，2 ２・̦３は෴土中から，それͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土遺物から̒ੈل຤にൺ定できる。

第 13 図　第 197 号住居跡࣮ଌ図
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第 14 図　第 197 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

17 土師器 坏 12.5 3.5 － 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 ᒵ ී通 　縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラέズリޱ

内面ԣφσ চ面 80ˋ　PL14

18 土師器 坏 ʦ13.8ʧ（5.8） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子・ࠇ৭ཻ子 ᒵ ී通 　縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラέズリޱ

内面ϔラミΨΩ চ面 30ˋ

19 土師器 坏 ʦ10.2ʧ（3.3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
਑ঢ়߭物・੺৭ཻ子 にͿい੺׊ ී通 　縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラέズリޱ

内面ϔラミΨΩ ෴土中 10ˋ

20 須恵器 坏身 － （2.2） － 長石 ԫ灰 良޷ ෴土中 ５ˋ

21 須恵器 不明 ʦ13.9ʧ（2.1） － 長石・石ӳ 灰 良޷ ෴土中 10ˋ

22 土師器 高坏 － （5.8） － 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 ֎面砥͗ࠟ ෴土中 10ˋ

23 土師器 鉢 － （5.4） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 　縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラέズリޱ

内面φσ ෴土中 10ˋ

24 土師器 甕 ʦ22.8ʧ（9.0） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 ᒵ ී通 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎・内面ϔラφσޱ ෴土中 10ˋ

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

%P ̒ 勾玉 （2.0） 1.1 0.9 （2.0） 長石・石ӳ φσ調整　一部ܽଛ ෴土中 PL23

番号 器　種 長さ ෯ ްさ 孔ܘ ॏྔ ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

̦２ 剣形模造品 3.6 2.4 0.4 0.1 （6.7） 石׈ શ面ݚ磨　一方޲からのઠ孔 ෴土中 PL24

̦３ 有孔円板ϱ （2.6） （1.3） 0.4 － （1.5） 石׈ શ面ݚ磨 ෴土中 PL24

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

%P ７ 土玉 3.1 2.6 0.5 23.4 長石・石ӳ φσ調整　一方޲からのઠ孔 ෴土Լ層 PL23

%P ̔ 土玉 2.5 2.0 0.6 11.2 長石・石ӳ φσ調整　上・Լ୺部ઠ孔後，ϔラ੾り ෴土Լ層 PL23

%P ̕ 土玉 2.3 1.6 0.6 6.6 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 φσ調整　一方޲からのઠ孔 ෴土上層 PL23

%P10 土玉 2.1 1.8 0.6 6.5 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 φσ調整　一方޲からのઠ孔 ෴土上層 PL23

%P11 土玉 1.9 1.8 0.5 3.8 長石・石ӳ φσ調整　上・Լ୺部ઠ孔後，ϔラ੾り ෴土上層 PL23

番号 器　種 ܘ小࠷ ܘ大࠷ 高さ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

%P12 支脚 5.5 （9.2） 5.5 （500） 長石・石ӳ・ࡉ᛽・
੺৭ཻ子 φσ調整　一部ܽଛ ෴土上層

第 197 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 14 図）

土૚ղઆ
３　灰 ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ，ম土ཻ子ඍྔ
̐　にͿい׊৭　ローϜϒロοク中ྔ

׊　５ ৭　ম土ཻ子中ྔ，ローϜϒロοクগྔ
̒　明 ׊ ৭　ローϜϒロοクଟྔ

第 201 号住居跡（第 15 図）

Ґஔ　調査区中央部の̛̔g0 区，標高 26.2 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

ॏෳؔ܎　 第 208 ̖号住居跡を掘りࠐΈ，第 25 号掘立柱建物，第 195 号住居に掘りࠐまれている。

໛ͱ形状　長࣠ن 5.02 ｍ，短࣠ 4.87 ｍの方形で，主࣠方޲は̣－̔ʄ－Ｅである。น高は１cm である。

চ　平ୱなషচで，ߗ化面は確認できなかった。షচは，平ୱに掘りくぼめた部分にローϜϒロοクやম土

ཻ子を含Ή第̐～̒層を埋土して構ஙされている。北・東・ೆ ੢部の一部をআき，นԼにはน溝が८っている。

竈　北น中央部に付設されており，Րচ面のΈ確認することができた。Րচ面は੺มߗ化している。

遺物出土状況　土師器片 41 点（坏 18，甕 22，手捏土器１），土製品１点（土玉）が出土している。また，ࠞ

入した縄文土器片 17 点（深鉢）も出土している。%P14 は北੢部のচ面，25 は෴土中から出土している。

ϐοτ　̐か所。̥１～̥̐は深さ 62 ～ 76cm で，഑置から主柱穴である。

෴土　୯一層である。ローϜϒロοクが含まれていることから，埋め໭されている。第̐～̒層はషচの構

ங土である。

竈土૚ղઆ
１　੺ ׊ ৭　ম土ཻ子ଟྔ，೪土ཻ子中ྔ，ローϜཻ子গྔ ２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ
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番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

25 土師器 坏 ʦ13.0ʧ（3.6） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 　縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラέズリޱ

内面์ࣹঢ়のϔラミΨΩ ෴土中 10ˋ

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

%P14 土玉 3.0 2.8 0.7 22.0 長石・石ӳ φσ調整　一方޲からのઠ孔 চ面 PL22

第 201 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 15 図）

ॴݟ　時期は，出土土器やॏෳ関܎から̒ੈل中༿にൺ定できる。

第 15 図　第 201 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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竈土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク・೪土ϒロοクগྔ，୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク中ྔ，୸化ࡐ・೪土ཻ子গྔ
３　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク・೪土ϒロοクඍྔ
̐　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク・೪土ϒロοク・୸化ཻ子গྔ
５　҉ ׊ ৭　೪土ϒロοク中ྔ，ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
̒　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク・೪土ϒロοク・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　７ ׊ ৭ ೪土ϒロοク中ྔ，ম土ϒロοクগྔ，୸化ཻ子ඍྔ
̔　灰 ԫ ׊ ৭　೪土ཻ子中ྔ，ম土ϒロοクগྔ
̕　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子中ྔ
10　҉ ׊ ৭　೪土ϒロοクଟྔ，ম土ཻ子ඍྔ
11　҉ ׊ ৭　೪土ཻ子ଟྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
12　҉ ׊ ৭　೪土ϒロοクগྔ，୸化物・ম土ཻ子ඍྔ
ࠇ　13 ׊ ৭　೪土ϒロοク・ম土ཻ子中ྔ
14　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク中ྔ，୸化ཻ子・೪土ཻ子গྔ
15　灰 ԫ ׊ ৭　ম土ϒロοク中ྔ，೪土ϒロοクগྔ
16　҉ ׊ ৭　೪土ϒロοク中ྔ，ম土ཻ子গྔ
׊　17 ৭　೪土ཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
18　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロοクଟྔ，ローϜཻ子ඍྔ

ࠇ　19 ׊ ৭　ম土ϒロοク・೪土ϒロοク・୸化物・ローϜཻ
　　　　　　　　子গྔ
20　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ϒロοク・୸化ࡐ・೪土ཻ
　　　　　　　　子গྔ
21　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
22　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
ࠇ　23 ׊ ৭　୸化ཻ子中ྔ・ম土ϒロοクগྔ
24　੺ ׊ ৭　ম土ϒロοクଟྔ，೪土ཻ子中ྔ，ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍྔ
25　にͿい׊৭　࣭࠭೪土ϒロοクଟྔ，ম土ཻ子中ྔ，୸化ཻ子
　　　　　　　　গྔ，ローϜϒロοクඍྔ
ࠇ　26 ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ϒロοク中ྔ，୸化ཻ子গ
　　　　　　　　ྔ，೪土ཻ子ඍྔ
27　੺ ࠇ ৭　ম土ཻ子ଟྔ，୸化物中ྔ，ローϜϒロοクগྔ
28　҉ ׊ ৭ ローϜϒロοク・୸化物・ম土ཻ子・೪土ཻ子গྔ
׊　29 ৭　ম土ཻ子・೪土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
30　灰 ׊ ৭　ম土ཻ子・೪土ཻ子中ྔ
ࠇ　31 ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ϒロοク・୸化物গྔ

第 202A 号住居跡（第 16 ～ 21 図）

Ґஔ　調査区北部の̛̕d2 区，標高 26.3 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

ॏෳؔ܎　第 202#・216 号住居跡を掘りࠐΈ，第 221 号住居，第 22・23・25 号掘立柱建物に掘りࠐまれている。

໛ͱ形状　長࣠ن 6.84 ｍ，短࣠ 6.70 ｍの方形で，主࣠方޲は̣－３ʄ－̬である。น高は 50 ～ 60cm で，ほ

ぼ௚立している。

চ　平ୱで，นࡍをআいて౿Έݻめられている。ೆน中央部をআいてนԼにはน溝が८っている。

竈　北น中央部に付設されている。ن模はขޱ部からԎ道部まで 85cm で，೩ম部෯は 60cm である。ӈକ部

は第 202 ̗号住居跡の竈を一部掘り࢒して基部とし，࣭࠭೪土を含Ή第 18 ～ 20・29 ～ 31 層を積Έ上͛て構

ஙされている。ࠨକ部は࣭࠭೪土を含Ή第 25 ～ 28 層を積Έ上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面から５cm

ほͲくぼんでおり，Րচ面は੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎に 18cm 掘りࠐまれ，Րচ部から؇やかに܏

ࣼして立ち上がっている。

ϐοτ　̒か所。̥１～̥̐は深さ 58 ～ 70cm で，഑置から主柱穴である。̥５・̥ ̒は深さ 13cm・21cm で，

ೆนࡍの中央部にҐ置していることから，出入りࢪޱ設に伴うϐοトとߟえられる。

෴土　23 層に分層できる。第１・２層は，࣭ۉな׊҉ۃ৭土と׊ࠇ৭土がଯ積していることから自વଯ積で

ある。第３～ 23 層は，ଟくの層にローϜϒロοクが含まれていることから，埋め໭されている。

土૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子・ཻ࠭গྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，ཻ࠭ඍྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　ম土ϒロοク・୸化物গྔ，ローϜϒロοク，೪
　　　　　　　　土ཻ子ඍྔ
̐　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
ࠇ　５ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
ࠇ　̒ ׊ ৭　୸化物・ローϜཻ子・ম土ཻ子・೪土ཻ子গྔ
ࠇ　７ ׊ ৭ ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子গྔ
̔　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ϒロοク・୸化ࡐগྔ，೪
　　　　　　　　土ཻ子ඍྔ
ࠇ　̕ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ϒロοク・୸化物গྔ，࠭
　　　　　　　　࣭೪土ϒロοクඍྔ
10　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
ࠇ　11 ׊ ৭　ローϜϒロοク・୸化物・ম土ཻ子গྔ，࣭࠭೪
　　　　　　　　土ϒロοクඍྔ
12　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・೪土ϒロοクগྔ，ম土ཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍྔ

ࠇ　13 ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ϒロοク・୸化ཻ子গྔ，
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍྔ
14　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク・ローϜཻ子・೪土ཻ子গྔ，୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
15　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
16　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
17　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子・೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
18　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ
19　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ，୸化ཻ子ඍྔ
20　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク中ྔ
21　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク中ྔ，୸化ཻ子ඍྔ
22　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク中ྔ，࣭࠭೪土ϒロοク・ম土ཻ
　　　　　　　　子・୸化ཻ子ඍྔ
23　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク中ྔ，ローϜϒロοク・࣭࠭೪土ϒ
　　　　　　　　ロοク・୸化物গྔ
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第 16 図　第 202A 号住居跡࣮ଌ図（１）
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遺物出土状況　土師器片 3
736 点（坏 377，高坏 42，鉢 18，甕 3
262，甑 35，手捏土器２），須恵器片１点（坏ϱ），

土製品 40 点（勾玉７，土玉 24，支脚̕），石器１点（砥石），石製品̐点（臼玉２，小玉１，૒孔円板ϱ１），

石剥片１点，鉄製品１点（鏃），୸化種子１点（౧），ম成೪土մ׈ 25 点が，ೆ൒部の෴土中層からԼ層を中

心に出土している。また，ࠞ 入した縄文土器片 303 点（深鉢），土師器片１点（高台付椀），須恵器片 77 点（坏

54，蓋３，甕 19，硯１）も出土している。%P30 は竈ӈକの構ஙࡐから出土している。%P21 は竈ӈକ付ۙ，

%P28 は東部น31，ࡍ・%P25 はೆ部นࡍ，%P19 は北੢部，%P15 は੢部のচ面から出土している。41 は東

部のচ面と෴土Լ層から出土したഁ片が઀߹したものである。%P23 は中央部，42 は北੢部，%P31 は東部，

%P35 はೆ部，28 はೆ੢部，29・35・43 は੢部，%P38 は北੢部の෴土Լ層から出土している。37 はೆ東部の

෴土Լ層からԣҐで௵れたঢ়ଶで出土している。30 は P ２付ۙ，40 は P ５上面の෴土Լ層と上層から，出土

したഁ片が઀߹したものである。%P16 は中央部，2 ７は東部，32・38 はೆ੢部の෴土中層から出土している。

26・27 はೆ部นࡍの෴土上層からࣼҐのঢ়ଶで出土しており，࢒存཰が高いことから，ഇઈ時に౤غされた

ものとߟえられる。%P27 はೆ部の෴土上層から出土している。36 は竈の෴土中，33，%P18・%P20・%P26，

̦̒・2 ̔，̢１は෴土Լ層，39，%P24，2 ̐は෴土中層，%P22・%P29・%P32・%P33・%P36・%P37，̦

５は෴土上層，34・56，%P17 は෴土中から，それͧれ出土している。

ॴݟ　出土遺物やॏෳ関܎から７ੈلॳ಄とߟえられる。竈のӈକ部は，第 202# 号住居跡の竈の一部を掘り

ར用している。このことから，本跡は第࠶を積Έ上͛ることでକ部としてࡐし，構ங࢒ 202# 号住居跡を建て

ସえた住居のՄೳੑがある。

第 17 図　第 202A 号住居跡࣮ଌ図（２）

第 18 図　第 202A 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）
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第 19 図　第 202A 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）
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第 20 図　第 202A 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（３）
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第 21 図　第 202A 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（̐）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

26 土師器 坏 13.6 5.4 － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී通 　縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラέズリޱ
内面ԣφσ ෴土上層 95ˋ　PL14

27 土師器 坏 13.2 4.1 － 長石・石ӳ・੺৭
ཻ子・ࠇ৭ཻ子 明੺׊ ී通 ，縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラέズリ後ޱ

φσ　内面ϔラミΨΩ ෴土上層 95ˋ　PL14

28 土師器 坏 16.2 4.5 － 長石・石ӳ ᒵ ී通 ，縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラέズリ後ޱ
φσ　内面ԣφσ ෴土Լ層 80ˋ　PL14

29 土師器 坏 ʦ12.0ʧ 4.2 － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子・ࠇ৭ཻ子 にͿい੺׊ ී通 ，縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラέズリ後ޱ

φσ　内面ϔラミΨΩ ෴土Լ層 60ˋ　PL14

30 土師器 坏 ʦ16.0ʧ 4.1 － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子・ࠇ৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 ，縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラέズリ後ޱ

φσ　内面φσ
෴土Լ層・

上層 30ˋ

31 土師器 坏 ʦ15.4ʧ（4.8） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子・ࠇ৭ཻ子 ᒵ ී通 　縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラέズリޱ

内面ԣφσ চ面 30ˋ

32 土師器 坏 ʦ15.8ʧ（4.1） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・਑ঢ়߭
物・੺৭ཻ子・ࠇ৭ཻ子 ᒵ ී通 　縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラέズリޱ

内面ԣφσ ෴土中層 25ˋ

33 土師器 坏 ʦ9.2ʧ （3.9） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 　縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラέズリޱ

内面ϔラφσ ෴土Լ層 20ˋ

34 土師器 坏 － （1.6） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 ֎面ϔラέズリ　内面ϔラミΨΩ ෴土中 30ˋ

56 土師器 坏 ʦ16.2ʧ（3.3） － 長石・石ӳ・੺৭
ཻ子・ࠇ৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 ，縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラέズリ後ޱ

φσ　内面ϔラミΨΩ ෴土中 20ˋ

35 土師器 高坏 ʦ17.6ʧ（5.0） － 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 明੺׊৭ ී通 ֎・内面ຎ໣ ෴土Լ層 15ˋ

36 土師器 鉢 ʦ13.5ʧ（6.3） － 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 ᒵ ී通 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラφσޱ

内面φσ 竈෴土中 10ˋ

37 土師器 甕 26.0 35.0 7.8 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿい׊ ී通 　部֎・内面ϔラφσݞ　縁部֎・内面ԣφσޱ

ମ部֎面ϔラミΨΩ後φσ　内面φσ ෴土Լ層 90ˋ　PL14

38 土師器 甕 ʦ24.8ʧ（10.5） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී通 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎・内面ϔラφσޱ ෴土中層 10ˋ　PL14

39 土師器 壺 － （4.0） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子・ࡉ᛽ にͿいԫ ී通 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎・内面ϔラφσޱ ෴土中層 ５ˋ

40 土師器 甑 － （17.5） 9.0 長石・石ӳ・੺৭ཻ
子・ࠇ৭ཻ子・ࡉ᛽ ᒵ ී通 ମ部֎・内面ϔラミΨΩ　઀߹面にΩβミ ෴土Լ層・

上層 50ˋ

41 土師器 甑 － （21.5）ʦ12.8ʧ長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ॎҐのϔラέޱ

ズリ後，φσ　内面ॎҐのϔラミΨΩ
চ面・෴土

Լ層 20ˋ

42 土師器 手捏土器 ʦ6.0ʧ （2.6） － 長石・石ӳ・੺৭
ཻ子・ࠇ৭ཻ子 にͿい੺׊ ී通 ֎・内面φσ ෴土Լ層 10ˋ

43 土師器 手捏土器 9.9 5.0 8.4 長石・石ӳ・੺৭
ཻ子・ࠇ৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 ֎面ϔラέズリ後，φσ　内面޻۩ࠟ ෴土Լ層 85ˋ　PL14

第202A号住居跡出土遺物࡯؍ද（第18～21図）

番号 器　種 長さ ްさ 孔ܘ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

%P15 勾玉 2.2 1.5 0.9 1.9 長石・石ӳ φσ調整　一方޲からのઠ孔 চ面 PL23

%P16 勾玉 2.7 1.7 0.9 （3.1） 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 φσ調整　ະ׬通のઠ孔ࠟ１か所　一部ܽଛ ෴土中層 PL23

DP32

Q4

Q5 Q6
Q7

Q8

M1

DP33 DP34 DP35 DP36
DP37 DP38
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番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

%P22 土玉 1.7 1.7 0.4 4.9 長石・石ӳ φσ調整　一方޲からのઠ孔 ෴土上層 PL23

%P23 土玉 1.8 1.5 0.5 4.6 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 φσ調整　上・Լ୺部ઠ孔後，ϔラ੾り ෴土Լ層 PL23

%P24 土玉 1.9 1.7 0.6 6.1 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 φσ調整　上୺部ઠ孔後，ϔラ੾り ෴土中層 PL23

%P25 土玉 2.1 1.9 0.7 6.9 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 φσ調整　一方޲からのઠ孔 চ面 PL23

%P26 土玉 2.1 1.9 0.4 9.4 長石・石ӳ φσ調整　ࢦ಄ࠟ　上୺部ઠ孔後，ϔラ੾り ෴土Լ層 PL23

%P27 土玉 2.2 1.9 0.5 8.4 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 φσ調整　上・Լ୺部ઠ孔後，ϔラ੾り ෴土上層 PL23

%P28 土玉 2.1 1.8 0.6 6.4 長石・石ӳ φσ調整　一方޲からのઠ孔 চ面 PL23

%P29 土玉 2.2 2.0 0.6 8.6 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 φσ調整　一方޲からのઠ孔 ෴土上層 PL23

%P30 土玉 2.2 1.8 0.6 9.0 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 φσ調整　上୺部ઠ孔後，ϔラ੾り 竈ӈକ構ஙࡐ PL23

%P31 土玉 3.2 （2.7） 0.8 （19.5）長石・石ӳ φσ調整　一方޲からのઠ孔 ෴土Լ層 PL23

%P32 土玉 3.2 2.5 0.7 （21.6）長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 φσ調整　一方޲からのઠ孔　一部ܽଛ ෴土上層 PL23

%P33 土玉 2.7 2.7 0.6 17.3 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 φσ調整　一方޲からのઠ孔 ෴土上層 PL23

%P34 土玉 2.7 2.4 0.5 16.2 長石・石ӳ φσ調整　一方޲からのઠ孔 ෴土中 PL23

%P35 土玉 2.9 2.3 0.6 （17.4）長石・石ӳ φσ調整　ࢦ಄ࠟ　上・Լ୺部ઠ孔後，ϔラ੾り ෴土Լ層 PL23

%P36 土玉 2.7 2.4 0.6 17.5 長石・石ӳ φσ調整　ࢦ಄ࠟ　一方޲からのઠ孔 ෴土上層 PL23

%P37 土玉 3.3 3.1 0.5 31.4 長石・石ӳ έズリ後φσ調整　上・Լ୺部ઠ孔後，ϔラ੾り ෴土上層 PL23

%P38 土玉 3.7 3.0 0.6 42.5 長石・石ӳ φσ調整　上୺部ઠ孔後，ϔラ੾り ෴土Լ層 PL23

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏྔ ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

̦̐ 砥石 4.7 1.5 1.2 11.1 ؠ灰ڽ 砥面５面 ෴土中層 PL24

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏྔ ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

̢１ 鏃 （5.5） 0.2 ～ 0.3 0.3 （3.1） 鉄 அ面方形 ෴土Լ層 PL24

番号 器　種 長さ ෯ ްさ 孔ܘ ॏྔ ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

̦̔ ૒孔円板ϱ 2.3 （2.2） 0.3 0.2 （1.7） 石׈ શ面ݚ磨　૒方޲からのઠ孔 ෴土Լ層 PL24

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏྔ ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

̦５ 臼玉 1.1 0.2 0.3 0.4 石׈ શ面ݚ磨　一方޲からのઠ孔 ෴土上層 PL24

̦̒ 臼玉 1.0 0.4 0.4 0.4 石׈ શ面ݚ磨　一方޲からのઠ孔 ෴土Լ層 PL24

̦７ 小玉 1.1 0.9 0.3 1.3 ऄ໲ؠ શ面ݚ磨　一方޲からのઠ孔 ෴土中層 PL24

第 202B 号住居跡（第 22 図）

Ґஔ　調査区北部の̛̕d2 区，標高 26.3 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

ॏෳؔ܎　第 202A・221 号住居に掘りࠐまれている。

໛ͱ形状　第ن 202A 号住居に掘りࠐまれており，竈の一部ٴͼϐοトのΈ確認できた。竈と柱穴のҐ置から，

長࣠ 4.00 ｍ，短࣠ 3.50 ｍほͲの長方形で，主࣠方޲は̣－̐ʄ－̬と推定できる。

番号 器　種 長さ ްさ 孔ܘ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

%P17 勾玉 （2.4） （1.5） 0.9 （2.5） 長石・石ӳ φσ調整　一部ܽଛ ෴土中 PL23

%P18 勾玉 （2.9） （1.3） 0.8 （2.0） 長石・石ӳ φσ調整　一部ܽଛ ෴土Լ層 PL23

%P19 勾玉 （2.4） （1.1） 0.9 （1.5） 長石・石ӳ φσ調整　一方޲からのઠ孔　一部ܽଛ চ面 PL23

%P20 勾玉 （1.6） （0.9） 0.8 （1.1） 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 φσ調整　一部ܽଛ ෴土Լ層 PL23

%P21 勾玉 （3.3） （1.5） 1.2 （5.3） 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 φσ調整　一部ܽଛ চ面 PL23
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第 22 図　第 202# 号住居跡࣮ଌ図

A

A˄

B
B˄$

˄
$

D
˄

D

& &˄

P4
P6

P1

P2
P7

P5

P3

'9F2

4*�221
P3

4*�202"
P3

4*�221
P5

4*�221
P4

4*�221
P14*�202"

P4

4*�221

202"

A˄A $˄$

B˄B

D˄D &˄&26�2N

26�4N 25�8N

2

4*�202"ᜱ 4*�202"ᜱ
4*�221ᜱ

4*�202"ᜱ
12

3



－ 34 －

竈土૚ղઆ
１　灰 ׊ ৭ ম土ϒロοク・୸化物・ローϜཻ子・೪土ཻ子গྔ
２　灰 ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子・೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ

３　҉ ׊ ৭　೪土ཻ子ଟྔ，ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ

ϐοτ　７か所。̥１～̥̐は深さ 22 ～ 38cm で，഑置から主柱穴である。̥５は深さ 12cm で，主柱穴と

のҐ置関܎から出入りࢪޱ設に伴うϐοトとߟえられる。̥̒・̥７は深さ 20cm・56cm で，̥̒から̥１・

̥７から̥２へと，柱の立てସえが行ΘれたՄೳੑがある。

ॴݟ　遺物が出土していないため，時期を明確にすることはࠔ೉であるが，ॏෳ関܎や竈を有する住居であ

ることなͲから̒ੈل代とߟえられる。

෴土　第 202A 号住居に掘りࠐまれていたため，遺存しない。

第 204 号住居跡（第 23・24 図）

Ґஔ　調査区ೆ部の̛̕i4 区，標高 26.2 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

ॏෳؔ܎　 第 193・214 号住居，第 774 号土坑に掘りࠐまれている。

໛ͱ形状　東部を第ن 193 号住居に掘りࠐまれ，ೆ部が調査区Ҭ֎にԆͼているため，ೆ北࣠ 4.40 ｍ，東੢

চ　第 202A 号住居に掘りࠐまれていたため，চ面は確認できなかった。

竈　第 202A 号住居跡の竈ӈକ部の基部でՐচ部の一部のΈを確認した。北น東دりに付設されていたもの

と推ଌされる。第１層上面がՐচ面で，੺มߗ化している。第２・３層はՐচ部の構ங土である。

第 23 図　第 204 号住居跡࣮ଌ図第 23 図　第 204 号住居跡࣮ଌ図
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土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ，୸化ཻ子ۃඍྔ

ࠇ　̐ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গྔ
５　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ϒロοク・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　̒ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ

遺物出土状況　土師器片 153 点（坏 22，高坏１，甕 129，甑１），土製品１点（土玉），石製品１点（臼玉）

が出土している。また，ࠞ入した縄文土器片 15 点（深鉢），須恵器片５点（坏２，高台付坏１，甕２）も出

土している。45 は̥３෴土中と̥２付ۙの෴土Լ層から出土したഁ片が઀߹したものである。%P39，̦̕は

北部の෴土Լ層から，46・47 は෴土中から，それͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器やॏෳ関܎から̒ੈل中༿にൺ定できる。

ϐοτ　３か所。̥１・P ２は深さ 41cm・80cm で，഑置から主柱穴である。̥３は深さ 10cm で，ੑ֨不

明である。

෴土　̒層に分層できる。ϒロοクঢ়のଯ積ঢ়گをࣔしていることから，埋め໭されている。

࣠ 3.14 ｍしか確認できなかった。平面形は方形もしくは長方形で，ೆ北࣠方޲は̣－ 24 ʄ－̬である。น高

は 12cm で，ほぼ௚立している。

চ　平ୱで，นࡍをআいて౿Έݻめられている。นԼにはน溝が८っている。

第 24 図　第 204 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

45 土師器 坏 ʦ12.6ʧ（4.8） － 長石・石ӳ・੺৭
ཻ子・ࠇ৭ཻ子 ᒵ ී通 　縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラέズリޱ

内面ϔラφσ
̥３෴土中・

෴土Լ層 10ˋ

46 土師器 坏 ʦ12.2ʧ（2.7） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 縁部֎・内面ԣφσ　内面ϔラミΨΩޱ ෴土中 10ˋ

47 土師器 甕 ʦ19.5ʧ（3.3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 ᒵ ී通 ֎・内面ԣφσ ෴土中 ５ˋ

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

%P39 土玉 1.1 1.1 0.1 1.3 長石・石ӳ φσ調整 ෴土Լ層 PL22

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏྔ ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

̦̕ 臼玉 1.1 0.5 0.3 0.6 石׈ શ面ݚ磨　一方޲からのઠ孔 ෴土Լ層 PL24

第 204 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 24 図）

Ґஔ　調査区東部の̛̕f6 区，標高 26.0 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

ॏෳؔ܎　 第 219 号住居，第３号道路，第 858 号土坑に掘りࠐまれている。

ͼ東部が調査区Ҭ֎にԆͼているため，ೆ北࣠はٴ໛ͱ形状　北部ن 3.00 ｍ，東੢࣠は 1.75 ｍしか確認でき

なかった。主࣠方޲は̣－ 13 ʄ－Ｅである。น高は 10cm で，ほぼ௚立している。

第 206 号住居跡（第 25 図）

第 24 図　第 204 号住居跡出土遺物࣮ଌ図
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土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・୸化物・ম土ཻ子গྔ
２　҉ ׊ ৭　୸化ࡐ・ম土ཻ子ଟྔ，ローϜཻ子গྔ

３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・୸化物গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
̐　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ

遺物出土状況　土師器片 44 点（坏７，甕 37），土製品１点（土玉），ম成೪土մ̐点が出土している。また，

ࠞ入した縄文土器̔点（深鉢），須恵器片２点（長頸瓶，甑），も出土している。%P68 は෴土中から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器片から̒ੈل後൒とߟえられる。চ面から୸化ࡐやম土ཻ子がଟྔに確認できたこ

とから，মࣦ住居とߟえられる。

ϐοτ　２か所。̥１は深さ 54cm で，഑置から主柱穴である。̥２は深さ 37cm で，主柱穴とのҐ置関܎か

ら出入りࢪޱ設に伴うϐοトとߟえられる。

෴土　̐層に分層できる。ϒロοクঢ়のଯ積ঢ়گをࣔしていることから，埋め໭されている。

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

%P68 土玉 （1.5） （2.5） （0.7） （8.0） 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 φσ調整　一方޲からのઠ孔　一部ܽଛ ෴土中

第 206 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 25 図）

চ　平ୱで，ߗ化面は確認できなかった。

第 25 図　第 206 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図

Ґஔ　調査区੢部の̛̕f0 区，標高 26.2 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

ॏෳؔ܎　第 208# 号住居跡を掘りࠐΈ，第 196・201 号住居，第 22・24・25 号掘立柱建物，第 880・883・

885 ～ 887・889・894 号土坑に掘りࠐまれている。

໛ͱ形状　長࣠ن 6.55 ｍ，短࣠ 5.74 ｍの長方形で，主࣠方޲は̣－２ʄ－̬である。น高は̐cm で，ほぼ௚

立している。

第 208A 号住居跡（第 26・27 図）
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第 26 図　第 208A・# 号住居跡࣮ଌ図
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土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク中ྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ
׊　３ ৭　ローϜϒロοクඍྔ
̐　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
５　灰 ׊ ৭ ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子গྔ
̒　҉ ׊ ৭　୸化物中ྔ，ローϜϒロοク・ম土ཻ子・೪土ཻ
　　　　　　　　子গྔ

７　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子গྔ
̔　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　̕ ৭　ম土ཻ子中ྔ，ローϜϒロοク・୸化ཻ子ඍྔ
׊　10 ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　11 ৭　ローϜϒロοクগྔ，ম土ཻ子ඍྔ
׊　12 ৭　ローϜϒロοク・ম土ϒロοク・୸化ཻ子ඍྔ
׊　13 ৭ ローϜϒロοクগྔ，ম土ϒロοク・୸化ཻ子ඍྔ

ஷଂ穴̍土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・୸化ཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭ ローϜϒロοク・ম土ϒロοク・୸化ཻ子ඍྔ
̐　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子中ྔ，ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ

５　҉ ׊ ৭ ローϜϒロοクগྔ，ম土ϒロοク・୸化ཻ子ඍྔ
̒　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・୸化ཻ子ඍྔ
７　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子中ྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　̔ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ

ϐοτ　̕か所。̥１～ P ̐は深さ 47 ～ 123cm で，഑置から主柱穴である。̥５～ P ̕は深さ７～ 30cm で，

ੑ֨不明である。

෴土　13 層に分層できる。ଟくの層にローϜϒロοクが含まれていることから，埋め໭されている。

第 27 図　第 208A・# 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

চ　平ୱで，中央部が౿Έݻめられている。第 208# 号住居跡の竈Րচ面が౿Έݻめられたঢ়ଶで確認できた

ことから，第 208# 号住居跡のচを࠶ར用しているものとߟえられる。੢・ೆนԼでน溝を確認した。

ஷଂ穴̍ 第 208A 号住居跡のೆนࡍやや東دりにҐ置し，長࣠ 121cm，短࣠ 107cm の円形で，深さは

42cm である。ఈ面は皿ঢ়で，นは֎܏して立ち上がっている。第１～̔層はஷ蔵穴１の෴土である。

48 49

50

515352

54

DP42

DP40
DP41

Q10



－ 39 －

遺物出土状況　土師器片 139 点（坏 70，甕 69），土製品１点（土玉），石製品１点（臼玉）が出土している。また，

ࠞ入した縄文土器片 72 点（深鉢），須恵器片１点（甕）も出土している。%P41 は中央部の෴土Լ層，51 は

ஷ蔵穴１の෴土Լ層と上層，48・50・54 はஷ蔵穴１の෴土上層，̦ 10 は෴土上層，49・52・53，%P40 は෴

土中から，それͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̒ੈل前༿にൺ定できる。第 208A 号住居跡は第 208# 号住居跡の東・ೆ・੢の

んͩほか，主に北ଆにࠐ掘りׯ方のนをएࡾ 2.3 ｍ֦ுされている。ম土ϒロοクやগྔの୸化ࡐがচ面付ۙ

から出土しており，第 208 ̖号住居のഇઈ時に部ࡐの一部をম٫したՄೳੑがある。

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

48 土師器 坏 ʦ15.0ʧ（5.1） － 長石・石ӳ・੺৭
ཻ子・ࠇ৭ཻ子 ᒵ ී通 　縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラέズリޱ

内面φσ
ஷ蔵穴１
෴土上層 40ˋ

49 土師器 坏 ʦ13.0ʧ（5.3） － 長石・石ӳ・੺৭
ཻ子・ࠇ৭ཻ子 ᒵ ී通 ֎・内面ຎ໣ ෴土中 40ˋ

50 土師器 坏 ʦ14.6ʧ（2.9） － 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子・ࡉ᛽ ᒵ ී通 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラέズリ後ޱ

φσ　ମ部内面ԣφσ
ஷ蔵穴１
෴土上層 10ˋ

51 土師器 坏 ʦ15.4ʧ（4.2） － 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 ੺ ී通 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎・内面φσޱ ஷ 蔵 穴 １ ෴

土Լ層・上層 10ˋ

52 土師器 坏 ʦ14.0ʧ（4.2） － 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 ੺ ී通 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラέズリ後ޱ

φσ　内面φσ ෴土中 ５ˋ

53 土師器 坏 － （3.3） － 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 ੺ ී通 ֎面ϔラέズリ　内面φσ ෴土中 20ˋ

54 土師器 甕 ʦ23.0ʧ（19.4） － 長石・石ӳ・Ӣ
฼ 明੺׊৭ ී通 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎・内面φσޱ ஷ蔵穴１

෴土上層 10ˋ

第 208A 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 27 図）

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

%P40 土玉 2.5 2.2 0.6 12.9 長石・石ӳ φσ調整　ࢦ಄ࠟ　上・Լ୺部ઠ孔後，ϔラ੾り ෴土中 PL22

%P41 土玉 2.9 2.8 0.6 （21.3）長石・石ӳ φσ調整　޻۩ࠟ　一方޲からのઠ孔　一部ܽଛ ෴土Լ層 PL22

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏྔ ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

̦ 10 臼玉 0.6 0.3 0.15 0.3 石׈ શ面ݚ磨　一方޲からのઠ孔 ෴土上層 PL24

Ґஔ　調査区੢部の̛̕f0 区，標高 26.2 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

ॏෳؔ܎　第 201・208A 号住居，第 22・24・25 号掘立柱建物に掘りࠐまれている。

໛ͱ形状　竈Րচ面とน溝から長࣠ن 5.10 ｍ，短࣠ 3.91 ｍの長方形と推定される。主࣠方޲は第 202A 号住

居跡と同一である。

চ　第 208A 号住居跡ೆ൒部のচ面で，第 208# 号住居跡のน溝を確認した。

竈　第 208A 号住居跡のচ面で，Րচ面のΈ౿Έݻめられたঢ়ଶで確認した。北น中央部に付設されている。

ஷଂ穴̎ ೆนࡍやや東دりにҐ置し，長࣠ 80cm，短࣠ 78cm の円形で，深さは 50cm である。ఈ面は皿ঢ়

で，นは֎܏して立ち上がっている。第̕・10 層はஷ蔵穴２の෴土である。కまりがඇৗにڧいことから，

第 208A 号住居跡へ֦ுされたࡍに埋め໭されたとߟえられる。

第 208B 号住居跡（第 26・27 図）

ஷଂ穴̎土૚ղઆ
׊　̕ ৭　ローϜཻ子ଟྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ ׊　10 ৭　ম土ϒロοク・ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

ϐοτ　明確に本跡に伴うϐοトは確認できなかったが，第 208A 号住居跡の̥２・̥３は本跡の主柱穴であ

り，第 208A 号住居でもܧଓして使用されていたՄೳੑがある。



－ 40 －

第 209 号住居跡（第 28 図）

Ґஔ　調査区ೆ部の̛̕h2 区，標高 26.2 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

֬ೝ状況　෴土のほとんͲが࡟平をडけていたため，চ面が࿐出したঢ়ଶで確認した。

ॏෳؔ܎　第 213・214 号住居・第̔号方形竪穴遺構，第 779・781・892・896 号土坑に掘りࠐまれている。

໛ͱ形状　東部を第ن 213・214 号住居に掘りࠐまれているため，ೆ北࣠は 4.84 ｍで，東੢࣠は 4.52 ｍしか

確認できなかった。平面形は方形もしくは長方形で，ೆ北࣠方޲は̣－ 17 ʄ－̬である。

চ　平ୱで，中央部から੢部にかけて౿Έݻめられている。นԼには北นの一部をআいてน溝が८っている。

竈　ΘͣかなくぼΈが確認できたことから，北น中央部に付設されていたとߟえられるが，ن模・形ঢ়は不

明である。

ϐοτ　̐か所。̥１～̥̐は深さ 42 ～ 54cm で，഑置から主柱穴である。

෴土　চ面を同じくして第 208A 号住居に֦ுされていたため，෴土は遺存しなかった。

遺物出土状況　土製品１点（土玉）が出土している。%P42 はஷ蔵穴２への埋土Լ層から出土している。

ॴݟ　時期を明確にできる遺物は出土していないが，竈を有する住居跡であることや，ஷ蔵穴のҐ置・形ଶ

が第 208 ̖号住居とۙࣅしていることから，時期は̒ੈلॳ಄であるとߟえられる。

第 208# 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 27 図）

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

%P42 土玉 2.9 2.6 0.8 19.7 長石・石ӳ・਑
ঢ়߭物 φσ調整　一方޲からのઠ孔 ஷ蔵穴２

埋土Լ層 PL22

第 28 図　第 209 号住居跡࣮ଌ図第 28 図　第 209 号住居跡࣮ଌ図
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遺物出土状況　土師器片７点（坏５，甕２）が出土している。また，ࠞ入した縄文土器片１点（深鉢）が出

土している。いͣれもࡉ片のため図ࣔできない。

ॴݟ　時期は，出土土器やॏෳ関܎から̒ੈل代とߟえられる。

土૚ղઆ
１　灰 ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・೪土ཻ子গྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・೪土ཻ子গྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子ඍྔ
̐　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・೪土ཻ子গྔ
５　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ

̒　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গྔ
７　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子中ྔ，ローϜཻ子গྔ
׊　̔ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গྔ，೪土ཻ子ඍྔ
̕　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
10　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ

竈土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子ଟྔ，೪土ཻ子中ྔ，ローϜཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子গྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ

３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・೪土ཻ子গྔ，୸化ཻ子
　　　　　　　　ඍྔ
̐　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ

第216号住居跡（第29・30図）

Ґஔ　調査区中央部の F ̕f2 区，標高 26.2 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

ॏෳؔ܎　 第 194・200A・202A 号住居，第 23・25 号掘立柱建物，第 816・820・895・907 号土坑に掘りࠐ

まれている。

໛ͱ形状　北部を第ن 202A 号住居，ೆ部を第 194・200A 号住居に掘りࠐまれているため，ೆ北࣠ 4.50 ｍ，

東੢࣠ 5.00 ｍしか確認できなかった。平面形は方形もしくは長方形で，ೆ北࣠方޲は̣－̔ʄ－̬である。น

高は̒cm で，ほぼ௚立している。

চ　平ୱなషচで，นࡍをআいて౿Έݻめられている。షচは，平ୱに掘りくぼめた部分にローϜཻ子を含

Ή第 10 層を埋土して構ஙされている。東นԼٴͼ੢นԼでน溝を確認した。

竈　北น中央部に付設されている。北部を 202A 号住居に掘りࠐまれていたため，ن模はขޱ部からԎ道部

までが 130cm，೩ম部෯は 36cm しか確認できなかった。କ部は，࣭࠭೪土を含Ή҉׊৭土を積Έ上͛て構

ஙされている。Րচ部はচ面とほぼ同じ高さを使用しており，Րচ面は੺มߗ化している。

遺物出土状況　土師器片 66 点（坏 13，甕 53），土製品１点（土玉）ম成೪土մ１点が出土している。また，

ࠞ入した縄文土器片 30 点（深鉢），土師器片１点（高台付皿）須恵器片̐点（甕３，甑１）も出土している。

55 は北੢部の෴土Լ層と෴土中，%P43 は竈の෴土中から，それͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器やॏෳ関܎から̒ੈل前༿にൺ定できる。

ϐοτ　５か所。̥１～̥̐は深さ 46 ～ 70cm で，഑置から主柱穴である。̥５は深 18cm で，主柱穴との

Ґ置関܎から出入りࢪޱ設に伴うϐοトとߟえられる。

෴土　̕層に分層できる。ϒロοクঢ়のଯ積ঢ়گをࣔしていることから，埋め໭されている。第 10 層はషচ

の構ங土である。

第 29 図　第 216 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

ॴݟ　時期は，出土土器やॏෳ関܎から̒ੈل前༿にൺ定できる。

第 29 図　第 216 号住居跡出土遺物࣮ଌ図
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第 30 図　第 216 号住居跡࣮ଌ図
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番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

55 土師器 坏 ʦ14.2ʧ（4.5） － 長石・石ӳ・ࡉ᛽ ᒵ ී通 ֎・内面ຎ໣ ෴土Լ層・
෴土中 40ˋ　PL14

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

%P43 土玉 3.3 2.8 0.7 29.5 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 φσ調整　上・Լ୺部ઠ孔後，ϔラ੾り 竈෴土中 PL22

第 216 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 29 図）

第 220 号住居跡（第 31 図）

Ґஔ　調査区ೆ東部の̛̕h5 区，標高 26.0 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

֬ೝ状況　第 193 号住居跡の調査中に，น溝やচ面の一部が確認された。

ॏෳؔ܎　第 193 号住居跡を掘りࠐΈ，第３号道路に掘りࠐまれている。

まれており，第ࠐ໛ͱ形状　大൒を第３号道路に掘りن 193 号住居跡の調査時に一部をআいてচ面を掘りࠐ

んでしまったため，ن模・形ঢ়ともに明確にできなかった。น高は̔cm で，ほぼ௚立している。

চ　平ୱなషচで，確認できた部分は౿Έݻめられている。షচは，୸化ࡐ，ম土ཻ子，ローϜཻ子を含Ή

第２層を埋土して構ஙされている。

遺物出土状況　土師器片 18 点（坏̔，甕 10），土製品１点（土玉），ম成೪土մ１点が出土している。また，

ࠞ入した縄文土器１点（深鉢）も出土している。%P69 は北部のচ面から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̒ੈل代とߟえられる。

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґ置 උߟ

%P69 土玉 2.6 2.2 0.4 14.0 長石・石ӳ φσ調整　一方޲からのઠ孔 চ面 PL22

第 220 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 31 図）

土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・୸化物・ম土ཻ子গྔ ２　҉ ׊ ৭　୸化ࡐ・ম土ཻ子ଟྔ，ローϜཻ子গྔ

෴土　୯一層である。ম土ϒロοクや୸化物を含んでいることから，埋め໭されている。第２層はషচの構

ங土である。

第 31 図　第 220 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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ද２　古墳時代竪穴住居跡一ཡද

番号 Ґ 置 平面形 主࣠方޲
模　ن น 高

（cm）
চ面 น溝

内　部　ࢪ　設
෴土 主な出土遺物 時　期

උ　ߟ

ॏෳ関܎（古ˠ新）長࣠×短 （࣠ｍ） 主柱穴 出入ޱ ϐοト ࿍・竈 ஷ蔵穴

22 ̛̔h7 ʦ方形ʧ ̣－ 28 －˃̬ 6.04 × 6.04 ２ 平ୱ 一部 ３ １ － 竈１ － 人ҝ 土師器片 後༿لੈ̒ 本 跡ˠ SI ２・
13・14

170 ̛̕i1ʦ方形・
長方形ʧ̣－ 17 －˃̬ 7.92 ×（7.00） ５ 平ୱ － ̐ ２ ３ 竈１ １ 人ҝ 土師器片，土玉，支脚 ॳ಄ل７ੈ 本 跡 ˠ SI198，

S%49
191 ̛̕e4ʦ方形・

長方形ʧ̣－ 17 －˃̬ 3.20 ×（2.50）23 ～ 32 平ୱ શ周 ２ １ － － － 人ҝ 土師器片，土玉，支脚，
有孔円板 後༿لੈ̒ 本 跡ˠ S,761

193 ̛̕h5 方形 ̣－ 13 －˃̬ 6.34 × 6.06 ̒～ 30 平ୱ ほぼ
શ周 ３ １ － 竈１ － 人ҝ 土師器片，土玉 後༿لੈ̒

SI204 ˠ 本 跡
ˠ SI214・219・
220，S#21，SF
３

197 ̛̔c0 方形 ̣－ 19 －˃Ｅ 5.95 × 5.90 34 ～ 46 平ୱ શ周 ̐ １ － 竈１ － 人ҝ
土師器片，須恵器片，
勾玉，土玉，支脚，有
孔円板，剣形模造品

຤لੈ̒ 本 跡 ˠ S,856，
S%51

201 ̛̔g0 方形 ̣－ ̔ －˃Ｅ 5.02 × 4.87 １ 平ୱ 一部 ̐ － － 竈１ － 人ҝ 土師器片，手捏土器，
土玉 中༿لੈ̒ SI208A ˠ 本 跡

ˠ SI195，S#25

202 ̖ ̛̕d2 方形 ̣－ ３ －˃̬ 6.84 × 6.70 50 ～ 60 平ୱ શ周 ̐ ２ － 竈１ － 自વ・
人ҝ

土師器片，手捏土器，
須恵器片，勾玉，土玉，
支脚，砥石，臼玉，小
玉，૒孔円板ϱ，׈石
剥片，鉄鏃，୸化種子

ॳ಄ل７ੈ
SI202#・216 ˠ
本 跡 ˠ SI221，
S#22・23・25

202 ̗ ̛̕d2ʦ長方形ʧ̣－ ̐ －˃̬ʦ4.08ʧ×ʦ3.58ʧ － － － ̐ １ ２ 竈１ － － － 代لੈ̒ 本 跡ˠ SI202A・
221

204 ̛̕i4ʦ方形・
長方形ʧ̣－ 24 －˃̬（4.40）×（3.14） 12 平ୱ શ周 ２ － １ － － 人ҝ 土師器片，土玉，臼玉 中༿لੈ̒ 本 跡 ˠ SI193・

214，S,774
206 ̛̕f6ʦ方形・

長方形ʧ̣－ 13 －˃Ｅ（3.00）×（1.75） 10 平ୱ － １ １ － － － 人ҝ 土師器片，土玉 後൒لੈ̒ 本 跡ˠ SI219 ˠ
SF ３，S,858

208A ̛̕f0 長方形 ̣－ ２ －˃̬ 6.55 × 5.74 ̐ 平ୱ ほぼ
શ周 ̐ － ５ － １ 人ҝ 土師器片，土玉，臼玉 前༿لੈ̒

SI208# ˠ 本 跡
ˠ SI196・201，
S#22・24・25，
S,880・883・885
～ 887・889・894

208# ̛̕f0 長方形 ̣－ ２ －˃̬ 5.10 × 3.91 － 平ୱ ほぼ
શ周 － － － 竈１ １ － 土玉 ॳ಄لੈ̒

本 跡 ˠ SI201，
2 0 8 A ， S # 2 2 ・
24・25

209 ̛̕h2ʦ方形・
長方形ʧ̣－ 17 －˃̬ 4.84 ×（4.52） － 平ୱ ほぼ

શ周 ̐ － － 竈１ － － 土師器片 代لੈ̒
本 跡 ˠ SH ̔・
2 1 3 ・ 2 1 4 ，
S , 7 7 9 ・ 7 8 1 ・
892・896

216 ̛̕K2ʦ方形・
長方形ʧ̣－ ̔ －˃̬ 5.00 ×（4.50） ̒ 平ୱ 一部 ̐ １ － 竈１ － 人ҝ 土師器片，土玉 前༿لੈ̒

本 跡 ˠ SI194・
2 0 0 A ・ 2 0 2 A ，
S # 2 3 ・ 2 5 ，
S , 8 1 6 ・ 8 1 8 ・
820・853・895・
907

220 ̛̕h5ʦ方形・
長方形ʧ － － ̔ 平ୱ 一部

ϱ － － － － － － 土師器片，土玉 代لੈ̒ SI193 ˠ 本 跡
ˠ SF ３

第 887 号土坑（第 32 図）

Ґஔ　調査区੢部の̛̔f0 区，標高 26.2 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

ॏෳؔ܎　第 208A 号住居跡を掘りࠐΈ，第 886 号土坑に掘りࠐまれている。

໛ͱ形状　੢部を第ن 886 号土坑に掘りࠐまれているため，ೆ北ܘは 0.74 ｍで，東੢ܘは 0.63 ｍしか確認で

きなかった。平面形はପ円形で，長ܘ方޲は̣－ 18 －˃Ｅと推定される。深さ 26cm で，ఈ面は平ୱであり，

นは֎܏して立ち上がっている。

　ᾈ　土坑

第 32 図　第 887 号土坑・出土遺物࣮ଌ図
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遺物出土状況　土師器片 13 点（坏７，高坏１，甕５）が出土している。また，ࠞ 入した縄文土器片３点（深鉢）

も出土している。57・58 は෴土中層から，それͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̒ੈل前༿にൺ定できる。

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

57 土師器 坏 ʦ14.0ʧ（3.4） － 長石・石ӳ・੺৭
ཻ子・ࠇ৭ཻ子 ੺׊ ී通 　縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラέズリޱ

内面φσ ෴土中層 ５ˋ

58 土師器 坏 ʦ14.6ʧ（3.9） － 長石・石ӳ・੺৭
ཻ子・ࠇ৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 ֎・内面ຎ໣ ෴土中層 ５ˋ

第 887 号土坑出土遺物࡯؍ද（第 32 図）

土૚ղઆ
１　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子গྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・೪土ཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ϒロοク・೪土ϒロοクগ
　　　　　　　　ྔ，୸化ཻ子ඍྔ

̐　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοクଟྔ，୸化物・ローϜཻ子・೪土ཻ
　　　　　　　　子গྔ

第 906 号土坑（第 33 図）

Ґஔ　調査区北部の̛̔b0 区，標高 25.5 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

֬ೝ状況　第２号遺物包含層のଯ積土中から確認された。

ܘ໛ͱ形状　長ن 1.14 ｍ，短ܘ 0.84 ｍのପ円形で，長ܘ方޲は̣－ 54 ʄ－̬である。深さ 22cm で，ఈ面は

皿ঢ়であり，นは֎܏して立ち上がっている。

遺物出土状況　土師器片̒点（高坏１，甕５），土製品１点（土玉）が出土している。また，ࠞ入した縄文土

器片２点（深鉢）も出土している。59 は中央部，%P44 は北นࡍの෴土Լ層から，それͧれ出土している。

ॴݟ　ఈ面付ۙの෴土にはম土ϒロοクや୸化ࡐが含まれており，埋め໭しのࡍにࠞ入したものとߟえられ

る。時期は，出土土器から̒ੈل前༿にൺ定できる。

෴土　̐層に分層できる。ϒロοクঢ়のଯ積ঢ়گから，埋め໭されている。

第 33 図　第 906 号土坑・出土遺物࣮ଌ図

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

59 土師器 高坏 － （7.2） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子・ࠇ৭ཻ子 ੺ ී通 脚部֎面ϔラέズリ後，φσ　੄部ԣφσ　内

面φσ ෴土Լ層 30ˋ

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

%P44 土玉 2.2 1.8 0.6 7.5 長石・石ӳ φσ調整 ෴土Լ層 PL22

第 906 号土坑出土遺物࡯؍ද（第 33 図）
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ද３　古墳時代土坑一ཡද

番号 Ґ 置 長ܘ方޲ 平 面 形
模　　　　ن

ఈ　面 น　面 ෴　土 主 な 出 土 遺 物
උ　ߟ

ॏෳ関܎（古ˠ新）長ܘ×短ܘ（ｍ） 深さ（cm）

887 ̛̔f0 ̣－ 18 －˃Ｅ ʦପ円形ʧ 0.74 ×（0.63） 26 平ୱ ܏֎ 人ҝ 土師器片 SI208A ˠ本跡
ˠ S,886

906 ̛̔b0 ̣－ 54 －˃̬ ପ円形 1.14 × 0.84 22 皿ঢ় ܏֎ 人ҝ 土師器片，土玉 本 跡 ˠ HG ２ ଯ
積

土૚ղઆ
１　灰 ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ，ম土ཻ子ඍྔ
׊　３ ৭　ローϜϒロοク中ྔ

̐　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子গྔ
５　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ，ম土ཻ子ඍྔ

竈土૚ղઆ
׊　１ ৭　ম土ϒロοク・ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　２ ৭　ম土ϒロοク・ローϜཻ子গྔ，୸化物ඍྔ

׊　３ ৭　ম土ཻ子ଟྔ，ローϜཻ子গྔ，୸化物ඍྔ
׊　̐ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ

ϐοτ土૚ղઆ
׊　１ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・୸化物ඍྔ
׊　３ ৭　ローϜϒロοク・୸化物・ম土ཻ子ඍྔ
̐　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・୸化物・ম土ཻ子ඍྔ

׊　５ ৭　ローϜϒロοクগྔ，ম土ཻ子ඍྔ
̒　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
７　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
̔　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ϒロοク・୸化物ඍྔ

第 14 号住居跡（第 34・35 図）

Ґஔ　調査区੢部の F ̔f8 区，標高 26.3 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

֬ೝ状況　北੢にͭいては平成 18 年度に調査し，h 第 308 集ʱにおいて報告している。ೆ東部にͭいては平

成 21 年度に調査した。

ॏෳؔ܎　第 22 号住居跡を掘りࠐΈ，第５号住居， 第 24 号掘立柱建物，第 845・865・866・872・875・

877・881・905 号土坑に掘りࠐまれている。

໛ͱ形状　長࣠ن 7.12 ｍ，短࣠ 6.40 ｍの長方形で，主࣠方޲は̣－ 12 ʄ－̬である。น高は 14cm で，ほぼ

௚立している。

চ　平ୱで，中央部が౿Έݻめられている。北นԼの一部で，น溝を確認した。

竈　北น中央部に付設されている。ӈକ部を第 24 号掘立柱建物に掘りࠐまれているため，ขޱ部からԎ道部

までは 90cm，೩ম部෯は 24cm しか確認できなかった。କ部は，࣭࠭೪土を含Ή҉׊৭土を積Έ上͛て構ங

されている。Րচ部はচ面と同じ高さを使用しており，Րচ面は੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎に 10cm

掘りࠐまれ，Րচ部から֎܏して立ち上がっている。

ϐοτ　̒か所。̥１～ P ３は深さ 52 ～ 65cm で，഑置から主柱穴である。̥̐は深さ 52cm で，土層とҐ

置の関܎から，P １に立てସえられる以前の主柱穴と推定される。̥５にͭいても，Ґ置関܎から，P ２に立

てସえられる以前の主柱穴と推定される。P ̒は深さ 60cm で，ੑ ֨不明である。第１～̒層は̥ 1 の෴土で，

第７・̔層は̥ 4 の柱ൈきऔり後の埋土である。ଟくの層にローϜϒロοクが含まれていることから，埋め

໭されている。

෴土　５層に分層できる。֤層にローϜϒロοクが含まれていることから，埋め໭されている。

　ᾇ　竪穴住居跡

２　奈良時代の遺構と遺物

　　౰時代の遺構は，竪穴住居跡 11 軒，土坑２基を確認した。ܧଓ調査の遺構に関しては，本報告に伴い　

　年代のߟ࠶を行った。以Լ，遺構ٴͼ遺物にͭいて記ड़する。
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第 34 図　第 14 号住居跡࣮ଌ図
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番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

60 須恵器 蓋 ʦ14.0ʧ 3.3 － 長石・石ӳ・Ӣ
฼・ࠇ৭ཻ子 ԫ灰 良޷ ఱҪ部回సϔラέズリ後，ͭまΈషり付け চ面 70ˋ　PL16

61 須恵器 蓋 － （2.1） － 長石・石ӳ・Ӣ
฼ 灰白 良޷ ఱҪ部回సϔラέズリ後，ͭまΈషり付け চ面 30ˋ

62 土師器 小形甕 － （7.5） ʦ9.0ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼ 明੺׊ ී通 ֎面ϔラミΨΩ　内面ϔラφσ ෴土Լ層 20ˋ

229 須恵器 平瓶 ʦ12.6ʧ（7.8） － 長石・石ӳ・ࠇ
৭ཻ子

釉　灰Φリーϒ
଻土　灰白 良޷ ֎面自વ釉 ෴土Լ層 10ˋ

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

%P47 不明
土製品 3.4 1.4 1.4 6.1 長石・石ӳ・ࠇ

৭ཻ子 ಄ࠟ　ະઠ孔の؅ঢ়土錘ϱࢦ ෴土中 PL22

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

%P45 土玉 3.1 2.6 0.9 20.7 長石・石ӳ φσ調整　一方޲からのઠ孔 ෴土中 PL22

%P46 土玉 2.1 1.3 0.5 6.0 長石・石ӳ φσ調整　上・Լ୺部にԜΈ চ面 PL22

第 14 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 35 図）

坏）が出土している。61 は̥ 2，60 は̥ 5 の෴土上層，%P46 はೆ東部のচ面，62・229 は北東部，%P45・

%P47，M ２・M ３は෴土中から，それͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈل前༿にൺ定できる。

第 35 図　第 14 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

遺物出土状況　土師器片 199 点（坏 42，甕 157），須恵器片 31 点（坏 19，蓋２，甕̔，平瓶２），土製品３点（土

玉２，不明１），鉄製品２点（刀子）が出土している。また，ࠞ 入した縄文土器片 28 点（深鉢），土師器１点（高

60
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番号 器種 長さ ෯ ްさ ॏྔ ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

̢２ 刀子 （2.5） 1.1 0.2 （1.9） 鉄 அ面֯ࡾ形 ෴土中 PL24

̢３ 刀子 （2.4） 1.0 0.3 （2.0） 鉄 அ面֯ࡾ形 ෴土中 PL24

土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子中ྔ，ローϜϒロοクඍྔ ࠇ　２ ׊ ৭　୸化ཻ子গྔ，ローϜϒロοク・ম土ϒロοクඍྔ

第 192 号住居跡（第 36 図）

Ґஔ　調査区東部の̛̕f5 区，標高 26.2 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

ॏෳؔ܎　 第 205 号住居跡を掘りࠐΈ，第 217・219 号住居に掘りࠐまれている。

໛ͱ形状　長࣠ن 3.59 ｍ，短࣠ 3.54 ｍの۱ؙ方形で，主࣠方޲は̣－ 11 ʄ－̬である。น高は 29cm で，ほ

ぼ௚立している。

চ　平ୱで，大部分を第 217 号住居に掘りこまれていたため，ߗ化面は確認できなかった。

竈　北น中央部に付設されている。大部分を第 217 号住居に掘りࠐまれているため，೩ম部෯ 70cm しか確

認できなかった。

遺物出土状況　土師器片２点（甕），須恵器片２点（坏，甕）が出土しているが，いͣれもࡉ片のため図ࣔで

きない。

ॴݟ　時期は，出土土器やॏෳ関܎から̔ੈل中༿とߟえられる。

෴土　２層に分層できる。֤層にローϜϒロοクが含まれていることから，埋め໭されている。

第 36 図　第 192 号住居跡࣮ଌ図
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竈土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭ ম土ཻ子ଟྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子গྔ
ࠇ　２ ׊ ৭ ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，ローϜཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　３ ׊ ৭ ম土ཻ子গྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ

ࠇ　̐ ׊ ৭　ম土ϒロοクଟྔ，୸化ཻ子中ྔ，ローϜཻ子・
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　５ ׊ ৭　୸化物・ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍྔ

Ґஔ　調査区中央部の F ̕f3 区，標高 26.2 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

ॏෳؔ܎　 第 200A・216 号住居跡を掘りࠐΈ，第 212・213・214 号住居に掘りࠐまれている。

໛ͱ形状　長࣠ن 3.64 ｍ，短࣠ 3.60 ｍの方形で，主࣠方޲は̣－ 10 ʄ－̬である。น高は̒～ 18cm で，ほ

ぼ௚立している。

চ　平ୱなషচで，北東部をআき౿Έݻめられている。షচは，୸化物，ローϜཻ子，ম土ཻ子を含Ή第̐

層を埋土して構ஙされている。

竈　北น中央部やや੢دりに付設されている。ن模はขޱ部からԎ道部まで 90cm で，೩ম部෯は 44cm である。

କ部は࣭࠭೪土を含Ή҉׊৭土を積Έ上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面と同じ高さを使用しており，Րচ

面は੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎に 22cm 掘りࠐまれ，Րচ部から؇やかにࣼ܏して立ち上がっている。

第 194 号住居跡（第 37・38 図）

第 37 図　第 194 号住居跡࣮ଌ図第 37 図　第 194 号住居跡࣮ଌ図
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土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　୸化物・ローϜཻ子গྔ，ম土ϒロοクඍྔ

ࠇ　３ ׊ ৭　ম土ϒロοク・ローϜཻ子・୸化ཻ子গྔ
ࠇ　̐ ׊ ৭　ローϜཻ子中ྔ，ম土ཻ子ඍྔ

遺物出土状況　土師器片 413 点（坏 15，甕 396，甑２），須恵器片 47 点（坏 25，高台付坏̒，甕 16），土製

品̐点（支脚３，紡錘車１），椀ঢ়滓１点（10.8g）が，෴土Լ層を中心にࢄ在したঢ়ଶで出土している。また，

ࠞ入した縄文土器片 77 点（深鉢），土師器片 67 点（坏 60，高台付皿７）も出土している。%P55 はೆ੢部のচ面，

67 は̥３上Ґの෴土Լ層から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈل中༿にൺ定できる。

ϐοτ　３か所。̥１～ P ３は深さ 14 ～ 62cm で，഑置から主柱穴である。

෴土　３層に分層できる。֤ 層にローϜϒロοクやম土ϒロοクが含まれていることから，埋め໭されている。

第̐層はషচの構ங土である。

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

67 須恵器 高台付坏 ʦ17.1ʧ 6.0 11.1 長石・石ӳ・਑ঢ়
߭物・ࠇ৭ཻ子 灰 良޷ ఈ部回సϔラέズリ ෴土Լ層 60ˋ　PL15

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

%P55 紡錘車 （2.5） 2.0 0.6 （18.1）長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 ϔラミΨΩ চ面 PL23

第 194 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 38 図）

第 38 図　第 194 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第195号住居跡（第39・40図）

Ґஔ　調査区ೆ部の F ̔h0 区，標高 26.2 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

ॏෳؔ܎　 第 201 号住居跡を掘りࠐΈ，第 765 号土坑に掘りࠐまれている。

67

DP55
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土૚ղઆ
１　灰 ׊ ৭　ম土ϒロοク・ローϜཻ子গྔ，೪土ཻ子ඍྔ
׊　２ ৭　ローϜϒロοクগྔ，ম土ཻ子ඍྔ
׊　３ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ϒロοクඍྔ
׊　̐ ৭　ローϜϒロοクগྔ，ম土ϒロοクඍྔ
５　灰 ׊ ৭　ম土ϒロοク・ローϜཻ子গྔ
̒　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গྔ
７　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子・೪土ཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
׊　̔ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
̕　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ϒロοクඍྔ
10　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ϒロοクগྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　11 ৭　ローϜϒロοクগྔ
12　灰 ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ
׊　13 ৭　ローϜϒロοク中ྔ

14　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク中ྔ，ローϜཻ子গྔ
15　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গྔ，೪土ཻ子ඍྔ
׊　16 ৭　ローϜཻ子গྔ
17　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
18　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গྔ
׊　19 ৭　ローϜϒロοクඍྔ
׊　20 ৭　ローϜཻ子・೪土ཻ子গྔ
21　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・೪土ཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
22　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・೪土ཻ子গྔ
23　灰 ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ
ᶃ　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ϒロοク・୸化物・೪土ཻ
　　　　　　　　子ඍྔ
ᶄ　׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ

竈土૚ղઆ
׊　１ ৭　ম土ཻ子গྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　灰 ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ，୸化物・ローϜཻ子ඍྔ
׊　３ ৭　೪土ཻ子ଟྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
̐　灰 ׊ ৭　ম土ϒロοクଟྔ，୸化物・೪土ཻ子গྔ，ロー
　　　　　　　　Ϝཻ子ඍྔ
５　灰 ׊ ৭　ম土ϒロοク・୸化ཻ子গྔ，ローϜཻ子・೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
̒　灰 ׊ ৭　୸化ཻ子中ྔ，ম土ϒロοク・೪土ཻ子গྔ，ロー
　　　　　　　　Ϝཻ子ඍྔ
７　灰 ׊ ৭　೪土ཻ子ଟྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子গྔ，ম土
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
̔　灰 ׊ ৭　೪土ཻ子中ྔ，ম土ཻ子গྔ，ローϜཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ

׊　̕ ৭ ローϜཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
10　にͿいᒵ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
11　҉ ׊ ৭　೪土ཻ子গྔ，ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
12　҉ ׊ ৭ ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，೪土ཻ子ඍྔ
13　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
14　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子ଟྔ，୸化ཻ子গྔ，ローϜཻ子・೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
15　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，ローϜཻ子ඍྔ
16　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
17　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
18　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

遺物出土状況　土師器片 406 点（坏 34，椀１，甕 368，甑３），須恵器片 63 点（坏 40，高台付坏̒，蓋１，

甕 16），土製品̐点（土玉），ম成೪土մ 11 点が，෴土Լ層からচ面にかけて，ࢄ在したঢ়ଶで出土している。

また，ࠞ入した縄文土器片 50 点（深鉢）が出土している。73 は竈Րচ部の構ங土，72 は北東部，75 は北੢

部のচ面から出土している。76，%P58 は中央部，77 は北東部，%P57 はೆ部，%P56 はೆ੢部੢นࡍの෴土

Լ層から出土している。81 は北部นࡍと北東部の෴土Լ層から出土したഁ片が઀߹したものである。80 はೆ

部と北੢部の෴土Լ層から出土したഁ片が઀߹したものである。74・78・79，%P59 は෴土中から出土してい

る。80 は，ഁ片が 3.8 ｍの間ִをもって出土しており，ഁࡅの後౤غされたものとߟえられる。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈل前༿にൺ定できる。中央部のচ面からম土ϒロοクやগྔの୸化ࡐが出

土したことから，ഇઈのࡍに部ࡐの一部をম٫したՄೳੑがある。

ϐοτ　５か所。̥１～̥̐は深さ 34 ～ 57cm で，഑置から主柱穴である。̥５は深さ 38cm で，ೆนدり

の中央部にҐ置していることから出入りࢪޱ設に伴うϐοトとߟえられる。

෴土　23 層に分層できる。ϒロοクঢ়のଯ積ঢ়گから，埋め໭されている。第ᶃ・ᶄ層はషচの構ங土である。

໛ͱ形状　長࣠ن 4.62 ｍ，短࣠ 4.34 ｍの方形で，主࣠方޲は̣－̒ʄ－Ｅである。น高は７～ 19cm で，ほぼ

௚立している。

চ　平ୱなషচで，中央部が౿Έݻめられている。షচは，ローϜϒロοク，ম土ϒロοク，୸化物なͲを

含Ή第ᶃ・ᶄ層を埋土して構ஙされている。東นԼおΑͼ੢นԼでน溝を確認した。

竈　北น中央部に付設されている。ن模はขޱ部からԎ道部まで 121cm で，೩ম部෯は 66cm である。କ部

は地ࢁを掘り࢒して基部とし，ローϜϒロοクを含Ή第 10 ～ 12 層を積Έ上͛て構ஙされている。Րচ部は

କ部構ங後に第 13 ～ 18 層を埋土して構ஙされており，চ面と同じ高さで，Րচ面は੺มߗ化している。Ԏ

道部はน֎に̔cm 掘りࠐまれ，Րচ部から֎܏して立ち上がっている。
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第 39 図　第 195 号住居跡࣮ଌ図
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第 40 図　第 195 号住居跡出土遺物࣮ଌ図第 40 図　第 195 号住居跡出土遺物࣮ଌ図
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第 195 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 40 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

72 土師器 坏 14.3 4.4 － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ࠇ ී通 ，縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラέズリ後ޱ
φσ　ମ部内面ԣφσ চ面 55ˋ　PL15

73 須恵器 坏 ʦ13.6ʧ 3.4 8.2 長石・石ӳ にͿいԫᒵ 良޷ ఈ部回సϔラέズリϱ 竈構ங土 60ˋ　PL15

74 須恵器 坏 ʦ13.8ʧ 4.4 ʦ5.8ʧ 長石・石ӳ・ࠇ৭
ཻ子 灰 良޷ ମ部Լ୺回సϔラέズリ　ఈ部回సϔラέズリ ෴土中 20ˋ　PL15

75 須恵器 高台付坏 ʦ12.2ʧ（3.1） － 長石・石ӳ 灰 良޷ ମ部Լ୺回సϔラέズリ চ面 ５ˋ

76 須恵器 高台付坏 － （3.4） ʦ9.2ʧ 長 石・ 石 ӳ・ ਑
ঢ়߭物 灰 良޷ ఈ部回సϔラέズリ ෴土Լ層 ５ˋ

77 土師器 甕 ʦ21.4ʧ（8.8） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいᒵ ී通 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面φσ　ମ部内ޱ
面ϔラφσ ෴土Լ層 10ˋ

78 須恵器 甕 ʦ24.0ʧ（5.8） － 長石・石ӳ 灰 良޷ ，縁部֎・内面ԣφσ　ମ部ࣼҐの平行ୟき後ޱ
φσ　ମ部内面ϔラφσ ෴土中 ５ˋ

79 須恵器 甕 ʦ19.5ʧ（4.8） － 長石・石ӳ 灰 良޷ 内面ϔラφσ ෴土中 ５ˋ

80 土師器 小形甕 ʦ13.7ʧ 14.1 7.5 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 ᒵ ී通 ֎縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎・内面φσ　ମ部ޱ

面Լ୺ϔラέズリ　֎・内面・ఈ部にೋ࣍Ր೤ࠟ ෴土Լ層 60ˋ

81 土師器 甑ϱ ʦ27.8ʧ（7.3） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී通 縁部֎・内面ԣφσ　内面ϔラφσޱ ෴土Լ層 ５ˋ

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

%P56 土玉 2.3 1.9 0.4 （8.7） 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 φσ調整　一方޲からのઠ孔　一部ܽଛ ෴土Լ層 PL22

%P57 土玉 2.3 2.2 0.6 10.1 長石・石ӳ φσ調整　一方޲からのઠ孔 ෴土Լ層 PL22

%P58 土玉 2.3 2.4 0.6 （15.3）長石・石ӳ φσ調整　一部ܽଛ ෴土Լ層 PL22

%P59 土玉 3.3 2.9 0.7 31.7 長石・石ӳ φσ調整　一方޲からのઠ孔 ෴土中 PL22

土૚ղઆ
׊　１ ৭　ローϜϒロοク・ম土ϒロοク・୸化ཻ子গྔ
׊　２ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，ローϜϒロοクඍྔ
׊　３ ৭　ম土ཻ子গྔ，ローϜϒロοク・୸化ཻ子ඍྔ
׊　̐ ৭　ম土ϒロοク・୸化物・ローϜཻ子গྔ
׊　５ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子গྔ，ローϜϒロο
　　　　　　　　クඍྔ

׊　̒ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
׊　７ ৭　ローϜϒロοク・ম土ϒロοク・୸化物ඍྔ
׊　̔ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　̕ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ

竈土૚ղઆ
׊　１ ৭　೪土ཻ子中ྔ，ম土ϒロοクগྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　２ ৭　ম土ཻ子中ྔ，೪土ཻ子গྔ，ローϜϒロοク・
　　　　　　　　୸化物ඍྔ
׊　３ ৭　ম土ཻ子গྔ，࣭࠭೪土ϒロοク・୸化ཻ子ඍྔ

̐　灰 ׊ ৭　୸化ཻ子ଟྔ，ম土ϒロοクগྔ，ローϜཻ子・
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍྔ
׊　５ ৭　ম土ཻ子中ྔ，୸化ཻ子গྔ，ローϜཻ子ඍྔ

第 196 号住居跡（第 41・42 図）

Ґஔ　調査区中央部の̛̕f1 区，標高 26.2 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

ॏෳؔ܎　 第 208A 号住居跡を掘りࠐΈ，第 22・25 号掘立柱建物に掘りࠐまれている。

໛ͱ形状　長࣠ن 3.77 ｍ，短࣠ 3.33 ｍの長方形で，主࣠方޲は̣－ 15 ʄ－̬である。น高は 28cm で，ほぼ

௚立している。

চ　平ୱで，นٴࡍͼ竈の前方をআいて౿Έݻめられている。นԼにはน溝が८っている。

竈　北น中央部に付設されている。ഇઈ時にഁյされていたため，ӈକ部は確認できなかった。ن模はขޱ

部からԎ道部まで 145cm で，೩ম部෯は 50cm ほͲと推定される。କ部は࣭࠭೪土を含Ή҉׊৭土を積Έ上

͛て構ஙされている。Րচ部はচ面Αり３cm ほͲ高まっており，Րচ面は੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎

に 90cm 掘りࠐまれ，Րচ部から֎܏して立ち上がっている。第̐層はՐচ部の構ங土である。

ϐοτ　̥１は深さ 14cm で，ೆนࡍの中央部にҐ置していることから出入りࢪޱ設に伴うϐοトとߟえら

れる。

෴土　̕層に分層できる。ଟくの層にローϜϒロοクが含まれていることから，埋め໭されている。
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遺物出土状況　土師器片 295 点（甕 295），須恵器片 38 点（坏 30，高台付坏１，甕５，長頸瓶１，円面硯１），

土製品̐点（土玉），ম成೪土մ 26 点が，นٴࡍͼ竈周辺の෴土Լ層を中心に出土している。また，ࠞ入し

た縄文土器 71 点（深鉢），土師器 15 点（坏 13，高台付椀１，高台付皿１）も出土している。86 の頸部は竈

第 41 図　第 196 号住居跡࣮ଌ図第 41 図　第 196 号住居跡࣮ଌ図
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Րচ部からٯҐで出土しており，支脚としてస用されたՄೳੑがある。87 は竈Րচ部から出土したഁ片が઀

߹したものである。85 は竈周辺と中央部，89 は東น88，ࡍ はೆนࡍの෴土Լ層，82 は北東部の෴土中層か

ら出土している。83・84 は෴土上層から出土している。86 は第 843 号土坑，87 は第 198 号住居跡から出土し

たഁ片との઀߹関܎が確認できた。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈل後༿にൺ定できる。

第 42 図　第 196 号住居跡出土遺物࣮ଌ図第 42 図　第 196 号住居跡出土遺物࣮ଌ図
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土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，ローϜཻ子ඍྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　̐ ׊ ৭　ম土ϒロοク・ローϜཻ子・୸化ཻ子গྔ
ࠇ　５ ׊ ৭　೪土ཻ子中ྔ，ম土ϒロοクগྔ，ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　̒ ׊ ৭　ম土ϒロοクগྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　７ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

ࠇ　̔ ׊ ৭　ম土ϒロοク・ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　̕ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍྔ
ࠇ　10 ׊ ৭　୸化ཻ子ଟྔ，ম土ཻ子中ྔ，ローϜཻ子গྔ
11　にͿい׊৭　ローϜཻ子ඍྔ
ࠇ　12 ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ϒロοク・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　13 ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ϒロοク・୸化ཻ子ඍྔ
14　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ

竈土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク中ྔ，୸化物・೪土ཻ子গྔ ２　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・೪土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ

第198号住居跡（第43・44図）

Ґஔ　調査区ೆ部の̛̕i1 区，標高 26.1 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

ॏෳؔ܎　 第 170 号住居跡，第 904 号土坑を掘りࠐんでいる。

໛ͱ形状　長࣠ن 4.00 ｍ，短࣠ 3.75 ｍの۱ؙ方形で，主࣠方޲は̣－ 11 ʄ－̬である。น高は 15cm で，֎

。している܏

চ　平ୱなషচで，北東コーφー部，ೆ 東コーφー部，北੢コーφー部をআいて౿Έݻめられている。షচは，

平ୱに掘りくぼめた部分にローϜཻ子を含Ή第 14 層を埋土して構ஙされている。

竈　北น中央部に付設されている。ن模はขޱ部からԎ道部まで 122cm で，೩ম部෯は 56cm である。କ部

は࣭࠭೪土を含Ή҉׊৭土を積Έ上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面と同じ高さを使用しており，Րচ面

は੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎に 14cm 掘りࠐまれ，Րচ部から֎܏して立ち上がっている。

遺物出土状況　土師器片 115 点（坏 10，甕 105），須恵器片 36 点（坏 14，高台付坏１，蓋̐，甕 15，甑１，

器種不明１），土製品̐点（土玉３，支脚１），ম成೪土մ７点が出土している。また，ࠞ 入した縄文土器 16 点（深

鉢）も出土している。90 は竈ӈକ付ۙのচ面からਖ਼Ґのঢ়ଶで出土している。91 は中央部，TP １は東นࡍ

のচ面から出土している。94 は竈Րচ面付ۙの෴土Լ層から出土したഁ片が઀߹したもので，遺غされたも

のとߟえられる。92 は北東部，87 は竈ࠨକ付ۙの෴土Լ層，93・%P60・%P61・%P62・%P63 は෴土中から，

それͧれ出土している。87 は第 196 号住居跡から出土したഁ片との઀߹関܎が確認できた。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈل後༿にൺ定できる。

ϐοτ　７か所。̥１～̥̐は深さ 32 ～ 47cm で，഑置から主柱穴である。̥５は深さ 14cm で，ೆนدり

の中央部にҐ置していることから出入りࢪޱ設に伴うϐοトとߟえられる。̥ ・̥̒ ７は深さ 12cm・̔ cm で，

഑置から竈に܎Θるϐοトとߟえられるが，明確な用్にͭいては不明である。

෴土　13 層に分層できる。ϒロοクঢ়のଯ積ঢ়گから，埋め໭されている。第 14 層はషচの構ங土である。

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

82 須恵器 坏 ʦ13.0ʧ 5.1 （7.0） 長石・石ӳ・ࠇ
৭ཻ子 灰 良޷ ମ部Լ୺手࣋ちϔラέズリ　ఈ部一方޲のϔラ

έズリ ෴土中層 10ˋ

83 須恵器 坏 ʦ13.6ʧ（4.8） ʦ8.0ʧ 長石・石ӳ・Ӣ
฼ 灰白 良޷ ମ部Լ୺手࣋ちϔラέズリ ෴土上層 10ˋ

84 須恵器 坏 ʦ12.2ʧ（4.4） － 長石・石ӳ・੺৭
ཻ子 灰ԫ 良޷ ମ部Լ୺手࣋ちϔラέズリ ෴土上層 20ˋ

85 須恵器 高台付坏 13.8 5.5 9.8 長石・石ӳ 灰 良޷ ମ部Լ୺手࣋ちϔラέズリ　ఈ部回సϔラέズ
リ ෴土Լ層 90ˋ　PL15

86 須恵器 長頸瓶 ʦ8.0ʧ（12.1） － 長石・石ӳ・ࠇ
৭ཻ子

釉 灰Φリーϒ
଻土 灰 良޷ 頸部からݞ部ࡾஈ構成　֎面おΑͼޱ縁部付ۙ内面自વ釉

頸部にഗ付ண 竈Րচ部 20ˋ　S,843 のഁ
片と઀߹　PL25

87 須恵器 甕 ʦ25.0ʧ（16.1） 13.4 長石・石ӳ・ࠇ
৭ཻ子 ׊ࠇ 良޷ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部ࣼҐの平行ୟき　ମ部内面ޱ

౰۩ ・ࠟϔラφσ　ମ部֎面ԼҐϔラέズリ　ম土付ண 竈Րচ部 10ˋ SI198のഁ
片と઀߹　PL17

88 須恵器 甑 － （15.2）ʦ13.0ʧ長石・石ӳ 灰 良޷ ମ部֨子ୟき　ମ部ԼҐϔラέズリ　内面ϔラ
φσ ෴土Լ層 10ˋ

89 須恵器 円面硯 13.2 （4.1） － 長石・石ӳ・਑
ঢ়߭物 灰 良޷ 脚部に７条以上のӶい௜線　ಁし孔̐か所 ෴土Լ層 50ˋ　PL16

第 196 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 42 図）
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第 43 図　第 198 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図第 43 図　第 198 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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第198号住居跡出土遺物࡯؍ද（第43・44図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

90 須恵器 坏 13.4 4.3 8.2 長石・石ӳ・ࠇ
৭ཻ子 灰׊ 良޷ ମ部Լ୺手࣋ちϔラέズリ　ఈ部ϔラ書きʮχʯ চ面 90ˋ　PL15

91 須恵器 坏 ʦ12.0ʧ 3.8 ʦ7.2ʧ 長石・石ӳ・ࡉ᛽・
৭ཻ子ࠇ ԫ灰 良޷ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部Լ୺回సϔラέズޱ

リ　ఈ部回సϔラέズリ চ面 20ˋ

92 須恵器 坏 － （1.5） 6.0 長石・石ӳ・ࠇ৭
ཻ子 灰 良޷ ఈ部一方޲の手࣋ちϔラέズリ ෴土Լ層 20ˋ

93 須恵器 蓋 ʦ15.4ʧ（2.0） － 長石・石ӳ・ࠇ
৭ཻ子 灰 良޷ ఱҪ部回సϔラέズリ ෴土中 20ˋ

94 土師器 甕 ʦ19.8ʧ（19.4） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 ᒵ ී通 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部内面ϔラφσޱ ෴土Լ層 30ˋ　PL17

番号 器　種 ܘ小࠷ ܘ大࠷ 高さ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

%P63 支脚 3.8 5.9 （5.0） （130） 長石・石ӳ・ࡉ᛽・
੺৭ཻ子 φσ調整　௖部に޻۩ࠟ　一部ܽଛ ෴土中

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

%P60 土玉 1.8 1.7 0.35 4.3 長石・石ӳ φσ調整　一方޲からのઠ孔 ෴土中 PL22

%P61 土玉 2.1 1.4 0.5 6.2 長石・石ӳ φσ調整　上・Լ୺部ઠ孔後ϔラ੾り ෴土中 PL22

%P62 土玉 （2.0） 2.4 0.5 （10.8）長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 φσ調整　一方޲からのઠ孔 ෴土中 PL22

番号 種　別 器種 ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

TP １ 須恵器 甕 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫ灰 良޷ ֎面ԣҐの平行ୟき後φσ　内面同心円文の౰۩ࠟ চ面

第 44 図　第 198 号住居跡出土遺物࣮ଌ図
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第 200A 号住居跡（第 45・46 図）

Ґஔ　調査区中央部の̛̕g2 区，標高 26.2 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

ॏෳؔ܎　第 200#・216 号住居跡を掘りࠐΈ，第 194・213 号住居，第 895 号土坑に掘りࠐまれている。

໛ͱ形状　長࣠ن 4.36 ｍ，短࣠ 3.90 ｍの長方形で，主࣠方޲は̣－３ʄ－̬である。น高は 10cm で，ほぼ௚

立している。

চ　平ୱなషচで，中央部が౿Έݻめられている。షচは，平ୱに掘りくぼめた部分にローϜϒロοク，ম

土ཻ子，୸化ཻ子を含Ή第ᶃ・ᶄ層を埋土して構ஙされている。ೆ東コーφー部，ೆ੢コーφー部をআいて

นԼにはน溝が८っている。

竈　北น中央部に付設されている。ن模はขޱ部からԎ道部まで 106cm で，೩ম部෯は 56cm である。କ部

は，灰׊৭ཻ࠭，ローϜϒロοク，ম土ϒロοク，୸化ཻ子を含Ή第５・̒層を積Έ上͛て構ஙされている。

Րচ部ٴͼԎ道部は，କ部構ங後に第２～̐層を埋土して構ஙされており，চ面と同じ高さで，Րচ面は੺

มߗ化している。Ԏ道部はน֎に 24cm 掘りࠐまれ，Րচ部から֎܏して立ち上がっている。

第 45 図　第 200A 号住居跡࣮ଌ図
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土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　೪土ཻ子中ྔ，୸化ཻ子গྔ，ローϜϒロοク・
　　　　　　　　ম土ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭ ローϜཻ子・ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ

ᶃ　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク中ྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ᶄ　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ

竈土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ϒロοク・୸化ཻ子中ྔ，ローϜཻ子গྔ，
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク・೪土ཻ子中ྔ，ローϜཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子গྔ

ࠇ　̐ ׊ ৭　ম土ϒロοクଟྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子・೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
５　灰 ׊ ৭　灰׊৭ཻ࠭ଟྔ，ম土ϒロοクগྔ，ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍྔ
̒　҉ ׊ ৭ ローϜϒロοク中ྔ，ম土ϒロοクগྔ，୸化ཻ子ඍྔ

遺物出土状況　土師器片 274 点（坏 35，甕類 239），須恵器片 33 点（坏 23，甕̔，瓶２），土製品１点（土玉），

ম成೪土մ 12 点が出土している。また，ࠞ入した縄文土器 22 点（深鉢）も出土している。100 は竈Րচ部の

北部と北東部のচ面から出土した遺物が઀߹したものである。%P64 は੢部のচ面から出土している。96・98

は北੢部の෴土Լ層からচ面にかけてと，̥̐の෴土上層から出土した遺物が઀߹したものである。97 は竈

Րচ部北部の෴土Լ層，੢นとน溝間で確認した平ୱ部，̥１の෴土上層から出土した遺物が઀߹したもの

である。99 は෴土中から出土している。100 は，ഁ片が࠷大 3.5 ｍの間ִをもって出土しており，ഁࡅの後౤

。えられるߟされたものとغ

ϐοτ　̐か所。̥１～̥̐は深さ 28 ～ 50cm で，഑置から主柱穴である。

෴土　２層に分層できる。層ްがബく，ଯ積ঢ়گは不明である。第ᶃ・ᶄ層はషচの構ங土である。

第 46 図　第 200A 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

。えられるߟされたものとغ

第 46 図　第 200A 号住居跡出土遺物࣮ଌ図
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番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

96 須恵器 坏 ʦ13.4ʧ 4.3 － 長石・石ӳ・ࠇ
৭ཻ子 灰 良޷ ఈ部ଟ方޲のϔラέズリ ෴土Լ層～চ面

P ̐෴土上層 80ˋ　PL15

97 須恵器 坏 ʦ13.5ʧ 4.3 7.0 長石・石ӳ・Ӣ
฼ 灰 良޷ ఈ部一方޲の手࣋ちϔラέズリ ෴土Լ層～চ面

P １෴土上層 60ˋ　PL15

98 須恵器 坏 ʦ11.8ʧ 3.9 7.8 長石・石ӳ・Ӣ
฼ ԫ灰 良޷ ఈ部一方޲の手࣋ちϔラέズリ ෴土Լ層～চ面

P ̐෴土上層 40ˋ

99 須恵器 瓶 － （4.2） － 長石 ҉ԫ灰 良޷ ෴土中 10ˋ

100 土師器 甕 23.8 34.5 8.8 長石・石ӳ・Ӣ
฼・੺৭ཻ子 ᒵ ී通 部～ମ部ϔݞ縁部֎・内面ԣφσ　ମ部内面ޱ

ラφσ　ମ部֎面ԼҐϔラミΨΩ
竈Րচ部・

চ面 90ˋ　PL17

第 200A 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 46 図）

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

%P64 土玉 1.7 1.7 0.4 4.7 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 φσ調整　一方޲からのઠ孔 ෴土中 PL22

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈل前༿にൺ定できる。本跡の掘方調査で第 200 ̗号住居跡が確認できた。

長࣠方޲がۙࣅしており，本跡のน面が第 200 ̗号住居跡の֎ଆにあることから第 200 ̗号住居跡から֦ு

されているとߟえられ，北・東・ೆ・੢の̐方に，0.2 ～ 0.6 ｍ֦ுされている。

第 47 図　第 200# 号住居跡࣮ଌ図

第 200B 号住居跡（第 47 図）

Ґஔ　調査区中央部の̛̕g2 区，標高 26.3 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

֬ೝ状況　第 200A 号住居跡の掘方調査のࡍに確認した。

第 47 図　第 200# 号住居跡࣮ଌ図
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土૚ղઆ
１　灰 ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　２ ৭　ローϜϒロοクগྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

׊　３ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

竈土૚ղઆ
１　灰 ׊ ৭　ম土ϒロοクଟྔ，୸化物中ྔ，೪土ཻ子গྔ，
　　　　　　　　ローϜཻ子ඍྔ

２　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，ローϜཻ子ඍྔ
３　灰 ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

遺物出土状況　土師器片 24 点（坏̐，甕 20），須恵器片１点（甕）が出土しているが，いͣれもࡉ片のため

図ࣔできない。

ॴݟ　第 200A 号住居跡のน面が本跡の֎ଆにあることから，第 200A 号住居跡に֦ுされる以前の住居跡と

。えられるߟॳ಄とلから̔ੈ܎えられる。時期は，出土土器片やॏෳ関ߟ

෴土　３層に分層できる。֤層ともకまりがඇৗにڧいことから，第 202 ̖号住居へ֦ுが行Θれたࡍの埋

土とߟえられる。

ϐοτ　̥１は深さ 22cm で，ߗ化面の޿がりから出入りࢪޱ設に伴うϐοトであるՄೳੑが高い。主柱穴

は確認できなかったが，第 200A 号住居跡の主柱穴は，本跡の主柱穴がܧଓして使用されたものとߟえられる。

竈土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ，ローϜϒロοク・୸化ཻ子・೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，ローϜϒロοク・೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ϒロοク・୸化ཻ子গྔ，
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍྔ
̐　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロοク中ྔ，୸化ཻ子গྔ，ローϜϒロο
　　　　　　　　クඍྔ
５　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク中ྔ，ローϜϒロοクগྔ，୸化ཻ
　　　　　　　　子ඍྔ

̒　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロοク中ྔ，୸化物গྔ，ローϜཻ子ඍྔ
ࠇ　７ ׊ ৭　ম土ϒロοク中ྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
̔　੺ ׊ ৭　ম土ϒロοクଟྔ，೪土ཻ子গྔ，ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍྔ
׊　̕ ৭　ম土ཻ子中ྔ，ローϜཻ子・೪土ཻ子গྔ，୸化     
   　　　　　　　ཻ子ඍྔ
ࠇ　10 ׊ ৭　ローϜϒロοク・೪土ϒロοク・ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子গྔ
11　੺ ׊ ৭　ম土ϒロοクଟྔ，ローϜϒロοクগྔ，೪土ϒ
　　　　　　　　ロοクඍྔ

第205号住居跡（第48・49図）

Ґஔ　調査区東部の̛̕f4 区，標高 26.2 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

ॏෳؔ܎　第 192・212 号住居に掘りࠐまれている。

໛ͱ形状　ೆ北࣠ن 3.88 ｍ，東੢࣠ 3.65 ｍの方形で，主࣠方޲は̣－ 22 ʄ－̬である。น高は 12 ～ 26cm で，

ほぼ௚立している。

চ　平ୱで，ߗ化面は確認できなかった。

竈　北น中央部に付設されている。ن模はขޱ部からԎ道部まで 90cm で，೩ম部෯は 39cm である。କ部は，

೪土ཻ子を含Ή第̔～ 13 層を積Έ上͛て構ஙされている。Րচ部は，କ部構ங後に，第̒・７層を埋土して

構ஙされており，চ面と同じ高さで，Րচ面は੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎に 20cm 掘りࠐまれ，Րচ

部から֎܏して立ち上がっている。

ॏෳؔ܎　第 216 号住居跡を掘りࠐΈ，第 200A 号住居に掘りࠐまれている。

໛ͱ形状　長࣠ن 3.40 ｍ，短࣠ 3.06 ｍの長方形で，主࣠方޲は̣－５ʄ－Ｅである。น高は̒～̔cm で，ほ

ぼ௚立している。

চ　平ୱで，中央部が౿Έݻめられている。

竈　北น中央部に付設されている。Րচ部とԎ道部のΈ確認できた。ن模はขޱ部からԎ道部まで 82cm で，

೩ম部෯は 54cm である。Րচ部はচ面と同じ高さを使用しており，Րচ面は੺มߗ化している。Ԏ道部は

น֎に 42cm 掘りࠐまれ，Րচ部から֎܏して立ち上がっている。第１層上面でՐচ面を確認した。第１～

３層は，Րচ部ٴͼԎ道部の構ங土である。
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土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭ ローϜϒロοクগྔ，ম土ϒロοク・୸化ཻ子ඍྔ ２　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク・୸化物গྔ，೪土ཻ子ඍྔ

遺物出土状況　土師器片 73 点（坏 10，甕 63），須恵器片２点（坏，蓋），土製品３点（土玉２，支脚１）が

出土している。%P67 は竈Րচ部から出土しており，遺غされたものとߟえられる。101 は竈ࠨକ付ۙのচ面，

%P65・%P66 は北東部の෴土Լ層，102 は竈の෴土中層から，それͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈل前༿にൺ定できる。

ϐοτ　̐か所。̥１～̥̐は深さ 44 ～ 57cm で，഑置から主柱穴である。

෴土　２層に分層できる。֤層にローϜϒロοク・ম土ϒロοク・୸化物なͲが含まれていることから，埋

め໭されている。

12　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク・೪土ཻ子中ྔ，ローϜϒロοクগ
　　　　　　　　ྔ，୸化ཻ子ඍྔ

ࠇ　13 ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ

第 48 図　第 205 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図第 48 図　第 205 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

101 土師器 坏 13.6 4.7 － 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 明੺׊ ී通 　縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラέズリޱ

ମ部内面ԣφσ চ面 80ˋ　PL15

102 須恵器 蓋 15.3 3.0 － 長石・石ӳ・Ӣ
฼ 灰白 良޷ ఱҪ部回సϔラέズリ後，ͭまΈషり付け ෴土中層 90ˋ　PL16

番号 器　種 ܘ小࠷ ܘ大࠷ 高さ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

%P67 支脚 4.0 （8.2） （4.0） （740） 長石・石ӳ・Ӣ฼・
᛽・੺৭ཻ子ࡉ ϔラέズリ後φσ 竈Րচ部 PL23

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

%P65 土玉 2.6 2.0 0.6 12.4 長石・石ӳ φσ調整 ෴土Լ層 PL22

%P66 土玉 2.6 2.0 1.2 （11.8）長石・石ӳ φσ調整　ೋ方޲からのઠ孔　一部ܽଛ ෴土Լ層 PL22

第205号住居跡出土遺物࡯؍ද（第48・49図）

竈土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　೪土ཻ子ଟྔ，ম土ཻ子গྔ，ローϜཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，ローϜཻ子ඍྔ
׊　３ ৭　ম土ཻ子・ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　̐ ৭　೪土ཻ子中ྔ，ローϜཻ子・ম土ཻ子গྔ，୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
׊　５ ৭　ম土ϒロοクଟྔ，೪土ཻ子中ྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　̒ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子ଟྔ，೪土ཻ子গྔ，ローϜ
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
７　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロοクଟྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子・೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
׊　̔ ৭ ೪土ཻ子ଟྔ，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
̕　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・୸化ཻ子গྔ，ম土ཻ子・೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ

׊　10 ৭　೪土ཻ子ଟྔ，ম土ϒロοク・ローϜཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
11　҉ ׊ ৭ ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
׊　12 ৭ ೪土ཻ子中ྔ，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
13　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ϒロοク・୸化ཻ子গྔ，
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍྔ
14　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロοクଟྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子গྔ
15　にͿいԫ׊৭　೪土ཻ子中ྔ，ローϜཻ子・ম土ཻ子গྔ，୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
16　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロοクଟྔ，୸化ཻ子中ྔ，ローϜཻ子গ
　　　　　　　　ྔ，೪土ཻ子ඍྔ
17　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロοク・ローϜཻ子中ྔ，୸化物গྔ

第 217 号住居跡（第 50 ～ 52 図）
Ґஔ　調査区東部の̛̕f5 区，標高 26.2 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

ॏෳؔ܎　第 192 号住居跡を掘りࠐΈ，第 219 号住居に掘りࠐまれている。

໛ͱ形状　長࣠ن 3.20 ｍ，短࣠ 3.14 ｍの۱ؙ方形で，主࣠方޲は̣－ 15 ʄ－̬である。น高は 27 ～ 36cm で，

ほぼ௚立している。

চ　平ୱで，นࡍをআいて౿Έݻめられている。นԼにはน溝が८っている。

竈　北น中央部に付設されている。ن模はขޱ部からԎ道部まで 108cm で，೩ম部෯は 51cm である。Րচ

部は，皿ঢ়に掘りくぼめた部分に第 16・17 層を埋土して構ஙされている。କ部は，Րচ部構ங後に第７～ 15

層を積Έ上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面から７cm ほͲくぼんでおり，Րচ面は੺มߗ化している。Ԏ

道部はน֎に 45cm 掘りࠐまれ，Րচ部から֎܏して立ち上がっている。

第 49 図　第 205 号住居跡出土遺物࣮ଌ図第 49 図　第 205 号住居跡出土遺物࣮ଌ図
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土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭ ম土ཻ子中ྔ，ローϜϒロοク・୸化物গྔ
２　҉ ׊ ৭ ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子গྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
ࠇ　̐ ׊ ৭　ম土ϒロοク・ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子・೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ

５　҉ ׊ ৭　೪土ཻ子中ྔ，ローϜϒロοク・୸化物・ম土ཻ
　　　　　　　　子গྔ
ࠇ　̒ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ϒロοク・୸化ཻ子গྔ，
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　７ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ

遺物出土状況　土師器片 480 点（坏 41，鉢１，甕 435，手捏土器３），須恵器片 53 点（坏 44，高台付坏１，蓋̐，

甕２，甑２），土製品２点（支脚），ম成೪土մ 13 点が，෴土中層からԼ層にかけてࢄ在したঢ়ଶで出土している。

また，ࠞ入した縄文土器 125 点（深鉢）も出土している。110・111 は竈Րচ部の北部，104 はೆ部のচ面と

෴土上層，108 は北部，105 は੢部，106・109 は北東部の෴土Լ層，64・107 は੢部，113 は北東部の෴土中層，

112 は竈ӈକ付ۙ，%P51 ～ %P53 は੢部の෴土上層，65，114・115・116・174・%P50 は෴土中から，それ

ͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈل中༿にൺ定できる。

ϐοτ　̥１は深さ 40cm で，഑置から主柱穴である。

෴土　７層に分層できる。ଟくの層にローϜϒロοクが含まれていることから，埋め໭されている。

第 50 図　第 217 号住居跡࣮ଌ図

B
˄

&
˄ $

˄

' '˄

A

D

B $
&

A A˄

& &˄ ' '˄

B
˄ $
˄

D
˄

D$B

108

110

106

109

113

111

112

107

105%P53
%P52

%P51
64

104

'9H5

4*�192
4*�219
P6

4*�219

P1
D˄

A˄

26�4N

26�2N

1
1

1 1

7

4 45 5
6 6

17
171715

13

12 8 9

10
1114

16

3

3

7

7

2

2

7

1

3

2

4
5
6

11
1

10
8

11
2

10
9

11
3

10
7

10
5

64
10
4

10
6

%
P
53

%
P
52

%
P
51

11
0



－ 68 －

第 51 図　第 217 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）
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番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

64 須恵器 坏 － （3.2） ʦ9.6ʧ 長石・石ӳ・Ӣ
฼・ࠇ৭ཻ子 灰ԫ 良޷ ఈ部一方޲の手࣋ちϔラέズリ ෴土中層 30ˋ

104 須恵器 坏 12.2 3.4 8.4 長石・石ӳ・਑
ঢ়߭物 灰 良޷ ମ部Լ୺回సϔラέズリ　ఈ部回సϔラέズリ

ग๽ࠟ
চ面・

෴土上層 95ˋ　PL15

105 須恵器 坏 ʦ10.8ʧ 4.3 ʦ6.7ʧ 長石・石ӳ 灰 良޷ ମ部Լ୺手࣋ちϔラέズリ　ఈ部一方޲の手࣋
ちϔラέズリ ෴土Լ層 10ˋ

106 須恵器 蓋 17.0 4.4 － 長石・石ӳ・ࠇ
৭ཻ子 ԫ灰 良޷ ఱҪ部回సϔラέズリ後，ͭまΈషり付け ෴土Լ層 90ˋ

107 土師器 鉢 ʦ11.3ʧ（8.9） － 長石・石ӳ ᒵ ී通 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラέズリ後ޱ
φσ　ମ部内面φσ ෴土中層 20ˋ

108 須恵器 甕 ʦ24.5ʧ（7.0） － 長石・石ӳ・ࠇ
৭ཻ子 灰 良޷ ෴土Լ層 10ˋ　PL17

109 須恵器 甕 ʦ28.0ʧ（14.3） － 長石・石ӳ・ࠇ
৭ཻ子 灰 良޷ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部ԣҐの平行ୟき　ମޱ

部内面ϔラφσ・ࢦ಄ࠟ　ମ部ԼҐϔラέズリ ෴土Լ層 10ˋ

65 土師器 小形甕 ʦ11.6ʧ（5.0） － 長石・石ӳ・਑
ঢ়߭物 ᒵ ී通 縁部֎・内面ԣφσޱ ෴土中 20ˋ

110 土師器 小形甕 11.7 14.0 7.2 長石・石ӳ・ࡉ
᛽ 明੺׊ ී通 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎・内面ϔラφσޱ 竈Րচ部

北部 95ˋ　PL17

111 土師器 小形甕 10.4 （7.9） － 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 ᒵ ී通 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面φσ　ମ部内ޱ

面ϔラφσ 竈Րচ部 30ˋ

112 土師器 小形甕 － （6.3） ʦ5.0ʧ 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 ᒵ ී通 ֎面φσ　内面ϔラφσ ෴土上層 30ˋ

174 土師器 小形甕 ʦ11.6ʧ（5.0） － 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 ᒵ ී通 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部内面ϔラφσޱ ෴土中 20ˋ

116 須恵器 甑 － （10.9）ʦ14.4ʧ長石・石ӳ・ࠇ
৭ཻ子 灰 良޷ ࣼҐの平行ୟき後ϔラέズリ　内面ϔラφσ ෴土中 10ˋ

113 土師器 手捏土器 ʦ6.8ʧ 3.9 5.6 長石・石ӳ・Ӣ
฼ ᒵ ී通 ֎・内面φσ ෴土中層 50ˋ　PL16

114 土師器 手捏土器 － （3.0） 5.8 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 明੺׊ ී通 ֎・内面ࢦ಄ࠟ ෴土中 50ˋ　PL16

115 土師器 手捏土器 ʦ9.0ʧ 3.8 ʦ7.6ʧ 長石・石ӳ 灰ԫ׊ ී通 ֎面φσ　内面ϔラφσ ෴土中 10ˋ

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

%P50 土玉 2.3 1.7 0.5 8.5 長石・石ӳ φσ調整　上・Լ୺部ઠ孔後ϔラ੾り ෴土中 PL23

%P51 土玉 2.3 1.6 0.5 9.1 長石・石ӳ φσ調整　上・Լ୺部ઠ孔後ϔラ੾り ෴土上層 PL23

%P52 土玉 3.1 2.4 0.6 21.4 長石・石ӳ φσ調整　上・Լ୺部ઠ孔後ϔラ੾り ෴土上層 PL23

%P53 土玉 4.4 2.9 0.7 52.3 長石・石ӳ φσ調整　޻۩ࠟ　上・Լ୺部ϔラ੾り後ઠ孔 ෴土上層 PL23

第217号住居跡出土遺物࡯؍ද（第51・52図）

第 52 図　第 217 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）
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第 221 号住居跡（第 53 ～ 55 図）

Ґஔ　調査区北部の̛̕d2 区，標高 26.3 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

֬ೝ状況　第 202A 号住居跡の調査時に，これを掘りࠐんでいるとΈられる竈の一部と柱穴を確認した。第

202A 号住居跡からの出土遺物にも明らかな時期ࠩが認められたため，それらの出土ঢ়گをݕ౼した݁Ռから，

第 202A 号住居跡Αりも新しい時期の住居が存在したものと൑அした。

ॏෳؔ܎　第 202A・202# 号住居跡を掘りࠐんでいる。

گ模は不明であるが，柱穴と竈のҐ置，遺物の出土ঢ়نんでしまったため明確なࠐ໛ͱ形状　น面を掘りن

から，一辺̐ｍほͲの方形と推定され，主࣠方޲は̣－７ʄ－̬である。

চ　竈のՐচ面から，標高 25.7 ｍ付ۙにচ面が存在したものと推定される。ߗ化面・น溝は確認できなかった。

竈　北น中央部に付設されていたと推定される。Րচ部はচ面と推定される高さから̔cm ほͲ高まっており，

第 53 図　第 221 号住居跡࣮ଌ図
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竈土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ，ローϜཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
２　にͿいԫ׊৭　࣭࠭೪土ϒロοクগྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
３　に Ϳ い ׊ ৭　࣭࠭೪土ϒロοクଟྔ，ম土ϒロοク中ྔ，୸化
　　　　　　　　ཻ子গྔ，ローϜϒロοクඍྔ
ࠇ　̐ ׊ ৭　ম土ϒロοク中ྔ，ローϜϒロοク・࣭࠭೪土ϒ
　　　　　　　　ロοク・୸化ཻ子গྔ
５　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοクଟྔ，ローϜϒロοク・୸化ཻ子গ
　　　　　　　　ྔ，೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　̒ ׊ ৭　೪土ཻ子ଟྔ，୸化ࡐ・ম土ཻ子গྔ，ローϜϒ
　　　　　　　　ロοクඍྔ

７　にͿい੺׊৭　ম土ཻ子・೪土ཻ子ଟྔ，୸化ཻ子中ྔ，ローϜ
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
̔　灰 ׊ ৭ ୸化ࡐ・ম土ཻ子・೪土ཻ子中ྔ，ローϜཻ子ඍྔ
̕　灰 ׊ ৭　೪土ཻ子ଟྔ，ম土ϒロοク・୸化物中ྔ，ロー
　　　　　　　　Ϝཻ子ඍྔ
ࠇ　10 ׊ ৭　ローϜϒロοク・୸化物・ম土ཻ子গྔ
11　҉ ׊ ৭　೪土ཻ子中ྔ，ローϜϒロοクগྔ，ম土ཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍྔ

遺物出土状況　土師器片̐点（坏１，甕３），須恵器片̒点（坏３，高台付坏１，円面硯１，不明１），土製

品 10 点（土玉），鉄製品２点（鏃，不明）が出土している。%P75 は̥２の෴土上層，%P78 は中央部，%P76

は東部，%P70 はೆ東部，%P74・%P77 はೆ部，%P71 は੢部のচ面から，それͧれ出土している。̢５は

ೆ੢部，%P73・117 は੢部，%P72 は北੢部の෴土Լ層，̢̐は中央部，%P79 はೆ東部の෴土上層，118・

119・120・121・122・236 は෴土中から，それͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈل前༿にൺ定できる。

ϐοτ　５か所。̥１～̥̐は深さ 60 ～ 70cm ほͲと推定され，഑置から主柱穴である。̥５は深さ 50cm

ほͲと推定され，主柱穴とのҐ置関܎から出入りࢪޱ設に伴うϐοトとߟえられる。

෴土　上層は࣭ۉな҉׊৭土がଯ積していたことから自વଯ積，中層以ԼはローϜϒロοクを含んでいたこ

とから埋め໭されたとߟえられる。

Ԏ道部はน֎に 80cm ほͲ掘りࠐまれ，Րচ部から؇やかにࣼ܏して立ち上がっている。第 10・11 層は，Ր

চ部ٴͼԎ道部の構ங土である。

第 54 図　第 221 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）
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番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

117 土師器 坏 12.3 3.0 － 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 明੺׊ ී通 ମ部Լ୺からఈ部手࣋ちϔラέズリ ෴土Լ層 70ˋ　PL15

118 須恵器 坏 ʦ14.0ʧ 3.8 ʦ8.0ʧ 長石・石ӳ・Ӣ
฼・ࠇ৭ཻ子 ԫ灰 良޷ ఈ部手࣋ちϔラέズリ ෴土中 30ˋ

119 須恵器 坏 ʦ12.8ʧ 3.8 ʦ7.6ʧ 長石・石ӳ・ࠇ
৭ཻ子 ԫ灰 良޷ ମ部Լ୺回సϔラέズリ　ఈ部回సϔラέズリ ෴土中 10ˋ

120 須恵器 坏 － （1.9） ʦ7.0ʧ 長石・石ӳ 灰 良޷ ମ部Լ୺回సϔラέズリ　ఈ部回సϔラέズリ
後φσ ෴土中 10ˋ

121 須恵器 盤ϱ － （1.7） ʦ8.9ʧ 長石・石ӳ・ࠇ
৭ཻ子 灰 良޷ ఈ部回సϔラέズリ ෴土中 20ˋ

122 須恵器 円面硯 － （4.2） － 長石・石ӳ 灰׊ 良޷ 脚部　ಁし孔一部࢒存 ෴土中 ５ˋ　PL16

236 須恵器 不明 － （3.0）ʦ18.0ʧ長石・石ӳ・ࠇ
৭ཻ子 灰 良޷ ෴土中 ５ˋ　PL16

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

%P70 土玉 1.1 1.0 0.3 1.0 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 φσ調整　一方޲からのઠ孔 চ面 PL23

%P71 土玉 2.2 1.9 0.5 7.8 長石・石ӳ φσ調整　一方޲からのઠ孔 চ面 PL23

%P72 土玉 2.1 1.8 0.4 8.9 長石・石ӳ φσ調整　上・Լ୺部ϔラ੾り後ઠ孔 ෴土Լ層 PL23

%P73 土玉 2.1 1.8 0.4 9.0 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 φσ調整　一方޲からのઠ孔 ෴土Լ層 PL23

%P74 土玉 2.3 2.0 0.3 10.4 長石・石ӳ φσ調整　上・Լ୺部ϔラ੾り後ઠ孔　ࠟࡲ চ面 PL23

%P75 土玉 2.3 1.9 0.5 9.9 長石・石ӳ φσ調整　上・Լ୺部ઠ孔後ϔラ੾り ̥２෴土上層 PL23

%P76 土玉 3.6 3.5 0.6 41.6 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 έズリ後φσ調整　上୺部ઠ孔後ϔラ੾り　一方޲からのઠ孔 চ面 PL23

%P77 土玉 4.0 3.5 0.8 （55.6）長石・石ӳ・੺
৭ཻ子

έズリ後φσ調整　上・Լ୺部ઠ孔後ϔラ੾り　一方޲からの
ઠ孔　一部ܽଛ চ面 PL23

%P78 土玉 3.9 3.2 0.8 49.6 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子

έズリ後φσ調整　上・Լ୺部ઠ孔後ϔラ੾り　一方޲からの
ઠ孔 চ面 PL23

%P79 土玉 4.0 3.4 0.7 51.3 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子

έズリ後φσ調整　ࢦ಄ࠟ　上・Լ୺部ઠ孔後ϔラ੾り　一方
からのઠ孔޲ ෴土上層 PL23

第 221 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 54・55 図）

番号 器種 長さ ෯ ްさ ॏྔ ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

̢̐ 不明
鉄製品 （5.2） 1.1 0.4 ～

0.7 （9.0） 鉄 அ面ପ円形 ෴土上層 PL24

̢５ 鏃ϱ （5.5） 0.4 0.4 （7.0） 鉄 அ面方形 ෴土Լ層 PL24

第 55 図　第 221 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）
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土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ ２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ，ম土ཻ子ඍྔ

第 843 号土坑（第 56 図）

Ґஔ　調査区੢部の̛̔e9 区，標高 26.3 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

ܘ໛ͱ形状　長ن 0.83 ｍ，短ܘ 0.72 ｍのପ円形で，長ܘ方޲は̣－ 37 ʄ－̬である。深さ 28cm で，ఈ面は

平ୱであり，นは֎܏して立ち上がっている。

遺物出土状況　須恵器片２点（坏，長頸瓶），ম成೪土մ７点が出土している。また，ࠞ入した縄文土器片２

点（深鉢）も出土している。123 は中央部，86 はೆ部の෴土中層，ম成೪土մは෴土上層から中層にかけて，

それͧれ出土している。86 は，第 196 号住居跡から出土した遺物との઀߹関܎を確認できた。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈل後༿にൺ定できる。

෴土　２層に分層できる。֤層にローϜϒロοクが含まれていることから，埋め໭されている。

　ᾈ　土坑

ද̐　奈良時代竪穴住居跡一ཡද

番号 Ґ 置 平面形 主࣠方޲
模　ن น 高

（cm）
চ面 น溝

内　部　ࢪ　設
෴土 主な出土遺物 時　期

උ　ߟ

ॏෳ関܎（古ˠ新）長࣠×短 （࣠ｍ） 主柱穴 出入ޱ ϐοト ࿍・竈 ஷ蔵穴

14 ̛̔f8 長方形 ̣－ 12 －˃̬ 7.12 × 6.40 14 平ୱ 一部 ３ － ３ 竈１ － 人ҝ 土師器片，須恵器片，
刀子 前༿لੈ̔

SI22 ˠ本　跡
ˠ SI5，S#24，
S,845・865・
866・872・875・
877・881・905

192 ̛̕f5 ۱ؙ方形 ̣－ 11 －˃̬ 3.59 × 3.54 29 平ୱ － － － － 竈１ － 人ҝ 須恵器片 中༿لੈ̔ SI205 ˠ 本 跡
ˠ SI217・219

194 ̛̕f3 方形 ̣－ 10 －˃̬ 3.64 × 3.60 ̒～ 18 平ୱ － ３ １ － 竈１ － 人ҝ 土師器片，須恵器片，
支脚，紡錘車，鉄滓 中༿لੈ̔

SI200A・216 ˠ
本 跡 ˠ SI212・
213・214

195 ̛̔h0 方形 ̣－ ̒ －˃Ｅ 4.62 × 4.34 ７～ 19 平ୱ 一部 ̐ １ － 竈１ － 人ҝ 土師器片，須恵器片，
土玉 前༿لੈ̔ SI201 ˠ 本 跡

ˠ S,765
196 ̛̕f1 長方形 ̣－ 15 －˃̬ 3.77 × 3.33 28 平ୱ શ周 － １ － 竈１ － 人ҝ 土師器片，須恵器片，

土玉 後༿لੈ̔ SI208A ˠ 本 跡
ˠ S#22・25

198 ̛̕i1 ۱ؙ方形 ̣－ 11 －˃̬ 4.00 × 3.75 15 平ୱ － ̐ １ ２ 竈１ － 人ҝ 土師器片，須恵器片，
土玉，支脚 後༿لੈ̔ SI170，S,904 ˠ

本　跡

200A ̛̕g2 長方形 ̣－ ３ －˃̬ 4.36 × 3.90 10 平ୱ ほ ぼ
શ周 ̐ － － 竈１ － 不明 土師器片，須恵器片，

土玉 前༿لੈ̔
SI216 ˠ 本 跡
ˠ SI194・213，
S,895

200# ̛̕g2 長方形 ̣－ ５ －˃Ｅ 3.40 × 3.06 ̒～̔ 平ୱ － － １ － 竈１ － 人ҝ 土師器片，須恵器片 ॳ಄لੈ̔ SI216 ˠ本　跡

205 ̛̕f4 方形 ̣－ 22 －˃̬ 3.88 × 3.65 12 ～ 26 平ୱ － ̐ － － 竈１ － 人ҝ 土師器片，須恵器片，
土玉，支脚 前༿لੈ̔ 本 跡 ˠ SI192・

212・217
217 ̛̕f5 ۱ؙ方形 ̣－ 15 －˃̬ 3.20 × 3.14 27 ～ 36 平ୱ શ周 １ － － 竈１ － 人ҝ 土師器片，須恵器片，

支脚 中༿لੈ̔ SI192・205 ˠ
本　跡ˠ SI219

221 ̛̕d2 ʦ方形ʧ ̣－ ７ －˃̬ʦ4.00ʧ×ʦ4.00ʧ － － － ̐ １ － 竈１ － 自વ・
人ҝ

土師器片，須恵器片，
土玉 前༿لੈ̔ SI200A ˠ本　跡

第 56 図　第 843 号土坑・出土遺物࣮ଌ図
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土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ

第 877 号土坑（第 57 図）

Ґஔ　調査区੢部の̛̔f8 区，標高 26.0 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

ॏෳؔ܎　第 14 号住居跡を掘りࠐΈ，第 24 号掘立柱建物跡に掘りࠐまれている。

ܘ໛ͱ形状　長ن 0.98 ｍ，短ܘ 0.72 ｍのପ円形で，長ܘ方޲は̣－ 15 ʄ－̬である。深さ 18cm で，ఈ面は

Ԝತがあり，นは֎܏して立ち上がっている。

遺物出土状況　土師器片̕点（甕），須恵器片３点（坏２，甕１），ম成೪土մ１点が出土している。また，

ࠞ入した古墳時代の土師器片１点（坏）も出土している。125 は中央部の෴土上層から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器やॏෳ関܎から，̔ੈل後൒とߟえられる。

෴土　୯一層である。ローϜϒロοクが含まれていることから，埋め໭されている。

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

125 須恵器 甕 ʦ24.0ʧ（2.3） － 長石・石ӳ 灰白 良޷ ෴土上層 ５ˋ

第 877 号土坑出土遺物࡯؍ද（第 57 図）

ද５　奈良時代土坑一ཡද

番号 Ґ 置 長ܘ方޲ 平 面 形
模　　　　ن

ఈ　面 น　面 ෴　土 主 な 出 土 遺 物
උ　ߟ

ॏෳ関܎（古ˠ新）長ܘ×短ܘ（ｍ） 深さ（cm）

843 ̛̔e9 ̣－ 37 －˃ W ପ円形 0.83 × 0.72 28 平ୱ ܏֎ 人ҝ 須恵器片 －

877 ̛̔f8 ̣－ 15 －˃ W ପ円形 0.98 × 0.72 18 Ԝತ ܏֎ 人ҝ 土師器片，須恵器片 SI14 ˠ 本 跡
ˠ S#24

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

123 須恵器 坏 － （0.8） 6.4 長石・石ӳ・੺৭ཻ
子・ࠇ৭ཻ子 灰׊ 良޷ ମ部Լ୺手࣋ちϔラέズリ　ఈ部ଟ方޲の手࣋

ちϔラέズリ後φσ ෴土中層 10ˋ

第 843 号土坑出土遺物࡯؍ද（第 56 図）

第 57 図　第 877 号土坑・出土遺物࣮ଌ図
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３　平安時代の遺構と遺物

　　౰時代の遺構は，竪穴住居跡７軒，掘立柱建物跡５棟，土坑３基を確認した。ܧଓ調査の遺構に関しては，

　本報告に伴い，年代のߟ࠶や，一部の遺構番号の付けସえを行った。以Լ，遺構ٴͼ遺物にͭいて記ड़する。

第̐号住居跡（第 58 図）

Ґஔ　調査区੢部の F ̔c8 区，標高 26.2 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

֬ೝ状況　੢部にͭいては平成 18 年度に調査し，h 第 308 集ʱにおいて報告している。東部にͭいては平成

21 年度に調査したが，࡟平をडけていたため掘りࠐΈやচ面は確認できͣ，遺物も出土していない。

ॏෳؔ܎　 第 10 号住居跡を掘りࠐΈ，第１・79・80 号土坑に掘りࠐまれている。

－は̣޲໛ͱ形状　前回の報告݁Ռから，一辺が̐ｍの方形で，主࣠方ن 14 ʄ－ W と推定できる。

遺物出土状況　遺物は出土していない。

ॴݟ　時期は，h 第 308 集ʱにおいて 10 。中༿にൺ定されているلੈ

　ᾇ　竪穴住居跡

第 58 図　第̐号住居跡࣮ଌ図

第̑号住居跡（第 59 図）

Ґஔ　調査区੢部の̛̔f7 区，標高 26.4 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

֬ೝ状況　大部分は平成 18 年度に調査し，h 第 308 集ʱにおいて報告されている。ೆ東コーφー部の調査を

平成 21 年度に࣮ࢪした。

ॏෳؔ܎　 第 14・18 号住居跡を掘りࠐΈ，第 24 号掘立柱建物跡に掘りࠐまれている。

໛ͱ形状　長࣠ن 5.04 ｍ，短࣠ 4.54 ｍの長方形で，主࣠方޲は̣－１ʄ－̬で，น高は 22 ～ 32cm である。

遺物出土状況　土師器片 37 点（坏 11，皿１，甕 24，不明１），須恵器片２点（坏，甕），土製品１点（土玉），

椀ঢ়滓１点が出土している。また，ࠞ入した縄文土器片２点（深鉢）も出土している。遺物は，す΂て෴土

中から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕ੈل中༿にൺ定できる。
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番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

126 須恵器 坏 ʦ12.2ʧ（3.0） － 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 ઙԫᒵ 良޷ 内面ຎ໣ ෴土中 ５ˋ

127 須恵器 坏 ʦ12.8ʧ（2.8） － 長石・石ӳ・Ӣ฼ 灰白 良޷ ෴土中 ５ˋ

128 土師器 小形甕 ʦ13.0ʧ（5.9） － 長石・石ӳ・Ӣ
฼ にͿい׊ ී通 縁部֎・内面ԣφσޱ ෴土中 ５ˋ

129 土師器 小形甕 ʦ14.8ʧ（3.9） － 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 縁部֎・内面ԣφσ　内面ϔラφσޱ ෴土中 ５ˋ

第５号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 59 図）

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏྔ ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

̢̒ 椀ঢ়滓 3.6 5.3 2.5 75.7 鉄 ෴土中 PL24

第 59 図　第５号住居跡・出土遺物࣮ଌ図

第10号住居跡（第60図）
Ґஔ　調査区੢部の F8c8 区，標高 26.1 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

֬ೝ状況　੢部は平成 18 年度に調査し，h 第 308 集ʱにおいて報告されている。東部にͭいては平成 21 年度
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に調査を࣮ࢪしたが，࡟平をडけていたため，一部の掘りࠐΈやচ面が確認できなかった。

ॏෳؔ܎　第̕号住居跡を掘りࠐΈ，第̐号住居に掘りࠐまれている。

，は̣－２ʄ－̬で޲がりから一辺̐ｍほͲの方形と推定される。主࣠方޿められたচ面のݻ໛ͱ形状　౿Έن

น高は１cm である。

চ　平ୱで，中央部が౿Έݻめられている。

遺物出土状況　土師器片 41 点（坏 17，甕 24），須恵器片 11 点（蓋１，甕 10），灰釉陶器片２点（椀，長頸瓶）

が出土している。また，ࠞ入した縄文土器片２点（深鉢）も出土している。遺物はす΂て෴土中から出土し

ている。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕ੈل後༿にൺ定できる。

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

130 土師器 坏 ʦ13.8ʧ（3.9） － 長石・石ӳ・਑ঢ়
߭物・੺৭ཻ子 ᒵ ී通 内面ϔラミΨΩ　 ෴土中 ５ˋ

131 土師器 椀ϱ ʦ14.8ʧ（3.3） － 長石・石ӳ・਑ঢ়
߭物・੺৭ཻ子 ᒵ ී通 ֎・内面ຎ໣ ෴土中 ５ˋ

第 10 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 60 図）

第 60 図　第 10 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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第 212 号住居跡（第 61・62 図）

Ґஔ　調査区中央部の F ̕f4 区，標高 26.2 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

ॏෳؔ܎　第 194・205 号住居跡を掘りࠐΈ，第 213・214 号住居に掘りࠐまれている。

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

132 土師器 蓋 － （2.0） － 長石・石ӳ・਑ঢ়
߭物・੺৭ཻ子 ᒵ ී通 内面ϔラミΨΩ　ͭまΈ部剥落 ෴土中 10ˋ

133 須恵器 高盤ϱ － （1.4）ʦ12.0ʧ長石・石ӳ 灰 良޷ ෴土中 ５ˋ

134 須恵器 甕 ʦ22.0ʧ（3.8） － 長石・石ӳ・Ӣ
฼ ԫ灰 良޷ ෴土中 ５ˋ

ॏෳؔ܎　第 194・205 号住居跡を掘りࠐΈ，第 213・214 号住居に掘りࠐまれている。

第 61 図　第 212 号住居跡࣮ଌ図
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土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ཻ子中ྔ，ローϜϒロοクগྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク中ྔ，ম土ཻ子ඍྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
׊　̐ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
ࠇ　５ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ϒロοク・୸化ཻ子ඍྔ

ࠇ　̒ ׊ ৭　ローϜϒロοク中ྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　７ ׊ ৭　ローϜϒロοク中ྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
̔　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク中ྔ
ࠇ　̕ ׊ ৭ ローϜϒロοク中ྔ，ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　10 ׊ ৭　ローϜཻ子中ྔ，ম土ཻ子ඍྔ

竈土૚ղઆ
１　灰 ׊ ৭　೪土ཻ子中ྔ，ローϜཻ子・ম土ཻ子গྔ
２　灰 ׊ ৭ ローϜϒロοク・ম土ϒロοク・೪土ཻ子গྔ
３　灰 ׊ ৭　೪土ཻ子中ྔ，ম土ϒロοクগྔ
̐　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子গྔ
５　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ
̒　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ・ম土ཻ子ඍྔ

７　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ，ম土ཻ子ඍྔ
ࠇ　̔ ׊ ৭　ম土ཻ子中ྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子গྔ
̕　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子中ྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子গྔ
10　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ，୸化ཻ子ඍྔ
11　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গྔ

遺物出土状況　土師器片 343 点（坏 163，高台付坏７，高台付皿 13，甕 160），須恵器片 68 点（坏 18，蓋３，

甕 46，円面硯１），灰釉陶器片１点（長頸瓶），土製品３点（置き竈２，土玉１）が，෴土Լ層を中心にࢄ在

したঢ়ଶで出土している。また，ࠞ入した縄文土器片̕点（深鉢），土師器片 29 点（坏）も出土している。

137 は P １の෴土上層，%P54 は北੢部の෴土Լ層から出土している。

ॴݟ　時期は，出土遺物から̕ੈل後༿にൺ定できる。

ϐοτ　５か所。̥１～̥̐は深さ 28 ～ 80cm で，഑置から主柱穴である。̥５は深さ 26cm で，ੑ ֨不明である。

෴土　10 層に分層できる。ϒロοクঢ়のଯ積ঢ়گをࣔしていることから，埋め໭されている。

໛ͱ形状　ೆ部を第ن 214 号住居に掘りࠐまれているため，東੢࣠は 4.56 ｍで，ೆ北࣠は 4.36 ｍしか確認で

きなかった。主࣠方޲は̣－̒ʄ－Ｅである。น高は 20cm で，ほぼ௚立している。

চ　平ୱで，中央部が౿Έݻめられている。竈྆࿬のนԼでน溝を確認した。

竈　北น中央部に付設されている。ن模はขޱ部からԎ道部まで 100cm で，೩ম部෯は 80cm である。କ部

はഁյされており，遺存していなかった。Րচ部はচ面と同じ高さを使用している。Ԏ道部はน֎に 50cm

掘りࠐまれ，Րচ部から؇やかに֎܏して立ち上がっている。第̕～ 11 層は，Րচ部の構ங土である。

第 62 図　第 212 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

137

140

DP54DP80

141

139

135

136



－ 80 －

土૚ղઆ
１　灰 ׊ ৭　ローϜϒロοク・୸化ཻ子ඍྔ
２　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子গྔ
３　灰 ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子গྔ

׊　̐ ৭　ローϜϒロοクඍྔ
５　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ

第213号住居跡（第63・64図）

Ґஔ　調査区中央部の F ̕g3 区，標高 26.2 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

ॏෳؔ܎　第 194・200A・209・212 号住居跡，第 900・909 号土坑を掘りࠐΈ，第 214 号住居に掘りࠐまれている。

໛ͱ形状　東部を第ن 214 号住居に掘りࠐまれているため，ೆ北࣠は 4.40 ｍで，東੢࣠は 3.98 ｍしか確認で

きなかった。平面形は長方形と推定でき，ೆ北࣠方޲は̣－̌ʄである。น高は̔cm で，ほぼ௚立している。

চ　平ୱで，北൒部が౿Έݻめられているが，北部にͭいてはচ面を掘りࠐんでしまったためৄࡉは不明で

あるが，นԼにはน溝が८っている。

竈　北น中央部で，Րচ部のΈ確認した。Րচ部はচ面から̐cm ほͲくぼんでおり，Րচ面は੺มߗ化して

いる。

遺物出土状況　土師器片 430 点（坏 153，高台付坏̕，高台付皿 13，甕 252，甑３），須恵器片 62 点（坏 20，

高台付坏２，蓋１，長頸瓶１，甕 36，甑１，器種不明１），灰釉陶器片̒点（長頸瓶），ম成೪土մ７点が，

෴土Լ層からচ面を中心にࢄ在したঢ়ଶで出土している。また，ࠞ入した縄文土器片 22 点（深鉢）も出土し

ている。71 は竈のՐচ面，70 は P ̒の෴土中層，151 は P ２付ۙ，142 はೆ東部のน溝内，149 はೆ東部，

148 は੢部の෴土Լ層，143 ～ 147 は෴土Լ層から，それͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕ੈل後༿にൺ定できる。

ϐοτ　７か所。̥１～̥３は深さ 33 ～ 54cm で，഑置から主柱穴である。̥ ・̐P ５は深さ̔cm・32cm で，

ೆนدりの中央部周辺にҐ置していることから出入りࢪޱ設に伴うϐοトとߟえられる。̥̒・̥７は深さ

42cm・35cm で，ੑ֨不明である。

෴土　５層に分層できる。ଟくの層にローϜϒロοクが含まれていることから，埋め໭されている。

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

135 土師器 坏 ʦ13.0ʧ（4.2） － 長石・石ӳ・਑ঢ়
߭物・੺৭ཻ子 ᒵ ී通 内面ϔラミΨΩ　 ෴土中 ５ˋ

136 土師器 高台付皿 － （1.4） ʦ6.2ʧ 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 ఈ部内面一方޲のϔラミΨΩ　ఈ部ϔラέズリ

後，高台షり付け　 ෴土中 10ˋ

137 土師器 甕 ʦ25.8ʧ（10.7） － 長石・石ӳ・Ӣ฼・
᛽・੺৭ཻ子ࡉ ᒵ ී通 部֎面に௜線　剥཭ݞ　縁部֎・内面ԣφσޱ

ࠟあり（೺手ϱ）
̥１

෴土上層 20ˋ

139 須恵器 甕 － （7.2） － 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 にͿいᒵ 良޷ ֨子ୟき　内面φσ ෴土中 ５ˋ

140 須恵器 円面硯 － （2.7） － 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 にͿいᒵ 良޷ ಁし孔１か所 ෴土中 ５ˋ　PL19

141 灰釉陶器 長頸瓶 ʦ11.2ʧ（1.3） － 長石・石ӳ 釉　Φリーϒ灰
଻土　灰ԫ 良޷ 内面ࢪ釉 ෴土中 ５ ˋ　,90 号

༼式期　PL25

第 212 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 62 図）

番号 器　種 ෯ 高さ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

%P80 置き竈 （11.9） （3.0） （185.6）長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 φσ調整 ෴土Լ層 PL23

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

%P54 土玉 2.9 2.9 0.6 20.6 長石・石ӳ φσ調整　޻۩ࠟ　上・Լ୺部ઠ孔後ϔラ੾り ෴土Լ層 PL22
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第 63 図　第 213 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

142 土師器 坏 － （2.3） ʦ7.8ʧ 長石・石ӳ・਑ঢ়
߭物 にͿいᒵ ී通 ମ部Լ୺手࣋ちϔラέズリ　ఈ部回సࢳ੾り

後，φσ　内面ϔラミΨΩ　 น溝内 10ˋ

143 須恵器 坏 ʦ12.6ʧ（5.0） － 長石・石ӳ・਑
ঢ়߭物 灰ԫ 良޷ ମ部Լ୺手࣋ちϔラέズリ ෴土Լ層 ５ˋ

144 土師器 高台付椀 － （2.3） ʦ7.4ʧ 長石・石ӳ・Ӣ฼・
਑ঢ়߭物・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 内面ϔラミΨΩ　ఈ部手࣋ちϔラέズリ後高台

షり付け　 ෴土Լ層 10ˋ

145 須恵器 高台付坏 － （2.2） ʦ9.0ʧ 長石・石ӳ・ࠇ
৭ཻ子 灰 良޷ 高台షり付け ෴土Լ層 ５ˋ

146 土師器 高台付皿 － （1.6） ʦ5.8ʧ 長石・石ӳ・਑
ঢ়߭物 にͿいᒵ ී通 内面ϔラミΨΩ　高台షり付け ෴土Լ層 10ˋ

147 土師器 皿 ʦ12.7ʧ（2.4） － 長石・石ӳ・਑ঢ়
߭物・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 内面ϔラミΨΩ ෴土Լ層 20ˋ

148 灰釉陶器 瓶 － （7.7） － 長石・石ӳ・ࠇ
৭ཻ子

釉 灰Φリーϒ
଻土 灰ԫ 良޷ ֎面回సϔラέズリ後，ࢪ釉 ෴土Լ層 10ˋ　PL26

149 灰釉陶器 瓶 － （8.0） － 長石・石ӳ・ࠇ
৭ཻ子

釉 灰ԫ׊
଻土 灰ԫ 良޷ ֎面回సϔラέズリ後，ࢪ釉 ෴土Լ層 10ˋ　PL26

151 須恵器 甑 － － － 長石・石ӳ・ࠇ
৭ཻ子 灰 良޷ 孔式ϱޒ চ面 ５ˋ

71 灰釉陶器 長頸瓶 － （10.3） － 長石・石ӳ・ࠇ
৭ཻ子

釉 Φリーϒԫ
଻土 灰ԫ 良޷ ֎面回సϔラέズリ後，ࢪ釉 竈Րচ面 10ˋ　PL26

70 土師器 小形甕 ʦ13.6ʧ（6.1） － 長石・石ӳ ᒵ ී通 ，縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラέズリ後ޱ
φσ　ମ部内面ϔラφσ　

̥５
෴土中層 10ˋ　PL19

第213号住居跡出土遺物࡯؍ද（第63・64図）

第 214 号住居跡（第 65 ～ 68 図）

Ґஔ　調査区中央部の F ̕g4 区，標高 26.3 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

ॏෳؔ܎　第 193・204・209・212・213 号住居跡，第 898・899・900・901・902・909 号土坑を掘りࠐΈ，第

892 号土坑に掘りࠐまれている。

໛ͱ形状　長࣠ن 6.34 ｍ，短࣠ 5.46 ｍの長方形で，主࣠方޲は̣－５ʄ－ W である。น高は̒～̔cm で，

ほぼ௚立している。

চ　平ୱで，中央部が౿Έݻめられている。ೆ東部にͭいては，চ面を掘りࠐんでしまったため不明であるが，

นԼにはน溝が८っている。

竈　北น中央部に付設されている。ӈକ部は一部を࢒し掘りࠐんでしまったため，ن模はขޱ部からԎ道部

までが 100cm で，೩ম部෯は 60cm しか確認できなかった。କ部は，白৭ཻ࠭を含Ή҉׊৭土を積Έ上͛

て構ஙされている。Րচ部はচ面と同じ高さを使用しており，Րচ面は੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎に

36cm 掘りࠐまれ，Րচ部から؇やかにࣼ܏して立ち上がっている。

ϐοτ　３か所。̥１・̥２は深さ 85cm・90cm で，഑置から主柱穴である。̥３は深さ 52cm で，主柱穴

竈土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子・白৭ཻ࠭
　　　　　　　　ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・白৭ཻ࠭ඍྔ

ࠇ　３ ׊ ৭　ম土ϒロοク・ローϜཻ子・白৭ཻ࠭গྔ，୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ

第 64 図　第 213 号住居跡出土遺物࣮ଌ図
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71



－ 83 －

第 65 図　第 214 号住居跡࣮ଌ図
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土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ

遺物出土状況　土師器片 964 点（坏 581，高台付椀 10，高台付皿 23，盤１，甕 348，器種不明１），須恵器片

158 点（坏 33，蓋１，長頸瓶̐，甕 116，甑３，硯１），灰釉陶器片̔点（長頸瓶），土製品３点（土玉），ম

成೪土մ 11 点，෴土Լ層からচ面を中心にࢄ在したঢ়ଶで出土している。また，ࠞ入した縄文土器片 32 点

（深鉢），古墳時代の土師器片 22 点（坏 19，高坏１，鉢１，甕１）も出土している。164 は P １，163 は P ３

の෴土上層，160 は東部のน溝内から出土している。171 は中央部，162 は北部，152・154・165・%P81 は北

東部，169・%P82 は東部，167 はೆ部，157 はೆ੢部のচ面から出土している。172 は東部，153 はೆ部，168

はೆ੢部の෴土Լ層から出土している。155・156・158・159・161・166・170・173 は෴土中から，それͧれ

出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕ੈل後༿にൺ定できる。

とのҐ置関܎から出入りࢪޱ設に伴うϐοトとߟえられる。

෴土　３層に分層できる。ଟくの層にローϜϒロοクが含まれていることから，埋め໭されている。

第 66 図　第 214 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）
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第 67 図　第 214 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）
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第 68 図　第 214 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（３）
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番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

152 土師器 坏 13.5 4.8 5.8 長石・石ӳ・Ӣ
฼・੺৭ཻ子 ᒵ ී通 内面ϔラミΨΩ　ମ部Լ୺手࣋ちϔラέズリ　

ఈ部ଟ方޲の手࣋ちϔラέズリ　 চ面 100ˋ　PL18

153 土師器 坏 ʦ12.6ʧ 5.0 6.4 長石・石ӳ・Ӣ฼・
਑ঢ়߭物・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 内面ϔラミΨΩ　ମ部Լ୺回సϔラέズリ　ఈ

部回సࢳ੾り後，周縁部手࣋ちϔラέズリ　 ෴土Լ層 80ˋ　PL18

154 土師器 坏 13.6 4.8 5.4 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子 ᒵ ී通 内面ϔラミΨΩ　ମ部Լ୺回సϔラέズリ　ఈ

部回సࢳ੾り後，一方޲の手࣋ちϔラέズリ　 চ面 70ˋ　PL18

155 土師器 坏 12.6 4.7 6.0 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී通 内面ϔラミΨΩ　ମ部Լ୺回సϔラέズリ　ఈ

部一方޲の手࣋ちϔラέズリ　 ෴土中 60ˋ　PL18

156 土師器 坏 ʦ12.6ʧ 4.3 6.4 長石・石ӳ・Ӣ฼・
਑ঢ়߭物・੺৭ཻ子 ᒵ ී通 内面ϔラミΨΩ　ମ部Լ୺手࣋ちϔラέズリ　

ఈ部回సࢳ੾り後，ଟ方޲の手࣋ちϔラέズリ ෴土中 45ˋ

157 土師器 坏 － （2.2） 6.4 長石・石ӳ・Ӣ฼・
਑ঢ়߭物・੺৭ཻ子 ᒵ ී通 内面ϔラミΨΩ　ఈ部回సࢳ੾り চ面 30ˋ

158 土師器 坏 － （3.5） 6.0 長石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子・ࠇ৭ཻ子 ᒵ ී通 内面ϔラミΨΩ　ମ部Լ୺手࣋ちϔラέズリ　ఈ部

回సࢳ੾り後，ଟ方޲の手࣋ちϔラέズリ　 ෴土中 25ˋ

159 土師器 坏 － （1.2） 6.0 長石・石ӳ・Ӣ
฼・੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී通 内面ϔラミΨΩ　ମ部Լ୺手࣋ちϔラέズリ　

ఈ部回సࢳ੾り後，周縁部手࣋ちϔラέズリ　 ෴土中 20ˋ

160 須恵器 坏 ʦ11.8ʧ 4.3 5.6 長石・石ӳ・੺৭
ཻ子・ࠇ৭ཻ子 にͿいԫᒵ 良޷ ମ部Լ୺手࣋ちϔラέズリ　ఈ部ଟ方޲の手࣋

ちϔラέズリ น溝内 35ˋ

161 土師器 高台付椀ϱ － （1.8） 6.2 長石・石ӳ・Ӣ฼・
਑ঢ়߭物・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 内面ϔラミΨΩ　ఈ部回సࢳ੾り後，高台షり

付け　 ෴土中 10ˋ

162 土師器 高台付椀 － （4.6）ʦ10.6ʧ長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 ᒵ ී通 内面ϔラミΨΩ　ఈ部回సϔラέズリ後，高台

షり付け　 চ面 20ˋ　PL18

163 土師器 高台付皿 13.0 2.4 6.4 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 ੺ᒵ ී通 内面ϔラミΨΩ　ఈ部回సϔラέズリ後，高台

షり付け
̥３

෴土上層 85ˋ　PL18

164 土師器 無台盤ϱ － （1.8） 10.0 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී通 内面ϔラミΨΩ　ఈ部ଟ方޲のϔラέズリ　 ̥１

෴土上層 10ˋ

165 灰釉陶器 長頸瓶 ʦ7.9ʧ （4.5） － 長石・石ӳ 釉 Φリーϒ灰
଻土 白灰 良޷ ֎・内面ࢪ釉 চ面 ５ˋ ,90 号༼

式期　PL25
166 須恵器 長頸瓶 － （5.6） － 長石・石ӳ・ࠇ

৭ཻ子
釉 ҉灰ԫ
଻土 ԫ灰 良޷ 頸部　֎・内面߱灰にΑる自વ釉 ෴土中 ５ˋ

167 須恵器 甕 ʦ25.8ʧ（5.3） － 長石・石ӳ ԫ灰 良޷ ॎҐの平行ୟき　内面ࢦ಄ࠟ চ面 ５ˋ　PL19

168 須恵器 甕 － （4.6） 13.0 長石・石ӳ ҉灰 良޷ ମ部֎面ԼҐϔラέズリ　内面φσ ෴土Լ層 10ˋ

169 土師器 小形甕 ʦ17.0ʧ（6.7） 17.0 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 ᒵ ී通 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ॎҐのϔラέޱ

ズリ　内面ϔラφσ চ面 10ˋ

170 須恵器 甑 － － － 長石・石ӳ・Ӣ
฼・੺৭ཻ子 にͿい׊ 良޷ 孔式ޒ ෴土中 ５ˋ

171 須恵器 円面硯 － ʦ3.3ʧʦ25.4ʧ長石・石ӳ ԫ灰 良޷ চ面 ５ˋ　PL19

172 土師器 鉢 ʦ43.4ʧ 10.9 ʦ25.6ʧ長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 ֎面長方形の֨子ୟき　内面ϔラミΨΩ後，҉

文 ෴土Լ層 45ˋ　PL19

173 灰釉陶器 長頸瓶 ʦ10.8ʧ（1.5） － 長石 釉 Φリーϒԫ
଻土 灰白 良޷ ֎・内面ࢪ釉 ෴土中 ５ˋ　PL25

第 214 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 66 ～ 68 図）

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

%P81 土玉 2.4 2.2 0.5 9.9 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 φσ調整　ࢦ಄ࠟ　一方޲からのઠ孔 চ面 PL22

%P82 土玉 2.9 2.4 0.5 19.9 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 φσ調整　一方޲からのઠ孔 চ面 PL22

第 219 号住居跡（第 69 ～ 72 図）

Ґஔ　調査区東部の F ̕g5 区，標高 26.2 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

ॏෳؔ܎　第 192・193・206・217 号住居跡，第 768 号土坑を掘りࠐΈ，第３号道路，第 858 号土坑に掘りࠐ

まれている。

໛ͱ形状　長࣠ن 6.15 ｍ，短࣠ 5.15 ｍの不整長方形で，主࣠方޲は̣－̒ʄ－ W である。น高は 16cm で，

ほぼ௚立している。

চ　平ୱで，中央部からೆ੢部にかけて౿Έݻめられている。੢൒部には，一部をআいてนԼにน溝が८っ

ている。

竈　北น中央部に付設されている。ن模はขޱ部からԎ道部までが 145cm で，೩ম部෯は 74cm である。Ր

চ部は，不定形に掘りくぼめた部分に第１・２・５・̒層を埋土して構ஙされている。କ部は，Րচ部構ங中，

第５・̒層埋土後にローϜཻ子や೪土ཻ子を含Ή第３・̐層を積Έ上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面か

ら̐cm ほͲ高まっており，Րচ面は੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎に 55cm 掘りࠐまれ，Րচ部から؇や

かにࣼ܏して立ち上がっている。
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第 69 図　第 219 号住居跡࣮ଌ図
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土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク・ローϜཻ子গྔ，୸化物ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク・ローϜཻ子・୸化ཻ子গྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গྔ
̐　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গྔ

５　にͿいԫ׊৭　ローϜϒロοクଟྔ
̒　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
７　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ

遺物出土状況　土師器片 1
297 点（坏 453，高台付椀̒，高台付皿５，盤１，甕 832），須恵器片 152 点（坏

55，高台付坏１，蓋１，瓶１，甕 93，甑１），灰釉陶器片̔点（椀１，長頸瓶７），土製品２点（支脚），ম成

೪土մ 18 点，鉄製品１点（不明鉄製品）が，中央部の෴土Լ層からচ面を中心に出土している。また，ࠞ入

した縄文土器片 34 点（深鉢）も出土している。%P83 は竈Րচ面から出土しており，遺غされたものとΈられる。

181・187・193 は̥２，192 は̥３の෴土上層から出土している。189 は̥２の෴土上層とೆ੢部の෴土Լ層

から出土したഁ片が઀߹したものである。179，M ７は中央部，180 はೆ部のচ面から出土している。176 は

中央部，TP ２は北੢部，177・182 ～ 186 はೆ൒部の෴土Լ層から出土している。190 はೆ੢部の෴土Լ層か

らࢄ在して出土したഁ片が઀߹したものである。175 は北部のচ面と中央部の෴土Լ層，188 は中央部のচ面

と北੢部の෴土Լ層から出土したഁ片が઀߹したものであり，いͣれも཭れた地点からഁ片のঢ়ଶで出土し

ていることから，ഁࡅの後౤غされたՄೳੑがある。178・191・194 は෴土中から出土している。186 は第 24

号掘立柱建物跡・第 909 号土坑から出土したഁ片との઀߹関܎を確認できた。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕ੈل後༿にൺ定できる。

ϐοτ　７か所。̥１・̥２は深さ 97cm・39cm で，഑置から主柱穴である。̥３は深さ 36cm で，ೆนد

りの中央部にҐ置していることから出入りࢪޱ設に伴うϐοトとߟえられる。P ̐～ P ７は深さ 9 ～ 34cm で，

ੑ֨不明である。

෴土　７層に分層できる。ଟくの層にローϜϒロοクやম土ϒロοクが含まれていることから，埋め໭されている。

竈土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοクଟྔ，୸化ཻ子中ྔ，ローϜཻ子・
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク・୸化ཻ子গྔ，ローϜཻ子・೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
３　にͿい׊৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

̐　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子ଟྔ，೪土ཻ子中ྔ，ローϜཻ子গྔ，
　　　　　　　　୸化物ඍྔ
５　灰 ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
̒　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍྔ

第 70 図　第 219 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）
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第 71 図　第 219 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）
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番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

175 土師器 坏 15.0 5.3 ʦ7.8ʧ 長石・石ӳ・਑ঢ়
߭物・੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී通 内面ϔラミΨΩ　ମ部Լ୺回సϔラέズリ　ఈ

部手࣋ちϔラέズリ　
চ面・

෴土Լ層 70ˋ　PL18

176 土師器 坏 ʦ12.4ʧ 4.1 ʦ6.0ʧ 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 灰ԫ׊ ී通 内面ϔラミΨΩ　ମ部Լ୺手࣋ちϔラέズリ　

ఈ部手࣋ちϔラέズリ ෴土Լ層 20ˋ

177 土師器 坏 － （1.5） ʦ6.2ʧ 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 内面ϔラミΨΩ　ମ部Լ୺手࣋ちϔラέズリ　

ఈ部回సࢳ੾り後，周縁部手࣋ちϔラέズリ　 ෴土Լ層 20ˋ

178 土師器 坏 － （2.2） ʦ8.0ʧ 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 ఈ部回సࢳ੾り ෴土中 10ˋ

179 須恵器 坏 ʦ14.8ʧ 4.0 5.5 長石・石ӳ・ࠇ
৭ཻ子 灰 良޷ ମ部Լ୺手࣋ちϔラέズリ　ఈ部一方޲の手࣋

ちϔラέズリ চ面 30ˋ　PL18

180 土師器 高台付椀 13.0 （4.6） － 長石・石ӳ・੺৭
ཻ子・ࠇ৭ཻ子 ᒵ ී通 内面ϔラミΨΩ　ఈ部回సϔラέズリ後，高台

షり付け চ面 70ˋ

181 土師器 高台坏皿 ʦ13.6ʧ 3.0 7.0 長石・石ӳ・ࡉ
᛽・੺৭ཻ子 にͿいԫ׊ ී通 内面ϔラミΨΩ　ఈ部回సϔラέズリ後，高台

షり付け　
̥２

෴土上層 45ˋ　PL18

182 土師器 高台坏椀 ʦ14.0ʧ 5.1 ʦ6.3ʧ 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 明੺׊ ී通 内面ϔラミΨΩ　ఈ部回సϔラέズリ後，高台

షり付け　 ෴土Լ層 30ˋ

183 土師器 高台坏皿 ʦ12.2ʧ 3.2 ʦ6.0ʧ 長石・石ӳ・਑ঢ়
߭物・੺৭ཻ子 明੺׊ ී通 内面ϔラミΨΩ　ఈ部回సϔラέズリ後，高台

షり付け ෴土Լ層 30ˋ

184 灰釉陶器 瓶 － （6.8） － 長石 釉 灰Φリーϒ
଻土 灰白 良޷ ֎面回సϔラέズリ後，ࢪ釉 ෴土Լ層 ５ˋ　PL26

185 灰釉陶器 瓶 － （4.9） － 長石 釉 ҉灰ԫ
଻土 灰ԫ 良޷ ֎面ࢪ釉 ෴土Լ層 ５ˋ　PL26

186 灰釉陶器 短頸壺 － （4.9）ʦ12.6ʧ長石・石ӳ 灰ԫ 良޷ ֎面回సϔラέズリ　ఈ部回సϔラέズリ後，
高台షり付け　ఈ部内面߱灰にΑる自વ釉গྔ ෴土Լ層 ５ˋ　PL25

187 土師器 小形甕 ʦ17.4ʧ（6.6） － 長石・石ӳ にͿいԫᒵ ී通 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ॎҐのϔラέޱ
ズリ　内面ϔラφσ

̥２
෴土上層 ５ˋ

188 土師器 小形甕 － （8.0） 7.6 長石・石ӳ・Ӣ
฼・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 ମ部֎面ԼҐϔラέズリ　内面ϔラφσ　ఈ部

ϔラέズリ
চ面・

෴土Լ層 20ˋ　PL19

189 須恵器 鉢 ʦ26.0ʧ 15.3 ʦ16.0ʧ長石・石ӳ・ࠇ
৭ཻ子 灰 良޷ ମ部֎面ԼҐϔラέズリ　内面ϔラφσ・ࢦ಄

ࠟ
̥２෴土上層・
̥３෴土Լ層 60ˋ　PL19

第 219 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 70 ～ 72 図）

第 72 図　第 219 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（３）
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Ґஔ　調査区ೆ東部の F ̕K4 区，標高 26.1 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

֬ೝ状況　̥２～̥̕にͭいては平成 19 年度に調査し，h 第 308 集ʱにおいて報告されている。̥１の調査

を平成 21 年度に࣮ࢪした。

ॏෳؔ܎　第 169・188・189・193 号住居跡を掘りࠐΈ，第 168 号住居に掘りࠐまれている。

ܻ，໛ͱ構଄　ܻ行３間，ྊ行２間のଆ柱建物跡でن 行方５－̣޲ －˃̬のೆ北棟である。ن模はܻ行 6.80 ｍ，

ྊ行 4.80 ｍで，面積は 32.64㎡である。柱間ੇ法はܻ行が 2.25 ｍ（７ई５ੇ），ྊ行は東から 1.80 ｍ（̒ई），

2.70 ｍ（̕ई）でۉ౳に഑置されている。柱ےはほぼଗっている。

柱穴　̕か所。平面形は円形またはପ円形で，̥１の長ܘは 96cm，短ܘ 84cm で，深さは 42cm である。掘

方のஅ面形は̪字ঢ়である。

第 21 号掘立柱建物跡（第 73 図）

遺物出土状況　̥１からは遺物は出土していない。

ॴݟ　時期は，h 第 308 集ʱにおいて̕ੈل代と推定されている。

　ᾈ　掘立柱建物跡

番号 器　種 ܘ小࠷ ܘ大࠷ 高さ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　　ߟ

%P83 支脚 3.8 9.4 18.0 1270 長石・石ӳ・ࡉ᛽・
੺৭ཻ子 ϔラέズリ後φσ 竈Րচ面 PL23

番号 種　別 器種 ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

TP ２ 須恵器 甕 長石・石ӳ・ࡉ᛽ 灰ԫ׊ 良޷ ֎面ԣҐの平行ୟき後ϔラέέズリ　内面ϔラφσ ෴土Լ層

番号 器種 長さ ෯ ްさ ॏྔ ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

̢７ 不明
鉄製品 （11.0） 0.7 ～

0.8
0.2 ～
0.7 （26.9） 鉄 அ面長方形　上・Լ୺ܽଛ চ面 PL24

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

190 須恵器 坏 13.1 4.8 6.5 長石・石ӳ・਑ঢ়
߭物・੺৭ཻ子 ԫ灰 良޷ ମ部Լ୺手࣋ちϔラέズリ　ఈ部ଟ方޲の手࣋

ちϔラέズリ ෴土Լ層 60ˋ　PL18

191 土師器 高台付皿ϱ － （1.6） 7.0 長石・石ӳ・Ӣ
฼・੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී通 内面ϔラミΨΩ　ఈ部回సࢳ੾り・回సϔラέ

ズリ後，高台షり付け　 ෴土中 10ˋ

192 土師器 甕 ʦ19.0ʧ（8.4） － 長石・石ӳ・Ӣ
฼・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ॎҐのϔラέޱ

ズリ　内面ϔラφσ
̥３

෴土上層 10ˋ

193 土師器 高台坏椀 － （4.0） ʦ8.0ʧ 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 ᒵ ී通 内面ϔラミΨΩ　ఈ部高台షり付け ̥２

෴土上層 10ˋ

194 灰釉陶器 短頸壺 － （5.7）ʦ12.6ʧ長石・石ӳ・ࡉ
᛽ ԫ灰 良޷ ֎面回సϔラέズリ　ఈ部回సϔラέズリ後，

高台షり付け　内面߱灰にΑる自વ釉গྔ ෴土中 ５ˋ　PL25

ද̒　平安時代竪穴住居跡一ཡද

番号 Ґ 置 平面形 主࣠方޲
模　ن น 高

（cm）
চ面 น溝

内　部　ࢪ　設
෴土 主な出土遺物 時　期

උ　ߟ

ॏෳ関܎（古ˠ新）長࣠×短 （࣠ｍ） 主柱穴 出入ޱ ϐοト ࿍・竈 ஷ蔵穴

̐ F ̔c8 ʦ方形ʧʦ̣－14 －˃̬ʧʦ4.0ʧ×ʦ4.0ʧ － 平ୱ － － － － 竈１ － 不明 － 10 中༿لੈ SI10 ˠ本跡ˠ S,
１・79・80

５ F ̔f7 長方形 ̣－１ －˃̬ 5.04 × 4.54 22 ～ 32 平ୱ શ 周 ̐ １ － 竈１ － 人ҝ 土師器片，須恵器片，
土玉，椀ঢ়滓 中༿لੈ̕ SI14・18 ˠ 本 跡

ˠ S#24
10 F ̔c8 方形 ̣－２ －˃̬ 一辺 3.97m １ 平ୱ － － － － 竈１ － 人ҝ 土師器片，須恵器片，

灰釉陶器片 後༿لੈ̕ SI ̕ˠ本跡ˠ SI
̐

212 F ̕f4ʦ方形・
長方形ʧ ̣－̒ －˃Ｅ 4.56 ×（4.36） 20 平ୱ 一 部 ̐ １ － 竈１ － 人ҝ 土師器片，須恵器片，

置き竈，土玉 中༿لੈ̕ SI194・205 ˠ 本
跡ˠ SI213・214

213 F ̕g3ʦ長方形ʧ ̣－̌˃ ʦ4.40ʧ×ʦ3.98ʧ ̔ 平ୱ 一 部 ３ ２ ２ 竈１ － 人ҝ 土師器片，須恵器片，
灰釉陶器片 後༿لੈ̕

SI194・200A・
2 0 9 ・ 2 1 2 ，
S,900・909 ˠ 本
跡ˠ SI214

214 F ̕g4 長方形 ̣－５ －˃̬ 6.34 × 5.46 ̒～̔ 平ୱ ほ ぼ
શ 周 ２ １ － 竈１ － 人ҝ

土師器片，須恵器片，
灰釉陶器片，土玉，椀
ঢ়滓

後༿لੈ̕
SI193・204・209・
212・213，S,898
～ 900・901・902・
909 ˠ本跡ˠ S,892

219 F ̕g5 不整
長方形 ̣－̒ －˃̬ 6.15 × 5.15 16 平ୱ 一 部 ２ １ ̐ 竈１ － 人ҝ 土師器片，須恵器片，灰

釉陶器片，支脚，ᭆϱ 後༿لੈ̕
SI192・193・206・
217，S,768 ˠ
本 跡 ˠ SF ３，
S,858
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第 73 図　第 21 号掘立柱建物跡࣮ଌ図

Ґஔ　調査区中央部の F ̔f0 区，標高 26.2 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

ॏෳؔ܎　第 196 号住居跡，第 25 号掘立柱建物跡，第 880・885・886 号土坑を掘りࠐんでいる。

ܻ，໛ͱ構଄　ܻ行３間，ྊ行２間のଆ柱建物跡でن 行方̣޲－ 85 －˃ E の東੢棟である。ن模はܻ行 5.40 ｍ，

ྊ行 4.83 ｍで，面積は 26.08㎡である。柱間ੇ法はܻ行が 1.80 ｍ（̒ई），ྊ行が 2.42 ｍ（̔ई）でۉ౳に഑

置されている。柱ےはほぼଗっている。

柱穴　̕か所。平面形はପ円形または۱ؙ方形で，長ܘ 96 ～ 122cm，短ܘ 86 ～ 118cm である。深さは 40

～ 53cm で，掘方のஅ面形は̪字ঢ়またはശ形である。第１～̒層は柱ൈきऔり後の෴土，第７～ 10 層は柱

ࠟ跡，第 11 ～ 22 層は掘方への埋土である。

柱穴土૚ղઆ（֤柱穴ڞ௨）
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子中ྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子ଟྔ，୸化物・ম土ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子中ྔ，ম土ཻ子ඍྔ
̐　灰 ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

５　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
̒　灰 ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ，୸化ཻ子ඍྔ
７　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
̔　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子ඍྔ

第 22 号掘立柱建物跡（第 74・75 図）

第 73 図　第 21 号掘立柱建物跡࣮ଌ図
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第 74 図　第 22 号掘立柱建物跡࣮ଌ図第 74 図　第 22 号掘立柱建物跡࣮ଌ図
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遺物出土状況　土師器片 208 点（坏 43，高台付椀３，皿１
 甕 161），須恵器片 19 点（坏 4，蓋１，甕 13，甑

１），ম成೪土մ 11 点が֤柱穴から出土している。また，ࠞ入した縄文土器片 42 点（深鉢），古墳時代の土

師器片 17 点（坏）も出土している。198・199 は̥１，201 は̥２，197 は̥̔の埋土からそれͧれ出土して

いる。196 は̥１と̥̔の埋土から出土したഁ片が઀߹したものである。195 は̥２の柱ൈきऔり後の෴土か

ら出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器やॏෳ関ࣅۙ，܎した࣠方޲の掘立柱建物跡が存在することから，̕ੈل後༿とߟえ

られる。

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

195 須恵器 坏 ʦ12.6ʧ（2.2） － 長石・石ӳ 灰 良޷ ̥２ ５ˋ

196 土師器 高台付皿 － （1.5） ʦ6.8ʧ 長石・石ӳ・਑ঢ়
߭物・੺৭ཻ子 ᒵ ී通 内面ϔラミΨΩ　高台షり付け　 ̥１・̥̔ 20ˋ

197 土師器 高台付皿 － （2.1） ʦ5.5ʧ 長石・石ӳ・਑ঢ়
߭物・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 内面ϔラミΨΩ　ఈ部回సϔラέズリ後，高台

షり付け　 ̥̔ 10ˋ

198 土師器 皿 ʦ12.9ʧ（1.4） － 長石・石ӳ・ࡉ
᛽ にͿいԫᒵ ී通 内面ϔラミΨΩ　 ̥１ ５ˋ

199 須恵器 蓋 ʦ15.0ʧ（1.4） － 長石・石ӳ 灰 良޷ ̥１ ５ˋ

201 須恵器 甑 － － － 長石・石ӳ 灰 良޷ 孔式ޒ ̥２ ５ˋ

第 22 号掘立柱建物跡出土遺物࡯؍ද（第 75 図）

̕　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・୸化物・ম土ཻ子ඍྔ
10　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・ཻ࠭গྔ
11　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ，ম土ཻ子ඍྔ
12　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ଟྔ，ম土ཻ子ඍྔ
13　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・୸化物ඍྔ
14　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクඍྔ
15　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

16　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子গྔ
17　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子中ྔ，ローϜϒロοクগྔ
׊　18 ৭　ローϜཻ子中ྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
19　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
20　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍྔ
21　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ
22　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ

第 75 図　第 22 号掘立柱建物跡出土遺物࣮ଌ図

Ґஔ　調査区中央部の F ̕e3 区，標高 26.2 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

ॏෳؔ܎　第 202A・216 号住居跡，第 789・792・797・804・816・854 号土坑を掘りࠐΈ，第 857 号土坑に

掘りࠐまれている。第 813 号土坑とのॏෳ関܎は不明である。

－̣޲໛ͱ構଄　ܻ行３間，ྊ行２間の身ࣷに，東面に൳が付く૯柱建物跡で，ܻ行方ن 84 －˃ W の東੢棟

である。ن模は身ࣷがܻ行 6.30 ｍ，ྊ行 4.20 ｍで，面積は 26.46㎡である。൳の出は 1.20 ｍ（̐ई）で，൳

を含めたܻ行は 7.50 ｍで，面積は 31.50㎡である。身ࣷの柱間ੇ法はܻ行・ྊ行ともに 2.10 ｍ（７ई）でۉ

第 23 号掘立柱建物跡（第 76・77 図）
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196 197

201
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柱穴土૚ղઆ（֤柱穴ڞ௨）
１　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ，ローϜϒロοク・୸化ࡐඍྔ
׊　２ ৭　ローϜϒロοク・ম土ϒロοクඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
ࠇ　̐ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
５　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　̒ ৭　ローϜཻ子গྔ
׊　７ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　̔ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍྔ
׊　̕ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　10 ৭　ローϜཻ子中ྔ，୸化ࡐ・ম土ཻ子ඍྔ
11　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

12　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
13　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ
14　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
15　灰 ׊ ৭　ローϜϒロοク・୸化物・ম土ཻ子ඍྔ
16　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子ඍྔ
17　灰 ׊ ৭　ローϜϒロοク・୸化物・ম土ϒロοクඍྔ
18　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・୸化ཻ子ඍྔ
׊　19 ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　20 ৭　ローϜཻ子中ྔ，ম土ϒロοク・୸化ཻ子ඍྔ

遺物出土状況　土師器片 424 点（坏 195，高台付椀２，皿３，甕 224），須恵器片 48 点（坏 13，高台付坏１，瓶１，

甕 33），灰釉陶器片１点（椀ϱ），土製品３点（土玉），鉄器２点（刀子），ম成೪土մ 15 点が֤柱穴から出土

している。また，ࠞ入した縄文土器片 435 点（深鉢），古墳時代の土師器片 10 点（坏̔，高坏２）も出土し

ている。202 は̥２，%P84 は̥３，203 は̥５，̢̔・̢̕は̥̒，%P85・%P86 は̥̔，213 は̥ 14 の埋

土からそれͧれ出土している。214 は̥７の柱ൈきऔり後の෴土から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器やॏෳ関ࣅۙ，܎した࣠方޲の掘立柱建物跡の存在から，̕ੈل後༿とߟえられる。

౳に഑置されている。北平੢部の柱穴は確認できなかったが，柱ےはほぼଗっている。

柱穴　14 か所。̥１～̥ 11 は身ࣷの柱穴で，平面形は円形またはପ円形で，長ܘ 74 ～ 130cm，短ܘ 68 ～

117cm である。深さは 24 ～ 55cm で，掘方のஅ面形は̪字ঢ়またはٯ台形である。P10・P11 は，ن模から

ଋ柱のՄೳੑがある。̥ 12 ～̥ 14 は൳の柱穴で，平面形はପ円形で，長ܘ 45 ～ 72cm，短ܘ 36 ～ 50cm で

ある。深さは 25 ～ 40cm で，掘方のஅ面形は̪字ঢ়である。第１層は柱ൈきऔり後の෴土，２～５層は柱ࠟ跡，

第̒～ 20 層は掘方への埋土である。

第 76 図　第 23 号掘立柱建物跡出土遺物࣮ଌ図第 76 図　第 23 号掘立柱建物跡出土遺物࣮ଌ図

202
213 203

214

DP84
DP85

DP86

M8 M9



－ 97 －

第 77 図　第 23 号掘立柱建物跡࣮ଌ図
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Ґஔ　調査区੢部の F ̔f8 区，標高 26.3 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

֬ೝ状況　̥１～̥̒・̥̔・̥̕の調査を平成 21 年度に࣮ࢪした。̥７にͭいては，第５号住居跡の̥１

としてh 第 308 集 でɦ報告されているが，本報告に伴いݕ࠶౼し，本跡の̥７へと遺構番号の付けସえを行った。

ॏෳؔ܎　第５・14・208A 号住居跡，第 845・865・872・877・883・905 号土坑を掘りࠐんでいる。

ܻ，໛ͱ構଄　ܻ行３間，ྊ行２間のଆ柱建物跡でن 行方̣޲－ 85 －˃ E の東੢棟である。ن模はܻ行 6.31 ｍ，

ྊ行 4.20 ｍで，面積は 26.50㎡である。柱間ੇ法はܻ行・ྊ行ともに 2.10 ｍ（７ई）でۉ౳に഑置されている。

柱ےはほぼଗっている。

柱穴　̕か所。平面形はପ円形または۱ؙ方形で，̥１～̥̒・̥̔・̥̕は長ܘ 100 ～ 136cm，短ܘ 90 ～

112cm である。深さは 24 ～ 63cm で，掘方のஅ面形はٯ台形である。第１～ 12 層は柱ൈきऔり後の෴土，

第 13・14 層は柱ࠟ跡，第 15 ～ 20 層は掘方への埋土である。̥７は第５号住居跡の調査時に掘りࠐまれてい

たため，長ܘ 0.68 ｍ，短ܘ 0.64 ｍ，深さ 24cm しか確認できなかった。

第 24 号掘立柱建物跡（第 78・79 図）

柱穴土૚ղઆ（֤柱穴ڞ௨）
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク中ྔ
２　灰 ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子গྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ
ࠇ　̐ ׊ ৭　ローϜϒロοク・୸化物ඍྔ
׊　５ ৭　ローϜཻ子ඍྔ
׊　̒ ৭　ローϜϒロοク・ম土ϒロοク・୸化ཻ子ඍྔ
׊　７ ৭　ローϜϒロοクগྔ，୸化物・ম土ཻ子ඍྔ
׊　̔ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
׊　̕ ৭　ローϜϒロοク・୸化物・ম土ཻ子ඍྔ
10　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ϒロοク・୸化物ඍྔ

11　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
12　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
13　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
14　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクඍྔ
15　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
16　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ
׊　17 ৭　ローϜϒロοクগྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　18 ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
19　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク中ྔ
20　҉ ׊ ৭ ローϜϒロοクগྔ，ম土ϒロοク・୸化ཻ子ඍྔ

遺物出土状況　土師器片 86 点（坏 15，高台付椀１，甕 69，小形甕１），須恵器片̔点（坏１，高台付坏１，

高盤ϱ１，甕５），灰釉陶器片１点（短頸壺）が֤柱穴から出土している。また，ࠞ 入した縄文土器片 21 点（深

鉢），古墳時代の土師器片２点（坏）も出土している。186・205・207 ～ 209 は̥̐，204・206 は̥̒の埋土

からそれͧれ出土している。186は第219号住居跡・第909号土坑から出土したഁ片との઀߹関܎を確認できた。

ॴݟ　時期は，出土土器やॏෳ関܎から̕ੈل後༿とߟえられる。

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

202 須恵器 坏 ʦ12.6ʧ（4.3） － 長石・石ӳ・ࠇ
৭ཻ子 にͿいԫ 良޷ ମ部Լ୺手࣋ちϔラέズリ ̥２ ５ˋ

213 土師器 椀 ʦ12.6ʧ（3.2） － 長石・石ӳ ᒵ ී通 内面ϔラミΨΩ ̥ 14 ５ˋ

203 灰釉陶器 椀ϱ － （2.3） － 長石 釉 灰Φリーϒ
଻土 灰 良޷ ֎面ٴͼ内面ޱ縁୺部ࢪ釉　一部釉剥落 ̥５ ５ˋ　PL25

214 須恵器 甕 ʦ23.6ʧ（2.2） － 長石・石ӳ ԫ灰 良޷ ॎҐの平行ୟき後φσ ̥７ ５ˋ

第 23 号掘立柱建物跡出土遺物࡯؍ද（第 76 図）

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

%P84 土玉 2.3 1.9 0.7 8.5 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 φσ調整　一方޲からのઠ孔 ̥３ PL22

%P85 土玉 2.9 2.6 0.5 （17.1）長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 φσ調整　一方޲からのઠ孔　一部ܽଛ ̥̔ PL22

%P86 土玉 2.9 2.9 0.6 21.4 長石・石ӳ φσ調整　ೋ方޲からのઠ孔ϱ ̥̔ PL22

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏྔ ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

̢̔ 刀子 （3.8） 1.0 0.3 （3.3） 鉄 அ面֯ࡾ形　੾ઌ部・基部ܽଛ ̥̒ PL24

̢̕ 刀子 （1.7） 1.2 0.3 （1.4） 鉄 அ面֯ࡾ形　੾ઌ部・基部ܽଛ ̥̒ PL24
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第 78 図　第 24 号掘立柱建物跡࣮ଌ図
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Ґஔ　調査区中央部の F ̔e0 区，標高 26.2 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

ॏෳؔ܎　第 196・201・202A・208A 号住居跡，第 895 号土坑を掘りࠐΈ，第 22 号掘立柱建物に掘りࠐまれ

ている。

ܻ，໛ͱ構଄　ܻ行３間，ྊ行２間のଆ柱建物跡でن 行方̣޲－̔ －˃̬のೆ北棟である。ن模はܻ行 5.40 ｍ，

ྊ行 4.20 ｍで，面積は 22.68㎡である。柱間ੇ法はܻ行が 1.80 ｍ（̒ई），ྊ行が 2.10 ｍ（７ई）でۉ౳に഑

置されている。柱ےはほぼଗっている。

柱穴　10 か所。平面形はପ円形または۱ؙ方形で，長ܘ 83 ～ 120cm，短ܘ 72 ～ 107cm である。深さは̕～

42cm で，掘方のஅ面形はٯ台形字ঢ়である。第１～５層は柱ࠟ跡，第̒～ 22 層は掘方への埋土である。

柱穴土૚ղઆ（֤柱穴ڞ௨）
׊　１ ৭　ཻ࠭গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　２ ৭　ローϜཻ子中ྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　３ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　̐ ׊ ৭ ཻ࠭ଟྔ，ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
５　҉ ׊ ৭ ローϜཻ子গྔ，ম土ϒロοク・୸化物・ཻ࠭ඍྔ
׊　̒ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
７　灰 ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ，ম土ཻ子ඍྔ
׊　̔ ৭ ローϜϒロοク・ম土ཻ子・ཻ࠭গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
̕　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　10 ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
11　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ

12　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ
׊　13 ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
14　灰 ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ
׊　15 ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
16　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ
17　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
18　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
19　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子গྔ
20　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・୸化物・ম土ཻ子ඍྔ
׊　21 ৭　ローϜϒロοクগྔ
׊　22 ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 25 号掘立柱建物跡（第 80 図）

遺物出土状況　土師器片 85 点（坏５，甕 80），須恵器片 15 点（坏１，蓋１，甕 12，甑１），土製品１点（土

玉），ম成೪土մ̐点が֤柱穴から出土している。また，ࠞ入した縄文土器片 28 点（深鉢）も出土している。

%P87 は̥̒，210 は̥̕，212 は̥ 10 の埋土からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器やॏෳ関܎から̕ੈل前༿とߟえられる。

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

204 土師器 坏 ʦ11.6ʧ（4.2） － 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 内面ϔラミΨΩ　 ̥̒ ５ˋ

205 須恵器 坏 ʦ13.8ʧ（3.7） － 長石・石ӳ・ࠇ
৭ཻ子 灰 良޷ ̥̐ ５ˋ

206 土師器 高台付皿 － （1.6） ʦ6.4ʧ 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 ᒵ ී通 内面ϔラミΨΩ　ఈ部回సϔラέズリ後，高台

షり付け　 ̥̒ 10ˋ

207 須恵器 高台付坏 － （1.8）ʦ10.4ʧ長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 灰׊ 良޷ ఈ部回సϔラέズリ後，高台షり付け ̥̐ ５ˋ

209 土師器 小形甕 － （2.2） 5.4 長石・石ӳ・਑ঢ়
߭物・੺৭ཻ子 ᒵ ී通 ମ部֎面ԼҐϔラέズリ　内面ϔラφσ　ఈ部

一方޲のϔラέズリ ̥̐ 10ˋ

第 24 号掘立柱建物跡出土遺物࡯؍ද（第 79 図）

第 79 図　第 24 号掘立柱建物跡出土遺物࣮ଌ図

204 205

209

206

207



－ 101 －

第 80 図　第 25 号掘立柱建物跡・出土遺物࣮ଌ図
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　ᾉ　土坑

土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ，ローϜϒロοクඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ

׊　３ ৭　ローϜϒロοク中ྔ

第 865 号土坑（第 81 図）

Ґஔ　調査区੢部の F ̔f9 区，標高 26.2 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

ॏෳؔ܎　第 14 号住居跡を掘りࠐんでいる。

ܘ໛ͱ形状　長ن 0.62 ｍ，短ܘ 0.58 ｍの円形である。深さ 14cm で，ఈ面は皿ঢ়であり，นは֎܏して立ち

上がっている。

遺物出土状況　土師器片１点（甕），灰釉陶器片１点（椀）が出土している。216 は෴土中から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器やॏෳ関܎から̕ੈل代とߟえられる。

෴土　３層に分層できる。ローϜϒロοクが含まれていることから，埋め໭されている。

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

210 須恵器 坏 ʦ13.8ʧ（3.1） － 長石・石ӳ・਑ঢ়
߭物・੺৭ཻ子 ҉灰ԫ 良޷ ̥̕ ５ˋ

212 須恵器 甑 － － （4.8） 長石・石ӳ 灰׊ 良޷ 孔式ϱޒ ̥ 10 ５ˋ

第 25 号掘立柱建物跡出土遺物࡯؍ද（第 80 図）

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

%P87 土玉 2.4 2.2 0.5 12.3 長石・石ӳ φσ調整　一方޲からのઠ孔 ̥̒ PL22

第 81 図　第 865 号土坑・出土遺物࣮ଌ図

ද７　平安時代掘立柱建物跡一ཡද

番号 Ґ 置 ܻ行方޲
柱間数 模　ن 面 積

（㎡）

柱間ੇ法 柱     穴 
主な出土遺物 時　期

උ　ߟ

ॏෳ関܎（古ˠ新）ܻ×ྊ（間）ܻ × ྊ（ｍ） ܻ間（ｍ）ྊ間（ｍ）構造 柱穴数 平 面 形 深さ（ᶲ）

21 F ̕K4 ̣－ ５ －˃̬ ３×２ 6.80 × 4.80 32.64 2.25 1.80 ଆ柱 ̕ 円形・ପ円
形 21 － 代لੈ̕

SI169・188・
189・193 ˠ本跡
ˠ SI168

22 F ̔f0 ̣－ 85 －˃Ｅ ３×２ 5.40 × 4.83 26.08 1.80 2.42 ଆ柱 ̕ ପ円形・۱
ؙ方形 40 ～ 53 土 師 器 片， 須

恵器片 後༿لੈ̕
SI196，S#25，
S,880・885・
886 ˠ本跡

23 F ̕e3 ̣－ 84 －˃̬ ３×２ 6.30 × 4.20 26.46 2.10 2.10 ૯柱 14 円形・ପ円
形 24 ～ 55

土 師 器 片， 須
恵 器 片， 灰 釉
陶器片，土玉，
刀子

後༿لੈ̕
SI202A・216，
S,789・792・
797・804・854 ˠ
本跡ˠ S,857

24 F ̔f8 ̣－ 85 －˃Ｅ ３×２ 6.31 × 4.20 26.50 2.10 2.10 ଆ柱 ̕ ପ円形・۱
ؙ方形 24 ～ 63

土 師 器 片， 須
恵 器 片， 灰 釉
陶器片

後༿لੈ̕
SI ５・14・208A，
S,845・865・872・
877・883・905 ˠ
本跡

25 F ̔e0 ̣－ ̔ －˃̬ ３×２ 5.40 × 4.20 22.68 1.80 2.10 ଆ柱 10 ପ円形・۱
ؙ方形 ̕～ 42 土 師 器 片， 須

恵器片，土玉 前༿لੈ̕
SI196・201・202A・
208，S,895 ˠ本跡
ˠ S#22

第 81 図　第 865 号土坑・出土遺物࣮ଌ図
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番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

216 灰釉陶器 椀 ʦ14.5ʧ（3.2） － 石ӳ 釉 灰Φリーϒ
଻土 灰黄 良޷ ෴土中 ５ˋ　PL25

第 865 号土坑出土遺物࡯؍ද（第 81 図）

土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク・ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ϒロοク・୸化ཻ子ඍྔ
̐　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 907 号土坑（第 82 図）

Ґஔ　調査区中央部の F ̕e2 区，標高 26.2 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

ॏෳؔ܎　第 216 号住居跡を掘りࠐんでいる。

ܘ　໛ͱ形状ن 1.18 ｍの円形である。深さ 38cm で，ఈ面は平ୱであり，นは֎܏して立ち上がっている。

遺物出土状況　土師器片̔点（高台付坏１，甕７），須恵器片２点（甕）が出土している。また，ࠞ入した縄

文土器片２点（深鉢）も出土している。215 は෴土Լ層から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕ੈل後༿にൺ定できる。

෴土　̐層に分層できる。ϒロοクঢ়のଯ積ঢ়گをࣔしていることから，埋め໭されている。

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

215 土師器 高台付椀 － （3.0） ʦ6.2ʧ 長石・石ӳ・Ӣ
฼・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 内面ϔラミΨΩ　ఈ部回సϔラέズリ後，高台

షり付け　 ෴土Լ層 20ˋ

第 907 号土坑出土遺物࡯؍ද（第 82 図）

第 82 図　第 907 号土坑・出土遺物࣮ଌ図

第 909 号土坑（第 83 図）

Ґஔ　調査区中央部の F ̕g3 区，標高 26.1 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

ॏෳؔ܎　第 214 号住居に掘りࠐまれている。第 213 号住居跡とのॏෳ関܎は不明である。

ܘ໛ͱ形状　長ن 1.06 ｍ，短ܘ 0.80 ｍのପ円形で，長ܘ方޲は̣－̌ʄである。深さ 32cm で，ఈ面は平ୱで

あり，นはほぼ௚立している。
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土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοク・ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ϒロοク・୸化ཻ子ඍྔ

̐　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
５　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

遺物出土状況　土師器片 12 点（坏７，甕５），灰釉陶器片１点（短頸壺）が出土している。186 は෴土中から

出土している。186 は第 219 号住居跡・第 24 号掘立柱建物跡から出土したഁ片との઀߹関܎を確認できた。

ॴݟ　時期は，出土土器やॏෳ関܎から，̕ੈل後༿にൺ定できる。

෴土　５層に分層できる。ϒロοクঢ়のଯ積ঢ়گをࣔしていることから，埋め໭されている。

ද̔　平安時代土坑一ཡද

番号 Ґ 置 長ܘ方޲ 平 面 形
模　　　　ن

ఈ　面 น　面 ෴　土 主 な 出 土 遺 物
උ　ߟ

ॏෳ関܎（古ˠ新）長ܘ×短ܘ（ｍ） 深さ（cm）

865 F ̔f9 － 円形 0.62 × 0.58 14 皿ঢ় ܏֎ 人ҝ 土師器片，灰釉陶器片 SI14 ˠ本跡

907 F ̕e2 － 円形 1.18 × 1.18 38 平ୱ ܏֎ 人ҝ 土師器片，須恵器片 SI216 ˠ本跡

909 F ̕g3 ̣－̌˃ ପ円形 1.06 × 0.80 32 平ୱ ௚立 人ҝ 土師器片，灰釉陶器片 本跡ˠ SI214

第 83 図　第 909 号土坑࣮ଌ図

̐　その他の遺構と遺物

　今回の調査で，時期やੑ֨が明らかでない地点貝塚２か所，方形竪穴遺構１基，道路跡１条，土坑 54 基，

溝跡２条，奈良時代から平安時代にかけての遺物包含層１か所を確認した。以Լ，遺構と遺物にͭいて記

ड़する。なお，道路跡，溝跡の平面図にͭいては，遺構શମ図にࡌܝした。

Ґஔ　調査区東部の̛̕g5 区，標高 26.2 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

　ᾇ　地点貝塚

　֋૚ղઆ
　１　७ 貝 層　貝ଟྔ

第̕号஍఺֋௩（第 84 図）

第 84 図　第̕号地点貝塚࣮ଌ図

ॏෳؔ܎　第 219 号住居跡を掘りࠐんでいる。

ܘ໛ͱ形状　長ن 0.56 ｍ，短ܘ 0.42 ｍのପ円形で，深さ̔cm の土坑

内で貝のࢄ෍を確認した。長ܘ方޲は̣－１ʄ－Ｅである。

֋૚　୯一層である。貝は土坑内にഇغされたものとߟえられる。出

土した貝は，ヤマトシジミ 232 点（ӈ֪ ֪ࠨ，115 117）である。

第 83 図　第 909 号土坑࣮ଌ図
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第８号方形竪穴遺構（第86図）

Ґஔ　調査区ೆ部の̜̕i2 区，標高 26.2 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

ॏෳؔ܎　第 209 号住居跡を掘りࠐんでいる。

໛ͱ形状　長࣠ن 2.72 ｍ，短࣠ 2.45 ｍの۱ؙ長方形で，長࣠方޲は̣－ 15 －˃̬である。น高は̔～ 14cm で，

。して立ち上がっている܏֎

চ　平ୱで，北東・ೆ東・ೆ੢・北੢コーφー部が౿Έݻめられている。

෴土　̔層に分層でき，֤層ともకまりがऑい。ϒロοクঢ়のଯ積ঢ়گをࣔしていることから，埋め໭され

ている。

　ᾈ　方形竪穴遺構

土૚ղઆ
׊　１ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子中ྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
׊　３ ৭ ローϜϒロοク・ম土ϒロοクগྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　̐ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

׊　５ ৭　ローϜϒロοクগྔ，ম土ཻ子ඍྔ
׊　̒ ৭　ローϜཻ子中ྔ
７　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子中ྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　̔ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ

遺物出土状況　ࠞ入した土師器片７点（坏５，甕２）が出土している。

ॴݟ　時期は，ॏෳ関܎から̕ੈل後༿以߱とߟえられるが，ࠜڌとなる遺物が出土していないため，明確

な時期は不明である。

Ґஔ　調査区東部の̛̕g5 区，標高 26.2 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

ॏෳؔ܎　第 219 号住居跡を掘りࠐんでいる。

ܘ模は不明であるが，長ن໛ͱ形状　北部が֧ཚをडけていたため明確なن 0.56 ｍ，短ܘ 0.42 ｍのପ円形で，

深さ̒cm の土坑内で貝のࢄ෍を確認した。長ܘ方޲は̣－ 39 ʄ－Ｅと推定される。

第 10 号஍఺֋௩（第 85 図）

遺物出土状況　ࠞ入した平安時代の土師器片１点（坏）が出土

している。

ॴݟ　第̕号地点貝塚とともに第 219 号住居跡を掘りࠐΈ，ۙ

઀してҐ置していることから同時期のものと推定される。

֋૚ղઆ
１　७ 貝 層　貝ଟྔ

֋૚　୯一層である。貝は土坑内にഇغされたものとߟえられ

る。出土した貝は，ヤマトシジミ 117 点（ӈ֪ ，ࠨ52 ֪ 65）である。

第 85 図　第 10 号地点貝塚࣮ଌ図

番号 Ґ 置 長ܘ方޲ 平 面 形
模　　　　ن

ఈ　面 น　面 ෴　土 主 な 出 土 遺 物
උ　ߟ

ॏෳ関܎（古ˠ新）長ܘ×短ܘ（ｍ） 深さ（cm）

̕ ̛̕g5 ̣－ １ －˃Ｅ ପ円形 0.56 × 0.42 ̔ － － － ヤマトシジミ SI219 ˠ本跡

10 ̛̕g5 ̣－ 39 －˃Ｅ ପ円形 0.56 × 0.42 ̒ － － － ヤマトシジミ SI219 ˠ本跡

ද̕　時期不明地点貝塚一ཡද
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Ґஔ　調査区東部の̛̕f6 ～̛̕i5 区，標高 26.0 ～ 26.1 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

ॏෳؔ܎　第 193・206・219・220 号住居跡を掘りࠐんでいる。

໛ͱ形状　੢部をআく大部分が調査区Ҭ֎へԆͼているため，長さن 11.84 ｍ，෯ 1.67 ｍしか確認できなか

った。̛̕i5 区から北方޲（̣－ 17 －˃Ｅ）に௚線తにԆͼている。அ面はઙい̪字ঢ়で，ఈ面がߗ化している。

෴土　使用にΑってԜんͩ部分に，土࠭がଯ積している。

　ᾉ　道路跡

土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子中ྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গྔ

第 86 図　第̔号方形竪穴遺構࣮ଌ図

第３号道路跡（第 87 図）

第 87 図　第３号道路跡࣮ଌ図

遺物出土状況　ࠞ入した縄文土器̒点（深鉢），土師器片 45 点（坏̐，甕 41），須恵器片３点（坏），ম成೪

土մ 11 点が出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器や෴土のకまりがऑいことから平安時代以߱とߟえられるが，ࠜڌとなる遺物が出

土していないため，明確な時期は不明である。

第 86 図　第̔号方形竪穴遺構࣮ଌ図

土していないため，明確な時期は不明である。
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遺物出土状況　ࠞ入した土師器 31 点（坏̒，甕 25）が，ଯ積土中から出土している。

ॴݟ　時期は，ॏෳ関܎から̕ੈل後༿以߱とߟえられるが，ࠜڌとなる遺物が出土していないため，明確

な時期は不明である。

　ᾊ　土坑（第 88 ～ 91 図）

　ここでは，時期不明の土坑 54 基にͭいて，࣮ଌ図と土層ղઆ，一ཡදをࡌܝする。なお，第 883・896 号

土坑にͭいては，土層から柱穴とߟえられるが，時期・ੑ֨ともに不明なためここにࡌܝする。

第 88 図　その他の土坑࣮ଌ図（１）第 88 図　その他の土坑࣮ଌ図（１）
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第 89 図　その他の土坑࣮ଌ図（２）
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第 90 図　その他の土坑࣮ଌ図（３）第 90 図　その他の土坑࣮ଌ図（３）
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第 91 図　その他の土坑࣮ଌ図（̐）

第 761 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子中ྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクඍྔ

第 764 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ

第 765 号土坑土૚ղઆ
׊　１ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　２ ৭　ローϜϒロοク・୸化ཻ子ඍྔ
׊　３ ৭　୸化ཻ子ඍྔ

第 768 号土坑土૚ղઆ
׊　１ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　２ ৭　ローϜϒロοク・ম土ϒロοクඍྔ
׊　３ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　̐ ৭　ローϜཻ子গྔ

第 774 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
̐　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子ඍྔ
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第 775 号土坑土૚ղઆ
׊　１ ৭　ローϜཻ子গྔ
２　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ
׊　３ ৭　ローϜϒロοクগྔ
̐　灰 ׊ ৭　ローϜϒロοク中ྔ

第 776 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子中ྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクଟྔ
３　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子ଟྔ，ローϜཻ子গྔ
̐　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 777 号土坑土૚ղઆ
׊　１ ৭　ローϜཻ子গྔ
׊　２ ৭　ローϜϒロοクগྔ
׊　３ ৭　ローϜϒロοク中ྔ

第 779 号土坑土૚ղઆ
׊　１ ৭　ローϜϒロοク・ম土ϒロοク・୸化物ඍྔ
׊　２ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 781 号土坑土૚ղઆ
׊　１ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　２ ৭　ম土ϒロοク・ローϜཻ子ଟྔ，୸化ཻ子ඍྔ

第 789 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 792 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 797 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ

第 808 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ
２　灰 ׊ ৭　ローϜϒロοク中ྔ

第 809 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 812 号土坑土૚ղઆ
１　灰 ׊ ৭　ম土ཻ子中ྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 813 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 816 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　２ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子ඍྔ

第 820 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　೪土ཻ子中ྔ，ম土ϒロοク・ローϜཻ子・୸
　　　　　　　　化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 825 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 831 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ
３　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ

第 833 号土坑土૚ղઆ
１　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গྔ

第 840 号土坑土૚ղઆ
１　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ

第 845 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍྔ

第 849 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍྔ

第 850 号土坑土૚ղઆ
１　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ

第 851 号土坑土૚ղઆ
１　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গྔ
׊　２ ৭　೪土ϒロοク・ローϜཻ子গྔ

第 854 号土坑土૚ղઆ
１　灰 ׊ ৭　ম土ϒロοク・ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 856 号土坑土૚ղઆ
１　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গྔ
２　灰 ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子গྔ

第 857 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ

第 858 号土坑土૚ղઆ
１　にͿいԫ׊৭　୸化ཻ子中ྔ，ম土ϒロοク・ローϜཻ子・೪
　　　　　　　　土ཻ子গྔ
２　にͿいԫ׊৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子গྔ，ম土ϒロοクඍྔ
３　にͿいԫ׊৭　ম土ϒロοク中ྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子গྔ
ࠇ　̐ ׊ ৭　ম土ϒロοク・୸化物・ローϜཻ子গྔ，೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
ࠇ　５ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ

第 866 号土坑土૚ղઆ
１　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ
׊　３ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子গྔ
̐　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ

第 872 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍྔ

第 875 号土坑土૚ղઆ
׊　１ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　２ ৭　ローϜཻ子ଟྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 880 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭ ローϜϒロοクগྔ，ম土ϒロοク・୸化物ඍྔ
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子中ྔ，ম土ϒロοク・୸化ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ，ম土ϒロοク・୸化ཻ子・
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍྔ
̐　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
５　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ，୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ

第 881 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　３ ৭　ローϜϒロοク中ྔ，୸化ཻ子গྔ
׊　̐ ৭　ローϜϒロοク・୸化ཻ子ඍྔ



－ 112 －

番号 Ґ 置 長ܘ方޲ 平 面 形
模　　　　ن

ఈ　面 น　面 ෴　土 主 な 出 土 遺 物
උ　ߟ

ॏෳ関܎（古ˠ新）長ܘ×短ܘ（ｍ） 深さ（cm）

1 ̛̔d8 ̣－ 12 －˃Ｅ ۱ؙ長方形 1.12 × 0.92 40 平ୱ ܏֎ 人ҝ 土師器片，須恵器片 SI ̐ˠ本跡

761 ̛̕e4 ̣－ 18 －˃̬ ପ円形 0.95 × 0.73 10 平ୱ ؇ࣼ 人ҝ 土師器片 SI191 ˠ本跡

764 ̛̕h1 － 円形 0.79 × 0.73 13 皿ঢ় ؇ࣼ 人ҝ －

765 ̛ 9g1 － 円形 0.46 × 0.40 26 ࣼ܏ ܏֎ 人ҝ 土師器片，ম成೪土մ SI195 ˠ本跡

768 ̛̕g5 ̣－ 16 －˃̬ ʦ円形・
ପ円形ʧ 0.65 ×（0.44） 22 有ஈ ؇ࣼ 人ҝ 縄文土器片，土師器片，須恵器片 本跡ˠ SI219

774 ̛̕i3 － 円形 0.74 × 0.74 30 平ୱ ・܏֎
௚立 人ҝ 縄文土器片，土師器片，須恵器片 SI204 ˠ本跡

775 ̛̕i3 － 円形 0.35 × 0.30 24 皿ঢ় ؇ࣼ 人ҝ －

776 ̛̕i3 － 円形 0.77 × 0.71 47 平ୱ ܏֎ 人ҝ 縄文土器片

777 ̛̕i3 ̣－ 21 －˃̬ ପ円形 0.35 × 0.31 22 皿ঢ় ・܏֎
؇ࣼ 人ҝ －

779 ̛̕h2 ̣－３ －˃Ｅ ପ円形 0.67 × 0.43 18 皿ঢ় ・܏֎
؇ࣼ 人ҝ 土師器片 SI209 ˠ本跡

781 ̛̕h3 ̣－ 17 －˃Ｅ ପ円形 0.80 × 0.74 10 平ୱ ؇ࣼ 人ҝ 土師器片 SI209 ˠ本跡
ˠ S,896

789 ̛̕d4 ̣－ 18 －˃Ｅ ପ円形 （0.70）× 0.64 12 平ୱ ܏֎ 人ҝ － 本跡ˠ S#23

792 ̛̕e3 ̣－ 33 －˃Ｅ ʦପ円形ʧ 0.60 ×（0.42） 21 平ୱ ؇ࣼ 人ҝ － S,854 ˠ本跡
ˠ S#23

797 ̛̕d3 ̣－ 31 －˃Ｅ ପ円形 （0.70）× 0.70 16 皿ঢ় ؇ࣼ 人ҝ 縄文土器片，土師器片 本跡ˠ S#23

804 ̛̕f3 － 円形 0.80 × 0.75 14 ࣼ܏ ؇ࣼ 不明 縄文土器片，土師器片，須恵器片 本跡ˠ S#23

808 ̛̕d3 － 円形 0.33 × 0.32 10 皿ঢ় ؇ࣼ 人ҝ 土師器片

809 ̛̕d2 ̣－ 61 －˃Ｅ ପ円形 0.46 × 0.38 13 皿ঢ় ؇ࣼ 人ҝ 土師器片，須恵器片 SI202A ˠ本跡

812 ̛̕c1 ̣－ 32 －˃̬ ପ円形 1.50 × 1.28 12 平ୱ ؇ࣼ 人ҝ 縄文土器片，土師器片，須恵器片，
椀形滓

ද 10　時期不明土坑一ཡද

第 883 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ཻ࠭ଟྔ，ম土ϒロοク・୸化ཻ子ඍྔ（柱ࠟ跡）
׊　２ ৭　୸化ཻ子গྔ，ローϜϒロοク・ম土ཻ子ඍྔ
　　　　　　　　（埋土）
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ（埋土）
̐　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・୸化ཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
　　　　　　　　（埋土）

第 885 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ϒロοクগྔ，୸化ࡐඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化物・ম土ཻ子ඍྔ
３　灰 ׊ ৭　ローϜϒロοク・୸化物・ম土ཻ子ඍྔ

第 889 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গྔ，୸化物・ローϜཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ম土ϒロοクগྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍྔ

第 892 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ
̐　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク中ྔ
׊　５ ৭　ローϜϒロοク中ྔ

第 894 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　灰 ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 896 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ（柱ࠟ跡）
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ（埋土）
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜϒロοク中ྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
　　　　　　　　（埋土）

第 898 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロοクଟྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜϒロοク中ྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 899 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロοクଟྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜϒロοク中ྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 900 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロοクଟྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 901 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜϒロοク中ྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・୸化ཻ子ඍྔ

第 902 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ཻ子中ྔ，ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ

第 905 号土坑土૚ղઆ
１　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ম土ཻ子ඍྔ
２　灰 ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ
３　灰 ׊ ৭　ローϜϒロοクඍྔ

第 908 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク・ম土ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子中ྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
̐　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ，ম土ϒロοク・୸化ཻ子
　　　　　　　　ඍྔ
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番号 Ґ 置 長ܘ方޲ 平 面 形
模　　　　ن

ఈ　面 น　面 ෴　土 主 な 出 土 遺 物
උ　ߟ

ॏෳ関܎（古ˠ新）長ܘ×短ܘ（ｍ） 深さ（cm）

813 ̛̕e3 ̣－ 62 －˃̬ ପ円形 1.00 × 0.80 14 平ୱ ؇ࣼ 人ҝ 縄文土器片，土師器片，須恵器片 S#23ˠS,857ˠ
本跡

816 ̛̕f2 ̣－ 58 －˃̬ ପ円形 0.73 × 0.62 20 平ୱ ؇ࣼ 人ҝ 土師器片 SI216 ˠ本跡

820 ̛̕e2 ̣－ 26 －˃Ｅ ପ円形 0.83 × 0.72 15 平ୱ ؇ࣼ 人ҝ － SI216 ˠ本跡

825 ̛̕g1 － 円形 0.64 × 0.64 19 平ୱ ܏֎ 人ҝ －

831 ̛̕d1 － 円形 1.03 × 1.00 27 平ୱ ܏֎ 人ҝ 土師器片，須恵器片

833 ̛̔d0 － 円形 0.94 × 0.86 10 平ୱ ؇ࣼ 人ҝ －

840 ̛̔e9 ̣－ 67 －˃̬ ପ円形 0.95 × 0.68 32 Ԝತ ؇ࣼ 人ҝ －

845 ̛̔f9 ̣－ 31 －˃̬ ପ円形 0.80 × 0.70 18 平ୱ ܏֎ 人ҝ － SI14 ˠ本跡

849 ̛̔h0 ̣－ 14 －˃̬ ପ円形 0.53 × 0.40 12 平ୱ ・܏֎
؇ࣼ 人ҝ －

850 ̛̔i9 － 円形 0.72 × 0.72 11 平ୱ ؇ࣼ 自વ 土師器片，ম成೪土մ

851 ̛̔i8 － 円形 1.43 × 1.20 34 平ୱ ・܏֎
؇ࣼ 人ҝ 土師器片，須恵器片

854 ̛̕e3 ̣－ 89 －˃Ｅ ପ円形 （1.08）× 0.85 8 ࣼ܏ ؇ࣼ 人ҝ 土師器片 本跡ˠ S,792 ˠ
S#23

856 ̛̔d0 － 円形 0.88 × 0.87 12 平ୱ ؇ࣼ 人ҝ 縄文土器片，土師器片 SI197 ˠ本跡

857 ̛̕e3 ̣－ 21 －˃Ｅ ʦପ円形ʧ （0.70）×（0.50） 56 平ୱ ܏֎ 人ҝ － S#23 ˠ本跡
ˠ S,813

858 ̛̕f6 ̣－ 82 －˃̬ ପ円形 1.49 × 1.30 18 平ୱ ܏֎ 人ҝ 縄文土器片，土師器片，須恵器片 SI219 ˠ本跡

866 ̛̔g8 － 円形 0.84 × 0.84 28 皿ঢ় ܏֎ 人ҝ 土師器片，ম成೪土մ SI14 ˠ本跡

872 ̛̔f9 ̣－ 26 －˃̬ ପ円形 0.84 × 0.68 25 皿ঢ় ܏֎ 人ҝ 縄文土器片，土師器片 SI14 ˠ本跡
ˠ S#24

875 ̛̔g9 ̣－ 28 －˃Ｅ ପ円形 0.96 × 0.80 20 平ୱ ܏֎ 人ҝ 土師器片 SI14 ˠ本跡

880 ̛̔f0 ̣－ 19 －˃Ｅ ʦପ円形ʧ （1.24）× 1.17 50 平ୱ ௚立 人ҝ 縄文土器片，土師器片，須恵器片 SI208AˠS,883ˠ
本跡ˠ S#22

881 ̛̔g8 － 円形 1.07 × 1.04 18 平ୱ ؇ࣼ 人ҝ 縄文土器片，土師器片，須恵器片 SI14 ˠ本跡

883 ̛̔e9 ̣－ 62 －˃̬ ʦପ円形ʧ （0.90）× 0.85 20 ࣼ܏ ܏֎ 人ҝ 土師器片 SI208A ˠ本跡
ˠ S#24・S,880

885 ̛̔f0 － 円形 1.02 × 0.95 40 平ୱ ܏֎ 人ҝ 縄文土器片，土師器片，須恵器片，
ম成೪土մ

SI208AˠS,886ˠ
本跡ˠ S#22

886 ̛̔f0 ̣－ 10 －˃Ｅ ʦପ円形ʧ 1.26 ×（0.66） 30 平ୱ ܏֎ 不明 － SI208A ˠ S,887 ˠ本
跡ˠ S,885 ˠ S#22

889 ̛̔f0 ̣－ 45 －˃̬ ପ円形 0.82 × 0.70 18 皿ঢ় ܏֎ 人ҝ 縄文土器片，土師器片 SI208A ˠ本跡

892 ̛̕h3 － 円形 0.90 × 0.82 48 Ԝತ ܏֎ 人ҝ 土師器片 SI209・214 ˠ本
跡

894 ̛̔e0 － 円形 0.98 × 0.98 16 平ୱ ؇ࣼ 人ҝ 縄文土器片，土師器片 SI208A ˠ本跡

895 ̛̕e2 ̣－ 23 －˃Ｅ ପ円形 1.10 ×（0.43） 33 平ୱ ؇ࣼ 不明 縄文土器片，土師器片，須恵器
片

SI216 ˠ本跡
ˠ SI200A ˠ S#25

896 ̛̕h3 － 円形 0.46 × 0.46 28 皿ঢ় ؇ࣼ 人ҝ － SI209・S,781 ˠ
本跡

898 ̛̕g4 － 円形 0.74 × 0.68 20 平ୱ ؇ࣼ 人ҝ 土師器片 本跡ˠ SI214

899 ̛̕g4 ̣－ １ －˃Ｅ ପ円形 0.64 × 0.56 10 平ୱ ؇ࣼ 人ҝ － 本跡ˠ SI214

900 ̛̕g3 ̣－ 60 －˃̬ ପ円形 0.54 × 0.49 8 平ୱ ؇ࣼ 人ҝ 土師器片 本跡ˠ SI213

901 ̛̕h3 ̣－ 48 －˃̬ ʦପ円形ʧ 0.86 ×（0.34） 30 平ୱ ؇ࣼ 人ҝ 土師器片 本跡ˠ SI214

902 ̛̕h4 ̣－ 32 －˃Ｅ ʦପ円形ʧ 0.45 ×（0.20） 20 平ୱ ܏֎ 人ҝ － 本跡ˠ SI214

904 ̛̕i2 ̣－ 48 －˃̬ ପ円形 0.99 ×（0.80） 25 平ୱ ؇ࣼ 不明 土師器片 SI170 ˠ本跡
ˠ SI198

905 ̛̔f8 ̣－ 30 －˃Ｅ ପ円形 0.92 × 0.65 22 平ୱ ܏֎ 人ҝ － SI14 ˠ本跡

908 ̛̔i8 ̣－ 37 －˃Ｅ ପ円形 1.24 × 1.10 34 平ୱ ܏֎ 人ҝ 縄文土器片，須恵器片

第 49 号溝跡（第 92 図）

Ґஔ　調査区ೆ੢部の̛̔h0 区～̜̔a9 区，標高 26.2 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

֬ೝ状況　ೆ部にͭいては平成 19 年度に調査し，h 第 308 集ʱにおいて報告している。北部は平成 21 年度に

調査した。

　ᾋ　溝跡
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ॏෳؔ܎　第 170 号住居跡，第 46 号溝跡を掘りࠐんでいる。

໛ͱ形状　長さはن 10.20 ｍで，北方޲（̣－̐ －˃̬）に௚線తにԆͼている。上෯ 0.90 ～ 2.30 ｍ，Լ෯

0.73 ～ 1.98 ｍ，深さ̕～ 21cm である。นは؇やかに֎܏して立ち上がっている。

遺物出土状況　ࠞ入した縄文土器１点（深鉢），土師器̒点（甕）が出土している。

ॴݟ　時期は，ࠜڌとなる遺物が出土していないため，不明である。

第 92 図　第 49 号溝跡࣮ଌ図

Ґஔ　調査区北東部の̛̔a0 区～̛̔c0 区，標高 26.3 ｍの平ୱな台地上にҐ置している。

ॏෳؔ܎　第 197 号住居跡，第２号遺物包含層を掘りࠐんでいる。

－̣）޲໛ͱ形状　北方ن 11 －˃ E）に௚線తにԆͼている。第 197 号住居跡の調査時に掘りࠐんでしまった

ため，長さは 8.05 ｍしか確認できなかった。上෯ 0.60 ～ 0.94 ｍ，Լ෯ 0.38 ～ 0.63 ｍ，深さ 25 ～ 51cm である。

அ面は̪字ঢ়で，นは֎܏して立ち上がっている。

෴土　３層に分層できる。֤層にローϜϒロοクが含まれていることから，埋め໭されている。

土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ，ম土ϒロοク・೪土ϒロο
　　　　　　　　ク・୸化物ඍྔ

２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロοク中ྔ，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜϒロοクগྔ

遺物出土状況　陶器１点（椀），磁器１点（碗）が出土しているが，いͣれもࡉ片のため図ࣔできない。また，

ࠞ入した縄文土器片 13 点（深鉢），土師器片 16 点（坏̒，甕 10），須恵器片̒点（坏̐，甕２）も出土している。

ॴݟ　時期は，出土遺物からۙੈ以߱とߟえられるが，遺物がす΂てࡉ片のためৄࡉは不明である。

第 51 号溝跡（第 90 図）

第 93 図　第 51 号溝跡࣮ଌ図

ද 11　時期不明溝跡一ཡද

番号 Ґ　置 方　޲ 形　ঢ়
模　　　　ن

அ　面 น　面 ෴　土 主 な 出 土 遺 物
උ　ߟ

ॏෳ関܎（古ˠ新）長さ（ｍ）上෯（ｍ）Լ෯（ｍ）深さ（ᶲ）

49 ̛̔h0 ～̜̔a9 ̣－ ̐ －˃̬ ௚線 10.2 0.90 ～
2.30

0.73 ～
1.98 ̕～ 21 ઙい̪字ঢ় ؇ࣼ － 縄文土器片，土師器片 SI170 ˠ本　跡

51 ̛̔a0 ～̛̔c0 ̣－ 13 －˃Ｅ ʦ௚線ʧ （8.05） 0.60 ～
0.94

0.38 ～
0.63 25 ～ 51 ̪字ঢ় ܏֎ 人ҝ 陶器片，磁器片，縄文土器片，

土師器片，須恵器片
SI197，HG ２ ˠ
本　跡

B˄B 26�4N

26�4N A˄A B˄B

1

1

2

3
౔࡞ߞ
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Ґஔ　調査区北੢部のＥ̔g5 ～̛̕c3 区，標高 25.2 ～ 25.8 ｍの台地上から北ଆにࣼ܏するࣼ面にҐ置して

いる。

֬ೝ状況 ੢部にͭいては平成 18 年度に調査し，h 第 308 集ʱにおいて報告している。東部にͭいては平成

21 年度に調査した。

ॏෳؔ܎　第 51 号溝に掘りࠐまれている。

޲໛ͱ形状　北部が調査区Ҭ֎にԆͼているため，北੢・ೆ東࣠方ن 43 ｍ，北東・ೆ੢࣠方̔޲ｍしか確認

できなかった。

遺物出土状況　土師器片 35 点（坏 28，甕７），須恵器片５点（坏１，甕̐）が出土しているが，いͣれもࡉ

片のため図ࣔできない。また，ࠞ入した陶器１点（椀），磁器１点（碗）も出土している。

ॴݟ　h 第 308 集ʱにおいて，̔～ 10 にかけて形成されたものと推定されている。今回の調査区から出لੈ

土した遺物も，̔～ 10 。に収まる時期のものであるلੈ

　ᾌ　遺物包含層

第̎号遺物แؚ૚（第 94 図）

第 94 図　第２号遺物包含層࣮ଌ図

　ᾍ　遺構֎出土遺物（第 95 ～ 98 図）

　　　今回の調査で出土した遺構に伴Θない遺物にͭいて，࣮ଌ図と࡯؍දをࡌܝする。

土した遺物も，̔～ 10 。に収まる時期のものであるلੈ

'8B6

'9B1

$
˄

$

)(2

4%51

4*�1974*�104*�9
4*�202

26�2N $˄$

25�8N

25�6N

25�4N

ฏ੒ 18೥౓
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第 95 図　遺構֎出土遺物࣮ଌ図（１）第 95 図　遺構֎出土遺物࣮ଌ図（１）
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第 96 図　遺構֎出土遺物࣮ଌ図（２）
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第 97 図　遺構֎出土遺物࣮ଌ図（３）第 97 図　遺構֎出土遺物࣮ଌ図（３）
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第 98 図　遺構֎出土遺物࣮ଌ図（̐）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

218 土師器 坏 ʦ12.8ʧ 3.4 － 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 ᒵ ී通 　縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラέズリޱ

内面φσ ද土 10ˋ

219 土師器 坏 ʦ13.2ʧ（3.3） － 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 明੺׊ ී通 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラέズリ後ޱ

φσ　内面φσ ද土 10ˋ

220 須恵器 坏 ʦ13.2ʧ 4.8 ʦ5.0ʧ 長石・石ӳ・੺৭
ཻ子・ࠇ৭ཻ子 Φリーϒࠇ ී通 ମ部Լ୺回సϔラέズリ　ఈ部一方޲のϔラέ

ズリ ද土 30ˋ

221 須恵器 坏 ʦ13.8ʧ 4.5 ʦ8.4ʧ 長石・石ӳ・Ӣ
฼ ԫ灰 良޷ ମ部Լ୺手࣋ちϔラέズリ ද土 20ˋ

222 須恵器 坏 ʦ14.8ʧ 4.5 ʦ7.8ʧ 長石・石ӳ・Ӣ
฼ ԫ灰 良޷ ମ部Լ୺手࣋ちϔラέズリ　ఈ部一方޲の手࣋

ちϔラέズリ ද土 20ˋ

223 土師器 皿 ʦ14.3ʧ 2.2 ʦ7.0ʧ 長石・石ӳ・Ӣ
฼・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 内面ϔラミΨΩ　֎面ٴͼఈ部ຎ໣ ද土 20ˋ

224 陶器 折縁皿 ʦ10.8ʧ 2.0 ʦ5.0ʧ 長石 釉 ઙԫ
଻土 ઙԫᒵ 良޷ ମ部内面ιΪ　高台内ྠドνࠟ ද土 40ˋ　PL20

225 灰釉陶器 高台付皿 － （1.9） ʦ7.4ʧ 長石 ଻土 灰白 良޷ 内面߱灰にΑる自વ釉͝くඍྔ付ண　ఈ部回స
ϔラέズリ後高台షり付け ද土 20ˋ　,90 号

༼式期 PL25

226 須恵器 坏蓋 － （2.2） － 長石 灰 良޷ ද土 ５ˋ

遺構֎出土遺物࡯؍ද（第 95 ～ 98 図）

Q11
M11

Q12

Q13

M10

Q16

Q15

Q14
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番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

228 陶器 擂鉢 ʦ33.3ʧ（6.6） － 長石・石ӳ 灰׊ 良޷ 擂り目 ද土 10ˋ

230 須恵器 瓶 － （5.5） － 長石・石ӳ 釉 灰Φリーϒ
଻土 灰白 良޷ ֎面自વ釉 SI197 ５ˋ

231 須恵器 長頸瓶 － （23.2） 11.3 長石・石ӳ 釉 ҉Φリーϒ
଻土 灰白৭ 良޷ ߱灰にΑる自વ釉　ఈ部おΑͼ高台઀地部にদ

༿ঢ়২物灰ݻண ද土 70ˋ　PL25

232 灰釉陶器 長頸瓶 － （6.2） － 長石 釉 灰ԫ
଻土 灰白 良޷ 刷ໟにΑるࢪ釉ϱ ද土 ５ˋ

211 土師器 甕 ʦ15.0ʧ（8.3） － 長石・石ӳ・੺৭
ཻ子・ࠇ৭ཻ子 ᒵ ී通 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラφσ　内ޱ

面ϔラφσ S#25 10ˋ

233 土師器 甕 14.8 （14.3） － 長石・石ӳ・Ӣ
฼・੺৭ཻ子 ᒵ ී通 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部内面ϔラφσޱ ද土 40ˋ　PL20

234 土師器 羽釜 － （2.1） － 長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 ௳部　φσ調整 ද土 ５ˋ

235 土師器 甑 27.0 （12.1） － 長石・石ӳ・ࡉ
᛽・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ॎҐのϔラέޱ

ズリ　内面ϔラφσ後ϔラミΨΩ ද土 30ˋ

番号 種　別 器種 ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

TP3 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ 明ԫ׊ ී通 ಥ文ࢗ縁部൒ፊ஛؅にΑるೋ条のޱ ද土 前期前൒　PL20

TP4 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 ୯અ縄文 RL S,885 前期前൒　PL20

TP5 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ・Ӣ฼・੺
৭ཻ子 にͿいԫ׊ ී通 ୯અ縄文 RL 文後，൒ፊ஛؅にΑる平行௜線ࢪ SI193 前期前൒　PL20

TP6 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ にͿい׊ ී通 ॎҐの௜線ࢪ文後，ԣҐの௜線 ද土 前期前൒　PL20

TP7 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ・੺৭ཻ子 明੺׊ ී通 貝֪条ࠟ文 ද土 前期前൒　PL20

TP8 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ・੺৭ཻ子 ᒵ ී通 有અ平行௜線文 SI214 前期後൒　PL20

TP9 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ にͿいᒵ ී通 ԣҐの۳ࣃঢ়線文 SI194 前期後൒　PL20

TP10 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ 明੺׊ ී通 ൒ፊ஛؅にΑる௜線文と連ଓࢁ形文ࢪ文後，௺形のࢗಥ文付Ճ SI196 前期後൒　PL20

TP11 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ ੺׊ ී通 ൒ፊ஛؅にΑる௜線ࢪ文後，円形ࢗಥ文付Ճ　内面ミΨΩ SI195 前期後൒　PL20

TP12 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ ੺׊ ී通 ൒ፊ஛؅にΑる௜線文と௺形文 SI202A 前期後൒　PL20

TP13 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ 明੺׊ ී通 ൒ፊ஛؅にΑる௜線文　ઠ孔１か所 SI195 前期後൒　PL20

TP14 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 ൒ፊ஛؅にΑる連ଓࢁ形文ࢪ文後，௜線 SI201 前期後൒　PL20

TP15 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ・Ӣ฼・੺
৭ཻ子 ᒵ ී通 ൒ፊ஛؅にΑる連ଓࢁ形文と௜線 S,880 前期後൒　PL21

TP16 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ・੺৭ཻ子 ᒵ ී通 地文೨ࢳ文 L 文後，൒ፊ஛؅にΑる೾ঢ়の平行௜線文ࢪ SI198 前期後൒　PL21

TP17 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ にͿい׊ ී通 ൒ፊ஛؅にΑる࿤ࠎ文ࢪ文後，円形のࢗಥ文付Ճ ද土 前期後൒　PL21

TP18 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ にͿいԫ׊ ී通 ม形௺形文 ද土 前期後൒　PL21

TP19 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ・੺৭ཻ子 明੺׊ ී通 ൒ፊ஛؅にΑる௜線文 SI216 前期後൒　PL21

TP20 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ・੺৭ཻ子 ᒵ ී通 ൒ፊ஛؅にΑる௜線文 SI220 前期後൒　PL21

TP21 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ・੺৭ཻ子 ੺׊ ී通 ಥ文ࢗ縁部条線文　中ҐおΑͼԼҐにޱ SI202A 前期後൒　PL21

TP22 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ 明׊ ී通 ֎面貝֪ෲ縁にΑる೾ঢ়文 SI214 前期後൒　PL21

TP23 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ ੺׊ ී通 貝֪ෲ縁にΑる೾ঢ়文 SI198 前期後൒　PL21

TP24 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ・੺৭ཻ子 明੺׊ ී通 貝֪ෲ縁文 SI195 前期後൒　PL21

TP25 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ 明׊ ී通 貝֪ෲ縁文 SI193 前期後൒　PL21

TP26 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ・Ӣ฼・੺
৭ཻ子 ᒵ ී通 ൒ፊ஛؅にΑる݁અ௜線文　ઠ孔１か所 SI200 中期前൒　PL21

TP27 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ・Ӣ฼・੺
৭ཻ子 明੺׊ ී通 縁部௚Լに݁અ௜線文　ࣼҐのΩβミを有する隆ଳにԊってޱ

݁અ௜線文 ද土 中期前൒　PL21

TP28 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ・੺৭ཻ子 ੺׊ ී通 縁部௚Լに݁અ௜線文　ࣼҐのΩβミを有する隆ଳにԊってޱ
݁અ௜線文と௜線ࢪ文後，௺形のࢗಥ文付Ճ SI194 中期前൒　PL21

TP29 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ 明੺׊ ී通 ୯અ縄文 RL 文後，݁અ௜線文　ྲྀ線にࣼҐのΩβミࢪ ද土 中期前൒　PL21

TP30 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ・੺৭ཻ子 ᒵ ී通 ೨ࢳ文 L 文後，൒ፊ஛؅にΑる平行௜線文ࢪ SI194 中期前൒　PL21

TP31 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ ᒵ ී通 ԣҐの௜線　ࣼҐの௜線文 SI208 後期中༿　PL21
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番号 種　別 器種 ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土Ґ置 උ　ߟ

TP32 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ・ࡉ᛽・੺
৭ཻ子 ᒵ ී通 ԣҐの௜線　ࣼҐの௜線文 S#25 後期中༿　PL21

TP33 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 文ଳࠁ縁部２条のޱ ද土 後期中༿　PL21

TP34 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ ԫᒵ ී通 ֎面୯અ縄文 RL　ޱ縁部内面௜線 SI204 後期中༿　PL21

TP35 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ ੺׊ ී通 ֎面隆ଳにࢦ಄ѹࠟ　ԣҐの௜線　ޱ縁部内面௜線 ද土 後期中༿　PL21

TP36 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫ׊ ී通 ֎面୯અ縄文 LR　内面ミΨΩ　ઠ孔２か所 ද土 PL21

TP37 須恵器 甕 長石 ҉灰ԫ 良޷ ֎面۳ඳ೾ঢ়文と۳ඳԣ線文 ද土 PL25

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

%P88 勾玉 （2.4） 1.3 1.1 （3.3） 長石・石ӳ φσ調整　一部ܽଛ ද土 PL23

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

%P89 土玉 1.8 （1.7） 0.8 （4.4） 長石・石ӳ φσ調整　一方޲からのઠ孔 ද土 PL22

%P90 土玉 2.4 2.5 0.6 11.7 長石・石ӳ φσ調整　޻۩ࠟ　一方޲からのઠ孔 ද面࠾集 PL22

%P91 土玉 3.5 2.8 1.0 （30.9）長石・石ӳ・੺
৭ཻ子 φσ調整　޻۩ࠟ　一方޲からのઠ孔　一部ܽଛ ද土 PL22

番号 器　種 ܘ小࠷ ܘ大࠷ 高さ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

%P92 スタンプ形
土製品 1.4 3.0 2.5 15.5 長石・石ӳ スタンプ部൒ፊ஛؅にΑるӔרきঢ়のࢗಥ SI192 PL23

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏྔ ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

̦ 11 石鏃 2.4 1.7 0.4 （1.1） ϗϧンϑΣϧス ྆面ԡѹ剥཭ SI202A PL24

̦ 12 磨製石斧 6.8 3.6 1.0 44.4 ྘৭ڽ灰ؠ ྆面ݚ磨 SI217 PL24

̦ 13 打製石斧 11.2 6.4 2.4 220 ྲྀ໲ؠ ྆面調整　ද裏に自વ面を࢒す SI193 PL24

̦ 14 砥石 4.8 1.5 1.4 15.0 ؠ灰ڽ 砥面̐面 ද土 PL24

̦ 15 ೋ࣍Ճ޻を
有する剥片 6.4 2.3 1.6 17.5 νϟート ઌ୺部ຎ໣，使用ࠟϱ S,776 PL24

番号 器　種 長さ ෯ ްさ 孔ܘ ॏྔ ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

̦ 16 不明石製品 2.7 1.6 1.4 0.3 3.2 Ψラス࣭ࠇ৭
σイαイト ઠ孔１か所　૒方޲からのઠ孔 SI217 PL24

番号 器種 長さ ෯ ްさ ॏྔ ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

̢ 10 鉄滓 2.4 4.0 2.0 22.3 鉄 椀ঢ়滓 S,812 PL24

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

%P48 不明
土製品 （5.3） （5.0） 1.4 （26.7）長石・石ӳ φσ調整 SI14

%P49 不明
土製品 （4.7） （4.4） 1.5 （21.9）長石・石ӳ φσ調整 SI14

番号 器　種 ෯ 高さ ॏྔ ଻　　土 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

%P93 置き竈 （13.0） （4.8） （143.2）長石・石ӳ φσ調整 ද面࠾集 PL23

番号 મ名 ܘ 孔ܘ ްさ ॏྔ ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土Ґ置 උ　ߟ

̢ 11 不明 ʦ2.2ʧ － 0.1 （1.66） ಔ ྆面ܹしくྼ化 ද土
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　　　第̐અ ま と め

１　はじめに

　薬師後遺跡の平成 18・19 年度の調査݁Ռは，h茨城県教育財団文化財調査報告　第 308 集（ɦ以Լh 第 308 集 ）ɦ

としてץ行されている。また，その中で౰遺跡は，古墳時代後期から平安時代にかけての集落を中心とした

遺跡であることが報告されており，平成 21 年度の調査区からもおΑそ同時期の遺構を確認した。౰遺跡に

おける集落のมભや出土遺物の様૬にͭいては，h 第 308 集ʱにおいてৄしく৮れられているため，ここで

は，平成 21 年度の調査区における֤時期の遺構と遺物にͭいて֓؍するとともに，これまでの調査区を含

めた౰遺跡の特௃にͭいてएׯのิ଍・௥ߟを行い，まとめとしたい。なお，ここで用いる住居跡と掘立柱

建物跡のن模をදす۟ޠにͭいては，h 第 308 集ʱの区別に४ڌする１）。また，平成 21 年度の調査にΑって

新たな遺構が確認された時期に関しては，άϧープのߟ࠶を行った上でུ式の集落มભ図をࡌܝした。しか

し，֤時期（̒・７・̔・̕ੈل）の前・中・後༿のいͣれかにҐ置付けることができない遺構もあり，そ

れらの図化にͭいてはׂѪしてあることをஅっておきたい。また，これらの遺構にͭいては，分ੳର৅から

もআ֎している。

ᾇ　古墳時代の様૬

　古墳時代の遺構は，住居跡 15 軒（̒ੈل前༿３軒，̒ੈل中༿２軒，̒ੈل後༿̐軒，̒ੈل代３軒，

。を確認した（代لੈ̒・前༿لੈ̒）前༿２軒），土坑２基ل後൒１軒，７ੈلੈ̒

前༿の住居跡は第لੈ̒　 208A・208# 号住居跡，第 216 号住居跡が֘౰し，第 208A 号住居跡は大形，

第 208# 号住居跡は中形で，中形から大形の住居へと֦ுされている。第 216 号住居跡は，他の遺構に掘

りࠐまれているためৄࡉなن模は不明であるが，短࣠のن模から中形と推定される。第 208# 号住居跡は

北竈で，他の住居跡では竈は確認できなかった。また，第 208A・208# 号住居跡には，ೆนࡍのやや੢د

りに円形のஷ蔵穴が付設されており，֦ுの前後でஷ蔵穴の形ঢ়やҐ置が一؏している。同様のҐ置と形

ঢ়のஷ蔵穴はط報告の第 86 号住居跡でΈられる。土師器には੺࠼がࢪされたものがあり，࣍期以߱は੺

する。第ݮされた土器はܹࢪが࠼ 208A 号住居跡からは׈石製の臼玉が出土している。本期の集落は̐ά

ϧープに大別した。第 208A・208# 号住居跡はᶆάϧープに含まれる（第 99 図）。

中༿の住居跡は第لੈ̒　 201，204 号住居跡が֘౰し，第 201 号住居跡は中形で，北竈の住居跡である。

第 204 号住居跡のن模は不明である。第 204 号住居跡からは׈石製の臼玉が出土している。本期の集落はh 第

308 集ʱにおいて̐άϧープに大別されており，第 201，204 号住居跡はᶆάϧープに含まれる（第 99 図）。

後༿の住居跡は第لੈ̒　 22・191・193・197 号住居跡が֘౰し，第 22・193・197 住居跡が中形，第 191 号

住居跡が小形である。本期の集落はʰ第 308 集ʱにおいて３άϧープに大別されており，第 22・191・193・

197 号住居跡はᶅάϧープに含まれる。第 154 号住居跡にͭいては，別άϧープのՄೳੑがある（第 99 図）。

前༿の住居跡は第ل７ੈ　 170・202A 号住居跡が֘౰し，いͣれも大形で北竈である。第 202A 号住居

跡からは有孔円板や土製勾玉が出土しており，石製模造品を用いたࡇ᛾から土製品を用いたࡇ᛾へのա౉

期の住居跡として注目される。本期の集落は５άϧープに大別したが，ᶄ・ᶅάϧープにͭいては，同一

άϧープの֎縁部にあたるՄೳੑがある。第 170・202A 号住居跡はᶇάϧープに含まれる。h 第 308 集ʱ

においては，これらのάϧープはさらに２～̐軒からなる小άϧープにࡉ別されている（第 99 図）。

２　平成 21 年度の調査݁Ռから
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ᾈ　奈良時代の様૬

　奈良時代の遺構は，住居跡 11 軒（̔ੈل前༿̒軒，̔ੈل中༿３軒，̔ੈل後༿２軒），土坑２基（̔

。後൒）を確認したلੈ̔・後༿لੈ

前༿の住居跡は第لੈ̔　 14・195・200A・200#・205・221 号住居跡が֘౰し，第 14 号住居跡が大形，

第 195 号住居跡は中形，第 200A・200#・205・221 号住居跡は小形である。第 200# 号住居跡は 200A 号

住居へ֦ுされている。第 221 号住居跡からは円面硯のഁ片が出土しており，注目される。本期の集落は

２άϧープに大別し，平成 21 年度の調査区で確認した住居跡にͭいてはᶄάϧープに含まれる。また，

ᶄάϧープにͭいては，さらに北東部の一܈とೆ੢部の一܈の２άϧープにࡉ別できる（第 100 図）。

中༿の住居跡は第لੈ̔　 192・194・217 号住居跡が֘౰し，いͣれも小形で北竈である。平成 21 年度

の調査区で確認した３軒の住居跡にͭいては，これまで確認されていたάϧープとは別のάϧープ（ᶄά

ϧープ）とΈられる（第 100 図）。
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後༿の住居跡は第لੈ̔　 196・198 号住居跡が֘౰し，いͣれも小形である。竈は྆遺構とも北นに付

設されているが，第 196 号住居跡のものはԎ道部が長く，特௃తである。遺物は，第 196 号住居跡から円

面硯や東ւ࢈の須恵器長頸瓶（86）が出土しており，注目される。（86）は第 843 号土坑から出土したഁ

片と઀߹している。第 196 号住居跡から出土したޱ縁部から頸部に関しては，支脚として࠶ར用されたՄ

ೳੑがあるものの，Ր೤ࠟが͝くۇかであったため，྆遺構に大෯な時期ࠩは無いものとߟえられ，遺物

のഇغのあり方としてڵຯ深い事ྫである。また，このほか第 196・198 号住居跡から出土した須恵器甕（87）

にも遺構間઀߹が確認できた。いͣれも竈のՐচ部からഁ片のঢ়ଶで出土しており，ഁࡅの後྆住居の竈

に分け置かれ，ഇઈのࡍに埋め໭されたものとߟえられる。竈ࡇ᛾と関連のある事ྫともߟえられるが，

は不明である。今後の՝୊としたい。本期の集落はᶄάϧープに大別した。第ࡉৄ 196・198 号住居跡は，

ᶄάϧープに含まれる（第 100 図）。
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ᾉ　平安時代の様૬

　平安時代の遺構は，住居跡７軒（̕ੈل中༿１軒，̕ੈل後༿５軒，10 中༿１軒），掘立柱建物跡لੈ

５棟（̕ੈل前༿１棟，̕ੈل後༿３棟，̕ੈل代１棟），土坑３基（̕ੈل後༿２基，̕ੈل代１基）

を確認した。このうち第 21 号掘立柱建物跡 P １はิ଍調査で確認した。また，遺構に伴Θない灰釉陶器

に関しては，その一部を写真図版にࡌܝした。

前༿の遺構は，第لੈ̕　 25 号掘立柱建物跡が֘౰する。２間×３間の中形ଆ柱建物跡で，ܻ行方޲は

੢にৼれているೆ北棟である。本期の集落は 2 άϧープに大別した。第 25 号掘立柱建物跡は，ᶄάϧー

プに含まれ，౰遺跡における࠷もૣいஈ֊の掘立柱建物跡である（第 101 図）。

中༿の住居跡は，第５号住居跡が֘౰し，中形である。本期の集落はʰ第لੈ̕　 308 集ʱにおいて２ά

ϧープに大別されており，第５号住居跡はᶄάϧープに含まれる（第 101 図）。

後༿の住居跡は，第لੈ̕　 10・212・213・214・219 号住居跡が֘౰し，す΂て中形で北竈である。第

212 号住居跡からは円面硯のഁ片が出土している。また，第 212・213・214・219 号住居跡のいͣれから

も灰釉陶器が出土しており，注目される。また，第 22・23・24 号掘立柱建物跡も本期の遺構である。い

ͣれもܻ行方޲は̣－ 84 ～˃ 85 －˃Ｅの東੢棟である。第 22・24 号掘立柱建物跡は２間×３間の中形ଆ柱

建物で，第 23 号掘立柱建物跡は૯柱で，東൳のͭく中形建物である。平成 21 年度の調査区内における本

期の掘立柱建物跡はす΂てが東੢棟であり，面積も 26 ～ 26.5㎡とۙࣅしている点が注目される。これま

での調査においては，10 前༿の第لੈ 12 号掘立柱建物跡のΈが東੢棟で，そのほかの建物はす΂てೆ北

棟である。遺物は，第 219 号住居跡と第 24 号掘立柱建物跡と第 909 号土坑の埋土から出土した灰釉陶器

短頸壺（186）が઀߹しており，第 219 号住居跡のഇઈと第 24 号掘立柱建物跡のங造が͝くۙ઀した時期

であることが൑明した。本期の集落は２άϧープに大別した。掘立柱建物跡は，台地東部に集中してங造

されている。ᶄάϧープに関しては，小形住居跡は੢部，中形住居跡は東部に集中する޲܏にあり，άϧ

ープ内で住Έ分けが行ΘれていたՄೳੑが高い（第 101 図）。

　ここでは，これまでの調査݁Ռを֓؍し，౰遺跡の中心となる古墳時代から平安時代にͭいて，遺構と遺

物からݕ౼を行い，そこにΈられる特௃にͭいてड़΂たい。ൺֱରরとする遺跡は，３ষ第１અʮྺ史త؀

。ʯで৮れた遺跡であるڥ

ᾇ　古墳時代

　ᶃ集落にͭいて

　平成 21 年度の調査区においても５ੈل代に૎る住居跡はなく，本֨తな集落の։࢝が̒ੈل前༿であ

ることが改めて確認された。̒ੈل前༿から７ੈل前༿までの住居跡のن模と軒数に目を޲けてΈると，

も集落の軒数がଟいことが分かる。（ද࠷後༿にلੈ̒ 13）また，この時期は前期にൺ΂中形住居跡がഒ

以上，小形住居跡が̐ഒになっており，中・小形住居跡を中心に軒数が૿Ճしたことが分かる。７ੈل前

༿になると，今度は中・小形住居跡がݮগし，大形住居跡の軒数が૿Ճしている。この点にͭいては，後

ड़する須恵器保有཰との܎Θりが૝定される。࣍に，住居内のࢪ設に目を޲けてΈたい。౰遺跡では̒ੈ

をফすことはʰ第࢟前༿の住居にのΈஷ蔵穴が付設され，その後ل 308 集ʱにおいてड़΂られているとこ

ろであり，平成 21 年度の調査区からもஷ蔵穴を有する住居跡が確認されている。౰遺跡の住居に付設さ

３　これまでの調査݁Ռを֓؍して
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れたஷ蔵穴の平面形は円形もしくはପ円形であり，周辺遺跡でଟくΈられる長方形や，それにۙい形ঢ়の

ପ円形のものは無く，付設Ґ置も竈と൓ରนの東دりであり，特௃తである。これにۙい形ঢ়のஷ蔵穴は

஑平遺跡第 17・18 号住居跡でΈられ，第 17 号住居跡は長࣠を東੢方޲にͭ࣋住居で，本跡の第 208# 号

住居跡とۙい形ଶである。なお，̒ੈل前༿をもってஷ蔵穴がফ໓するݱ৅にͭいても周辺遺跡において

はكであり，౰遺跡の特௃であるといえる。

　ᶄ遺物にͭいて

　遺物にͭいては，まͣ須恵器の保有཰にͭいてΈてΈたい（ද 前・中༿はいͣれも保有཰لੈ̒。（12

が 20ˋະຬで，出土はほぼ大形・中形住居跡にݶられている。ଓく̒ੈل後༿には 26ˋに上ঢし，小形

住居跡からも出土するΑうになる。ߋに７ੈل前༿では 50ˋまで上ঢしている。須恵器保有཰の૿Ճ܏

前༿の須恵器保لにͭいては，౰遺跡における大形住居跡の૿Ճとۙしい様૬をࣔしており，特に７ੈ޲

有཰のٸ上ঢは，大形住居跡の૿Ճと連動しているՄೳੑがある。このほか，֤住居跡から出土した須恵

器のഁ片数をࢉܭしたところ，瓶類の出土は֤時期を通して大形住居跡に集中する޲܏がΈられたことも

付けՃえておきたい。須恵器の保有཰と大形住居跡の関܎にͭいては，ফඅ地における一ݩతな݁࡯؍Ռ

にա͗ないが，古墳への副૴品や，墳ٰで行Θれたࡇ᛾との関Θりから須恵器の存在ҙٛをߟえたとき，

これらは関連ある事৅とࢥΘれる。また，鉄製品の保有཰も同様の޲܏をࣔしており，߹Θせて৮れてお

きたい。このほか，౰遺跡

においていΘΏるʮৗ૯ܕ

甕ʯが出土するΑうになる

のは，6 後༿ஈ֊からلੈ

である。ৗ૯ܕ甕の成立か

らほͲなくして౰遺跡から

の出土がΈられるという点

から，生࢈地と目されてい

る新࣏༼跡܈周辺地Ҭとの関܎も૝定される。

᛾に関Θる遺物にͭいては，ミχνュア・手捏土器，石製品・石製模造品，土製品なͲが出土しておࡇ　

り，このうちミχνュア・手捏土器と石製品・石製模造品にͭいては֓Ͷ̒・７ੈلを通じて出土してお

り，̒ੈل後༿からはこれに土製勾玉がՃΘっている。なお，౰遺跡においては，石製模造品を使用した

ॳ಄にҐ置付けた住居跡から出土したものに関しては，ഇلが໰୊となるところである。７ੈݶ᛾のԼࡇ

ઈに伴う埋め໭しのࡍにࠞ入したՄೳੑも׬શには൱定できないが，౰遺跡における石製模造品自ମの出

土ྔがগないため，ࠞ入と൑அするにはٙ໰が࣋たれる事や，北方約 4.7km に所在する१の台古墳܈第

３号墳からも７ੈلॳ಄の遺物の付ۙから有孔円板が出土しているなͲ，౰遺跡周辺におけるࡇ᛾形ଶに

関Θるॏ要な໰୊をはらんでいるものとࢥΘれる。ࢿྉの૿Ճを଴ってݕ౼するඞ要がある。

　ᶅ小݁

　౰遺跡の所在する台地周辺においては，中期後༿から後期前༿にかけて新ن集落が૿Ճする޲܏にある

ことが確認されており，それらの遺跡の立地から，このݱ৅は台地縁辺の௿地։発にΑる生࢈基盤のڧ化

が図られたことにى因するものと推定され，౰遺跡もその一ྫであるとߟえられる。חの出土もそのこと

時期 住居数 須恵器
出土軒数 出土住居 須恵器

保有཰ 出土器種

前༿لੈ̒ 19 3
大形１
中形１
不明１

16�
（大形）甕
（中形）坏身，坏蓋
（不明）甕

中༿لੈ̒ 17 3 大形１
中形２ 18� （大形）坏身，坏蓋，ఏ瓶

（中形）坏身，甕，

後༿لੈ̒ 34 9
大形２
中形̐
小形３

26�
（大形）坏蓋，ఏ瓶，ԣ瓶，瓶類，甕
（中形）坏身，瓶類，甕，不明
（小形）坏身，坏蓋，甕

前༿ل７ੈ 28 14
大形̒
中形２
小形̒

50�

（大形）坏身，坏蓋，平瓶，長頸瓶，瓶類，壺，
　　　 甕， ，不明

（中形）坏蓋，甕
（小形）坏身，坏蓋，瓶類，甕

ද 12　古墳時代住居跡　須恵器保有཰・出土須恵器一ཡද



－ 128 －

を裏付けており，それらの生׆࢈動をഎܠとして̒ੈل後༿にΈられる住居跡の軒数の૿Ճや，７ੈل前

༿の大形住居の૿Ճがあったのではないͩろうか。また，౰遺跡のೆ方約 500 ｍには台௶古墳܈，ೆ方約

800 ｍにはࢁ܂古墳܈が所在しており，集落内の有力者層との܎Θりから，調査が଴たれるところである。

౰遺跡における集落のڵりにͭいては，౰時のڌ点集落からの人のҠ動も૝定されるが，౰遺跡における

ஷ蔵穴の形ঢ়や付設Ґ置は周辺遺跡とのڞ通ੑがബく，ݱ時点で明確にすることはできない。また，７ੈ

るまでの集落のஅઈ期にͭいても新たな஌見がಘられなかったため，これらのࢸॳ಄にل中༿以߱̔ੈل

点にͭいては今後の調査݁ՌにҕͶたい。

ᾈ　奈良時代の様૬

　ᶃ集落にͭいて

前༿になってからであلੈ̔，ͼ集落が形成されるのは࠶中༿から集落のஅઈ期をܴえた౰地にل７ੈ　

る。まͣ，住居跡のن模と軒数に目を޲けてΈたい（ද 代は，֤時期を通して古墳時代Αりلੈ̔。（13

も軒数がগなく，̔ੈل前༿・中༿にかけては軒数の૿ݮがΈられない。̔ੈل中༿には大形住居跡の軒

数はݮগし，遺跡内に１軒しか見られなくなり，代Θって小形住居跡のׂ߹が૿Ճしている。̔ੈل後༿

は，大形・中形住居跡の軒数にม動はなく，小形住居跡のΈがݮগしている。

　ᶄ遺物にͭいて

　注目される遺物としては，円面硯が̔ੈل前༿と後༿の住居跡から出土しており，集落内にࣝ字層の存

在が窺える。須恵器に関しては，̔ੈل前༿から新࣏༼跡࢈܈の製品とともに在地࢈（以Լ，ʮ稲敷࢈ʯ）

の須恵器が出土しており，౰遺跡における集落の࠶形成が稲敷市周辺に須恵器༼がૢ業։࢝した以߱であ

ることが分かる。౰遺跡出土の稲敷࢈須恵器に関しては，h 第 308 集ʱにおいて，଻土の特௃や調整ٕ法

にͭいてৄしくड़΂られているため，そちらをࢀরئいたい。࣍に，鉄製品の保有཰やその他の遺物の出

土޲܏に目を޲けてΈたい。鉄製品の保有཰は̔ੈل前༿をϐークとして，中༿・後༿とݮগしていく。

特に̔ੈل前༿ஈ֊ではミχνュア・手捏土器，土玉にͭいても大形住居跡から集中して出土する޲܏に

あり，集落における生業׆動やࡇ᛾の౷ׅを行っていたかのΑうな様૬をఄしている。また，ଓく̔ੈل

中༿においても，大形住居跡からは一線をըすྔの土玉とともに鉄製品が出土しており，同様の޲܏が窺

える。ଓく̔ੈل後༿ஈ֊では，大形住居跡に集中してΈられた特定の遺物の出土޲܏はΈられなくなる。

しかし，円面硯や東ւ࢈の須恵器長頸瓶，折戸 10 号༼ஈ֊の灰釉陶器短頸壺の出土が，集落内にґવと

して有力者が存在したであろうことを窺Θせる。

　ᶅ小݁　

　౰地に集落が࠶ͼ形成されたのは，཯ྩ੍の成立からほͲなくしてからであり，この時期の前後には，

৴ଠ郡の郡ࣉと目されているԼࢁ܅ഇࣉの造Ӧやަ通໢の整උなͲ，৴ଠ郡内に大ن模な։発が૬࣍いで

いたとߟえられ，それに見߹う収֭ྔもඞ要不Մܽなはͣである。౰遺跡の所在する台地は北੢部からೆ

部にかけて୩௡が入りࠐんでおり，೶ߞにదしていたであろうことや，חの出土をߟえると，集落の形成

は௿地։発に関Θりが深いものとߟえられ，奈良時代に見られる特௃を૯߹すると，本跡は集落の有力者

と，そのݩで生׆࢈動にै事していた人ʑが構成した集落であるとߟえられる。ઌにड़΂た̔ੈل中༿に

Έられる大形住居のݮগ，̔ੈل後༿にΈられるશମの軒数のݮগにͭいては明確にできない部分が大き
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いが，৴ଠ郡高ాڷ内の集落遺跡であるദ໦古墳ా޾，܈遺跡，ా޾台遺跡では̔ੈل中༿に軒数が૿ٸ

しており，̔ੈل中༿から後༿にかけてڷをӽえた集落の࠶編成が行ΘれたՄೳੑがある。今後，周辺遺

跡の調査݁Ռの஝積を଴って分ੳをࢼΈたい。

ᾉ　平安時代の様૬

　ᶃ集落にͭいて

　まͣ，住居跡・掘立柱建物跡にͭいてΈていきたい（ද 前༿まではلੈ̕，中༿以߱لੈ̔。（16・13

大形住居跡は１軒のΈで，̕ੈل前༿ஈ֊には掘立柱建物跡が出ݱしている。その後̕ੈل中༿ஈ֊にお

いてશମの軒数૿Ճとڞに大形住居跡の軒数も૿Ճし，それとともに掘立柱建物跡が૿Ճする。̕ੈل後

༿になると，ߋに軒数が૿Ճし，平安時代における࠷੝期をܴえる。このࠒには大形住居は࢟をফすが，

ґવとして長࣠̒ｍを௒えるن模の住居跡は存在しており，第 167・168・214・219 号住居跡がそれに֘

౰する。これらの住居に住まった人ʑが，このࠒの集落の中心人物もしくはそれに४ͣる人物であったと

えられる。掘立柱建物跡は，遺跡東部にʮくʯの字ঢ়の഑置でங造されており，第２号遺物包含層をऔߟ

りғΉΑうにங造されていたΑうである。第２号遺物包含層のଯ積年代にͭいては̔ੈلから 10 とلੈ

推定されており，̕ੈل後༿にはґવとしてएׯのۼ地が࢒っていたであろうことから，ࣼ܏部をݏって

の഑置と推定される。h 第 308 集ʱにおいては，大形住居跡のݮগ・ফ໓と掘立柱建物跡の૿Ճに関Θり

があるものと推定されており，大形住居に住まった人物の居୐が，竪穴住居から掘立柱建物へとҠ行した

Մೳੑにͭいてड़΂られている。この後，10 をফし，集落内には小形࢟前༿ஈ֊では中形住居跡がلੈ

住居跡しかΈられなくなる。これに伴いશମの軒数もݮগしているが，それとはٯに掘立柱建物跡は૿Ճ

している。10 গしている。10ݮ中༿には，住居跡・掘立柱建物跡ともにلੈ 後༿には住居跡の軒数لੈ

が࠶ͼ૿Ճし，集落内に࠶ͼ中形住居跡が出ݱする。このࠒには，集落から掘立柱建物跡が࢟をফし，こ

の後，集落は 11 。にਰୀし，ऴᖼをܴえているܹٸ前༿ஈ֊でلੈ

　ᶄ遺物にͭいて

　遺物にͭいては，まͣ鉄製品の保有཰にͭいてΈていきたい（ද 14）。鉄製品の保有཰は，̕ੈل前༿

をϐークとして̕ੈل中༿にはݮগし， ̕ੈل後༿には࠶ͼ૿Ճしている。10 に入ると保有཰はلੈ 20

ˋをԼ回り，10 中༿では出土していない。10لੈ ͼ鉄製品を保有する住居跡がΈられ࠶後༿ஈ֊でلੈ

るΑうになるが，10 代を通して，保有཰がلੈ 20ˋを௒えることはなかったΑうである。11 前༿のلੈ

住居跡からは，鉄製品は出土していない。࣍に，灰釉陶器の保有཰にͭいてΈていきたい（ද 17）。ここ

でड़΂るʮ保有཰ʯに関しては，住居跡から出土したഁ片数を集ܭしたものであり，༼式にͭいてはྀߟ

していない。౰遺跡における灰釉陶器の保有཰は̕ੈل前༿ஈ֊で 中༿ではلੈ̕，ˋ25 14ˋで，その

後̕ੈل後༿にٸ上ঢしており，40ˋ௒という高い保有཰が見てऔれる。また，この時期には྘釉陶器ஈ

皿も出土しており，住居跡の軒数や掘立柱建物跡の数をߟえ߹Θせると，平安時代の࠷੝期が̕ੈل後༿

であることがڧく窺える。ଓく 10 前༿では，保有཰はلੈ 33ˋとݮগし，これ以߱灰釉陶器は出土しな

くなっている。灰釉陶器の出土ঢ়گを֓؍すると，֤時期を通して大形住居跡からはΈられͣ，Ήしろ大

形と中形の中間にҐ置する長࣠̒ｍの住居跡や，中形，小形住居跡から出土している点が注目される。他

遺跡における出土޲܏とのൺֱを今後の՝୊としたい。
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ද 14　鉄製品出土཰推Ҡද

ද 15　土玉・土錘出土཰推Ҡද２）

ද 13　住居跡数推Ҡද

番号 ܻ行方޲ 時期 ܻ行方޲（શମ）

S#25 ̣－ ̔ －˃̬ 前༿لੈ̕ －

S# １ ̣－ 19 －˃̬

中༿لੈ̕ ̣－ 19 ～˃20 －˃̬S# ７ ̣－ 20 －˃̬

S# ̔ ̣－ 20 －˃̬

S# ̒ ̣－ 16 －˃̬

後༿لੈ̕
̣－ 16 ・˃18 －˃̬

̣－ 84 ～˃85 －˃Ｅ

S#11 ̣－ 16 －˃̬

S# ̕ ̣－ 18 －˃̬

S#22 ̣－ 85 －˃Ｅ

S#23 ̣－ 84 －˃Ｅ

S#24 ̣－ 85 －˃Ｅ

S#21 ̣－ ５ －˃̬ 代لੈ̕ －

S#16 ̣－ 14 －˃̬

10 前༿لੈ

̣－ 14 ～˃15 －˃̬

̣－ 21 ・˃24 －˃̬

N － 75 －˃Ｅ

S#17 ̣－ 15 －˃̬

S#10 ̣－ 15 －˃̬

S# ２ ̣－ 21 －˃̬

S# ３ ̣－ 21 －˃̬

S# ̐ ̣－ 24 －˃̬

S#15 ̣－ 24 －˃̬

S#12 ̣－ 75 －˃Ｅ

S# ５ ̣－ 18 －˃̬

10 中༿لੈ ̣－ 18 ～˃19 －˃̬S#13 ̣－ 18 －˃̬

S#14 ̣－ 19 －˃̬

ද 16　掘立柱建物跡一ཡද

ද 17　灰釉陶器保有཰・出土灰釉陶器一ཡ

住居
番号

住居の
大きさ

灰釉陶器
出土数（ഁ片数） ྘釉陶器 時期 灰釉陶器

保有཰

7 中形ʴ 長頸瓶１，瓶類５
前༿لੈ̕ 25�

20 中形ʴ 瓶類̐

17 小形 瓶類１
中༿لੈ̕ 14�

5 中形 長頸瓶１

10 小形 椀２，長頸瓶２

後༿لੈ̕ 41�

25 小形 長頸瓶１ ஈ皿１

47 小形 壺１ޱ޿

212 中形 長頸瓶１

213 中形 長頸瓶̒

214 中形ʴ 長頸瓶̔

219 中形ʴ 長頸瓶７，椀１

15 小形 椀１，長頸瓶１
10 前༿لੈ 33�

44 小形 長頸瓶１

˞ʮ中形ʴʯは，長࣠ 6 ｍ以上̒ｍ 50cm ະຬの住居をදす。
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Αり౰期の中心部と推定されていた地点の調査であり，調査にΑってಘられた݁Ռもそれを裏付けるに଍る

内容であったため，平成 21 年度の調査݁ՌがՌたすところは大きいものとࢥΘれる。౰遺跡の立地する台

地は，৴ଠ郡の੓࣏త中਻と৴ଠྲྀւを݁Ϳ小野川とほͲۙく，౰時のަ易をߟえた時，ඇৗに恵まれた立

地にあることは明確であり，౰地から円面硯や灰釉陶器なͲ有力者層の存在を৭ೱくײじさせる遺物が出土

したことは，大มॏ要な成ՌであるといえΑう。また，古墳時代から平安時代を通してחや土玉なͲ，生業

内において౰集落のՌたした໾ׂの一୺をڷ動の一୺を֞間見ることのできる遺物も出土しており，小野׆

ղ明することができたものとࢥΘれる。今後の調査事ྫの૿ՃにΑり，ৗ཮国のݰ関ޱとして，また，文化

や物ࢿの通り道としての৴ଠ郡の࢟もΑり઱明になってくるものとࢥΘれる。その時，৴ଠ郡小野ڷにおけ

る౰跡のੑ֨も明確になってくるのではないͩろうか。࠷後になるが，࠷新の調査事ྫとしては，౰遺跡の

ೆ方，୩௡をڬんͩ台地上にҐ置するਆ԰遺跡・ਗ਼水古墳܈の調査が行Θれており，古墳時代・平安時代の

集落や古墳，中・ۙੈの遺構なͲが確認されている。౰遺跡とのҐ置関܎からも報告が଴たれるところであ

る。Ҿきଓき，稲敷市周辺の調査݁Ռに注目していきたい。

Ҿ用・ߟࢀ文ݙ

　・ʮৗཅ᥁文ʯ編集部ʰৗ཮国෩土記ʱৗཅ᥁文センター　1992 年̔月

戸࡚ொ史ߐ戸࡚史編さんҕһ会編ʰߐ・　 　ɦߐ戸࡚ொ　1993 年３月

　・ా中޿明ʮ関東地方のࢪ釉陶器のྲྀ通と古代の社会ᾇʯh 要لڀݚ 　ɦ第 11 号　࡛玉県埋蔵文化財調査事業団　

1994 年３月

　・ֽଜએ行ʮʮৗ૯ܕ甕ʯ編年小ߟ－茨城県ೆ部を中心として－ʯh ྻౡのߟ古学ʱ౉辺੣ઌ生ؐྐྵ記೦࿦集ץ行会

1998 年２月

　・奈良・平安時代ڀݚ൝ʮ茨城県Ҭにおけるࢪ釉陶器のݕ౼ᾋʯh ノートʱ̔号　茨城県教育財団　1999ڀݚ 年̒月

　・東ொ史編ࢊҕһ会編ʰ東ொ史　通史編 　ɦ東ொ　2003 年３月

ம

　１）　住居跡のن模に関しては，小形が長࣠ 4.5 ｍະຬ，中形が長࣠ 4.5 ｍ以上 6.5 ｍະຬ，大形が長࣠ 6.5 ｍ以上

とදݱする。掘立柱建物跡のن模に関しては，小形が面積 20㎡ະຬ，中形が面積 20㎡以上 40㎡ະຬ，大形

が面積 40㎡以上とදݱする。

　２）　土玉・土錘の保有཰は，̒ੈل前༿から 10 �るまで，40ࢸ前༿にلੈ をৗに上回っており，౰遺跡の生業

。࿑との深い関Θりが૝定されるړ動の一୺として׆

̐　おΘりに

　平成 21 年度の調査にΑり台地東部における古墳時代から平安時代の集落の様૬をͭかΉことができた。

このことにΑり，౰遺跡のશ容ղ明という՝୊は一า前ਐしたとݴえる。特に平安時代に関しては，かͶて

　ᶅ小݁

　ここまで平安時代の֓؍をड़΂てきたが，特に注目されるのは灰釉陶器の保有཰であろう。̕ੈل後༿

における灰釉陶器保有཰の૿ٸのഎܠには，生࢈地である東ւ地方での生࢈ମ੍のม容も大きく関Θって

いるものとߟえられるが，౰遺跡からの出土数は，一般集落からのそれとは一線をըすྔである。これに

Ճえ౰遺跡は，郡衙・郡ࣉの有力ީิ地で東ւ道が通っていたとߟえられているԼࢁ܅周辺地Ҭとも小野

川をհしての行き来が容易であったものと推定され，৴ଠྲྀւをഔհとしてのަ易ϧートの中ܧ点にもな

りಘる立地にある。また，円面硯や྘釉陶器の出土なͲを含めると，౰遺跡がަ通の要িとしてのੑ֨を

有していたՄೳੑは高いものとߟえられる。
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　・大関෢ʮ৴ଠ郡東部における奈良・平安時代の土器様૬ʯh 埋蔵文化財部年報ʱ27　茨城県教育財団　2008 年̕月

　・成ౡ一໵他ʮ薬師後遺跡　一般国道 468 号首都圏中央連絡自動車道新設事業地内埋蔵文化財調査報告書ʯh 茨城

　　県教育財団文化財調査報告ʱ第 308 集　2009 年３月

　・ઍ༿隆࢘ʮৗ཮国৴ଠ郡の遺跡と古代߽଒－霞ヶ浦ೆ؛地方の古墳時代ૉඳ－ʯh ം良ߟذ古ʱ第 31 号　ം良ذ 

古同人会　2009ߟ　　 年５月

　・高ڮ一෉ʮৗ཮ܕ甕と෢蔵ܕ甕ʯh ࡛玉ߟ古ʱ第 45 号　࡛玉ߟ古学会　2010 年̒月

　・稲敷事຿所ʰݱ地આ明会ࢿྉ　ਆ԰遺跡　ਗ਼水古墳܈ʱ茨城県教育財団　2011 年̔月

第 102 図　平成 21 年度調査区　遺構શମ図
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薬師後遺跡　調査区全景（西上空から）

写　 真　 図　 版





PL1

第 22 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 191 号 住 居 跡

完 掘 状 況

薬 師 後 遺 跡

調 査 区 全 景

（ 東 か ら ）



PL2

第 197 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 201 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 193 号 住 居 跡

完 掘 状 況



PL3

第202A号 住 居 跡

完 掘 状 況

第202A号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第202A号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況



PL4

第 206 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第208A・208B号住居跡

完 掘 状 況

第 204 号 住 居 跡

完 掘 状 況



PL5

第 216 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 906 号 土 坑

遺 物 出 土 状 況

第 14 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況



PL6

第 196 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 196 号 住 居 跡

竈 遺 物 出 土 状 況

第 195 号 住 居 跡

完 掘 状 況



PL7

第 198 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第200A号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第200A号 住 居 跡

完 掘 状 況



PL8

第 205 号 住 居 跡

竈 遺 物 出 土 状 況

第 205 号 住 居 跡

竈 遺 物 出 土 状 況

第200B号 住 居 跡

完 掘 状 況



PL9

第 205 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 217 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 217 号 住 居 跡

竈 遺 物 出 土 状 況



PL10

第 213 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 214 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第192・217号住居跡

完 掘 状 況



PL11

第 214 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 219 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 219 号 住 居 跡

完 掘 状 況



PL12

第23号掘立柱建物跡

完 掘 状 況

第24号掘立柱建物跡

完 掘 状 況

第22号掘立柱建物跡

完 掘 状 況



PL13

第 51 号 溝 跡

完 掘 状 況

第 ３ 号 道 路 跡

完 掘 状 況

第８号方形竪穴遺構

完 掘 状 況



PL14

SI 202A-43

SI 193-11

SI 202A-27 SI 202A-26

SI 216-55

SI 193-15

SI 202A-37 

SI 197-17

SI 202A-29

SI 202A-28

SI 202A-38

第193・197・202A・216号住居跡出土土器



PL15

SI 200A-96 

SI 217-104 

SI 200A-97 

SI 195-73 

SI 195-74  

SI 196-85 SI 194-67 

SI 198-90

SI 205-101

SI 195-72

SI 221-117

第194・195・196・198・200A・205・217・221号住居跡出土土器



PL16

SI 205-102SI 14-60 

SI 221-236 

SI 196-89

SI 221-122

SI 217-111 

SI 217-114SI 217-113

第14・196・205・217・221号住居跡出土土器



PL17

第196・198・200A・217号住居跡出土土器

SI 217-110

SI 198-94 

SI 217-108

SI 196-87 

SI 200A-100



PL18

第214・219号住居跡出土土器

SI 219-181SI 214-163 

SI 214-153

SI 214-152

SI 219-175 

SI 214-162 SI 219-179

SI 219-190 

SI 214-154

SI 214-155



PL19

第212・213・214・219号住居跡出土土器

SI 214-167 

SI 219-189 

SI 214-172 

SI 212-140 SI 214-171 

SI 219-188

SI 213-70



PL20

遺構外-224 遺構外-233

TP13

TP6

TP14

TP7

TP5

TP12

TP4

TP11

TP9 TP10

TP8

TP3

遺構外出土土師器・陶器・縄文土器



PL21

TP33

TP18
TP16

TP19 TP20

TP15

TP24TP23

TP30

TP17

TP32

TP29

TP25

TP36

TP28

TP35

TP21

TP26

TP22

TP34

TP27

TP31

遺構外出土縄文土器



PL22

第14・170・191・193・195・198・200A・201・204・205・208A・208B・212・214・216・220号住
居跡，第23・25号掘立柱建物跡，第906号土坑，遺構外出土土製品

SI 170-DP1 

SI 204-DP39 SK906-DP44

SI 220-DP69 

SI 208A-DP40・DP41

SI 198-DP60～DP62 SB23-DP84～DP86

SI 205-DP65・DP66

SB25-DP87

SI 212-DP54 SI 208B-DP42

SI 191-DP3 

SI 201-DP14

SI 14-DP45～DP47 SI 195-DP56～DP59

SI 216-DP43 

SI 200A-DP64 

SI 193-DP4・DP5

SI 214-DP81・DP82 

遺構外-DP89～DP91



PL23

SI 197-DP7～DP11SI 217-DP50～DP53

SI 221-DP70～DP79 

SI 194-DP55

遺構外-DP93 SI 205-DP67 SI 219-DP83 

遺構外-DP92 SI 212-DP80

SI 202A-DP22～DP38

第194・197・202A・205・212・217・219・221号住居跡，遺構外出土土製品

SI 202Ａ
DP20

SI 197
DP6

SI 202Ａ
DP15

SI 202Ａ
DP19

遺構外
DP88

SI 202Ａ
DP17

SI 202Ａ
DP16

SI 202Ａ
DP18

SI 202Ａ
DP21



PL24

SI 202Ａ-Q7 SI 208A-Q10

SI 197-Q2SI 202A-Q8SI 197-Q3

遺構外-Q16

遺構外-Q12

SI 191-Q1SI 202A-Q5SI 204-Q9

SI 202A-Q6

遺構外-Q11

遺構外-Q15

遺構外-Q13

SI 202Ａ-Q4 遺構外-Q14

SI 14-M2 

SI 14-M3

SB23-M8

SB23-M9 

SI 219-M7
SI 5-M6

SI 202Ａ-M1SI 221-M5

遺構外-M10

SI 221-M4

第5・14・191・197・202Ａ・204・208A・219・221号住居跡，第23号掘立柱建物跡，遺構外出土石器・
石製品，出土鉄製品



PL25

第196・212・214・219号住居跡，第23号掘立柱建物跡，第865号土坑，遺構外出土須恵器・灰釉陶器

遺構外-225

SI 214-165

SI 212-141SI 214-173

SI 219-186

SI 219-194 

遺構外-231

SI 196-86

SK865-216

遺構外-TP37 SB23-203



PL26

SI 219-184SI 213-148 SI 219-185

遺構外出土灰釉陶器

SI 213-149SI 213-71

第213・219号住居跡，遺構外出土灰釉陶器
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ふ り が な
所 収 遺 跡

ふ り が な
所 在 地 コード 北 緯 東 経 標 高 調査期間 調 査

面 積 調 査 原 因

薬
や く

師
し

後
う し ろ

遺跡 茨
い ば ら

城
き

県
け ん

稲
い な

敷
し き

市
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椎
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塚
づ か

字
あ ざ

大
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久
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保
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1370 番
ば ん

地
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ほ か

08229
－

441149

36 度
24 分
54 秒

36 度
25 分
５秒

139 度
44 分
59 秒

139 度
44 分
47 秒

25
～

28 ｍ

20090701
～

20090930

802 ㎡ 一般国道 468
号首都圏中央
連絡自動車道
新設事業に伴
う事前調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項
薬師後遺跡 集落跡 古 墳 竪穴住居跡　　  15 軒

土坑　　　　    ２基
土師器（坏・高坏・鉢・壺・甕・
甑・手捏土器），須恵器（坏身・
坏蓋），土製品（勾玉・土玉・
支脚），石器・石製品（臼玉・
小玉・剣形模造品・有孔円板・
砥石），鉄製品（鏃）

　奈良時代・
平 安 時 代 の
住 居 か ら 円
面硯，平安時
代の住居跡か
らは灰釉陶器
が出土してお
り，有力者の
存 在 が 窺 え
る。 本 跡 は，
小野川を通じ
て郡衙推定地
周辺や霞ヶ浦
とも行き来が
容易な立地に
あるため，併
せて注目され
る。

奈 良 竪穴住居跡　　11 軒
土坑　　　　    ２基 

土師器（坏・鉢・甕・小形甕・
甑・手捏土器），須恵器（坏・
高台付坏・蓋・盤・円面硯・
長頸瓶・平瓶・瓶類・甕・甑），
土製品（土玉・紡錘車・支脚），
鉄製品（刀子・鏃）

平 安 竪穴住居跡　　７軒
掘立柱建物跡　５棟
土坑　　　　  ３基

土師器（坏・高台付椀・皿・
高台付皿・蓋・無台盤・鉢・甕・
小形甕），須恵器（坏・高台
付坏・蓋・盤・鉢・円面硯・
長頸瓶・甕・甑），灰釉陶器

（長頸瓶・短頸壺・瓶類）土
製品（土玉・置き竈・支脚），
鉄製品（刀子）

その他 奈良～平安
時期不明

遺物包含層　１か所
地点貝塚　　２か所
方形竪穴遺構　１基
道路跡　　 　　１条
土坑　　　　　 54 基
溝跡　　　　　 ２条

縄文土器（深鉢），土師器（坏・
皿・甕・甑・羽釜），須恵器

（坏・坏蓋・長頸瓶・瓶類・
甕），陶器（折縁皿・擂鉢），
磁器（碗），灰釉陶器（高台
付皿・長頸瓶），土製品（勾
玉・土玉・スタンプ形土製品・
置き竈），石器・石製品（剥片・
石鏃・磨製石斧・打製石斧・
砥石・臼玉），鉄製品（鉄滓），
貝類（ヤマトシジミ）

要 約 　今回の調査区は，遺跡の所在する台地の東部にあたり，これまでの調査区とほぼ同時期で
ある古墳時代後期から平安時代の集落を確認した。特に平安時代は遺構が密であり，今回の
調査区周辺が集落の中心部であったことが改めて裏付けられた。
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